
県営ほ場整備事業（矢田野台地地区）に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

小松市

矢 田 野 遺 跡 群

２００６

石 川 県 教 育 委 員 会

（財）石川県埋蔵文化財センター



小松市

矢 田 野 遺 跡 群

２００６

石 川 県 教 育 委 員 会

（財）石川県埋蔵文化財センター



例 言

１ 本書は矢田野遺跡、矢田野古墳群、矢田借屋古墳群、狐森塚古墳、刀何理遺跡の発掘調査報告書

である。

２ 遺跡の所在地は小松市矢田新町・矢田町・矢田野町・月津町・扇原町である。

３ 調査原因は県営ほ場整備事業（担い手育成型）矢田野台地地区であり、石川県農林水産部農業基

盤整備課（旧農地整備課、以下同）が石川県教育委員会に発掘調査を依頼したものである。

４ 調査は（財）石川県埋蔵文化財センターが石川県教育委員会から委託を受けて、平成１１（１９９９）

年度から平成１７（２００５）年度にかけて実施した。業務内容は現地調査・出土品整理・報告書刊行で

ある。

５ 調査に係る費用は石川県農林水産部農業基盤整備課と、文化庁の補助を受けた石川県教育委員会

が負担した。

６ 現地調査は平成１１（１９９９）年度～同１６（２００４）年度にかけて実施した。遺跡・期間・面積・担当

課・担当者（当時）は下記のとおりである。

（１）平成１１（１９９９）年度

遺 跡 矢田野遺跡・矢田野古墳群

期 間 平成１１年７月２９日～１１月１８日

面 積 １１００㎡

担当課 調査部調査第２課

担当者 久田正弘（専門員）、白田義彦（主事）、国守剛（講師）

（２）平成１２（２０００）年度

遺 跡 刀何理遺跡・狐森塚古墳

期 間 平成１２年９月２５日～１１月１５日

面 積 ５３０㎡

担当課 調査部調査第２課

担当者 久田正弘（専門員）、荒木麻理子（主事）、谷内明央（講師）

（３）平成１３（２００１）年度

遺 跡 矢田野遺跡

期 間 平成１３年８月２０日～１１月５日

面 積 １２００㎡

担当課 調査部調査第２課

担当者 澤辺利明（主任主事）、荒木麻理子（主事）

（４）平成１４（２００２）年度

遺 跡 矢田野遺跡・矢田借屋古墳群

期 間 平成１４年５月７日～８月２０日、平成１４年１１月２５日～１２月２４日

面 積 １８５０㎡

担当課 調査部調査第２課

担当者 澤辺利明（主査）、宮川勝次（主事）、湊屋玲美（主事）



（５）平成１５（２００３）年度

遺 跡 矢田野遺跡・矢田借屋古墳群

期 間 平成１５年７月７日～９月２５日

面 積 ８７０㎡

担当課 調査部調査第２課

担当者 和田龍介（主事）、林大智（主事）

（６）平成１６年（２００４）年度

遺 跡 矢田野遺跡

期 間 平成１６年６月２４日～７月２１日

面 積 １３０㎡

担当課 調査部調査第２課

担当者 白田義彦（主査）、荒木麻理子（主事）

７ 出土品整理は平成１４（２００２）年度～同１６（２００４）年度に実施し、企画部整理課が担当した。

８ 報告書刊行は平成１７（２００５）年度に実施し、調査部調査第２課が担当した。編集は調査第２課が

行い、執筆分担は次のとおりである。

第１・２章 白田

第３・４章 久田

第５章第１・２節 荒木

第５章第３・４節 澤辺

第６章 宮川（但し、第６章第２節２～４頁は澤辺）

第７章 和田

第８章 久田・白田（第１５６図は久田、その他は白田）

９ 調査には下記の機関、個人の協力を得た。

石川県農林水産部農業基盤整備課、小松市教育委員会、南加賀農林総合事務所（旧小松農林総合

事務所）、（株）太陽測地社、望月精司、下濱貴子、岩本信一、大藤雅男

１０ 調査に関する記録と出土品は石川県埋蔵文化財センターで保管している。

１１ 本書についての凡例は下記のとおりである。

（１）方位は磁北である。

（２）水平基準は海抜高であり、T. P.（東京湾平均海抜高）による。
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第１章 調査に至る経緯と経過

第１節 調査に至る経緯

石川県農林水産部農地整備課は小松市矢田野台地のほ場整備事業（担い手育成型）を実施すること

になり、事業の施工前に埋蔵文化財分布調査を石川県教育委員会文化財課に依頼した。文化財課の試

掘調査の結果、事業区域内で埋蔵文化財の広範な分布が確認された。この分布調査の結果を踏まえ、

文化財課と農地整備課で埋蔵文化財の保存協議が持たれ、工事により遺構が破壊される箇所などの記

録保存調査が行われることになった。損壊を受ける箇所は主に水路部分が多いため、調査区は後述の

とおり、幅が狭く、長いトレンチ状の調査区が多くなった。農地整備課はこの事業に係る発掘調査を

文化財課に依頼し、これを受けた文化財課は（財）石川県埋蔵文化財センターに発掘調査を委託した。

第２節 調査の経過

平成１１年度から１６年度にかけて発掘調査を行い、調査部調査第２課が調査を担当した。平成１１年度

は矢田野遺跡、矢田野古墳群の調査を７月２９日～１１月１８日にかけて行い、平成１２年度は刀何理遺跡と

狐森塚古墳の調査を９月２５日～１１月１５日にかけておこなった。平成１３年度は矢田野遺跡の調査を８月

２０日～１１月５日にかけて行った。平成１４年度は矢田野遺跡、矢田借屋古墳群の調査を５月７日～８月

２０日と１１月２５日～１２月２４日の２回に分けて行った。平成１５年度は矢田野遺跡と矢田借屋古墳群の調査

を７月７日～９月２５日にかけて行った。平成１６年度は矢田野遺跡の調査を６月２４日～７月２１日にかけ

て行った。

第３節 出土品整理・報告書刊行

平成１４年度～１６年度にかけて石川県教育委員会文化財課は（財）石川県埋蔵文化財センターに出土

品整理を委託し、当センターがこれを実施した。整理内容は遺物の記名・分類・接合・実測・トレー

スと遺構実測図のトレースであり、企画部整理課が担当した。

平成１７年度に同文化財課は平成１１年度から始まった調査の報告書の執筆ならびに刊行を当センター

に委託し、当センターがこれを実施した。原稿執筆は各担当者が行い、編集は調査部調査第２課が行

った。

第１章 調査に至る経緯と経過
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第２章 遺跡の位置と環境

第１節 遺跡の位置と地理的環境

本遺跡群が展開する矢田野台地は小松市街の南西に位置

し、霊峰白山を遠望できる。遺跡群の南東には白山前山丘

陵を形成する能美・江沼丘陵があり、丘陵からのびる台地

上に本遺跡群が存在する。本遺跡群の西側は台地下になり、

水田が広がり、その向こうには加賀三湖の一つである柴山

潟がある。本遺跡群の北西側は水田の広がる低地を挟み、

月津台地がある。このように白山からは豊富な雪解け水が

供給され、丘陵からは森林資源が提供され、台地上は水害

を受けない安定した土地であり、近くには潟湖である柴山

潟がひかえる土地柄である。

現在の地理的環境は古来からの土地利用の結果であり、

当時の地理的環境と大きく変わっていよう。当時は潟湖が

現在より広く、水域が台地近くまで広がっていたと考えら

れる。潟湖の利用を積極的に考える必要があろう。

第２節 歴史的環境

上述のとおり起伏に富む地形は縄文時代にも豊かな生活資源を提供したと考えられ、周辺には念仏

林遺跡・念仏林南遺跡等の縄文時代の遺跡が散在する。弥生時代には台地下の潟湖周辺で水田耕作が

開始され、額見町西遺跡・茶臼山遺跡などの弥生時代の遺跡がみられる。古墳時代になると周辺に古

墳が築かれる。日本海側の潟湖周辺に古墳が多いことは既に指摘されており、本遺跡群もこの特徴を

体現しているといえよう。古墳時代の集落も念仏林南遺跡・矢田野遺跡・矢田 B 遺跡・刀何理遺跡

などがみられ、該期の古墳分布との重なりをみせている。飛鳥・奈良時代になると島遺跡・矢田新遺

跡・額見遺跡・額見町西遺跡などがみられる。額見町・額見西遺跡では７世紀全般にわたって、L 字

形カマド（オンドル状遺構）をもつ竪穴住居が検出され、渡来系集団の存在が窺われる。

最後に本遺跡群背後の丘陵上に展開する窯跡群について触れる。この窯跡群は南加賀窯跡群と呼ば

れ、県内最大規模をもち、須恵器生産の開始（５世紀末頃）から約９００年の間、連綿と生産が続く。

矢田野遺跡群

小
松
市

０ ２０㎞

第１図 遺跡位置図

第１節 遺跡の位置と地理的環境
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番号 遺 跡 名 種 別 時 代 番号 遺 跡 名 種 別 時 代
１ 矢田借屋古墳群 古墳（墳丘削平） 古墳 ３４ 月津新遺跡 散布地 縄文
２ 矢田野遺跡 集落跡 古墳～古代 ３５ 念仏塚古墳 古墳 古墳
３ 矢田野古墳群 古墳（墳丘削平） 古墳 ３６ 念仏林遺跡 集落跡 縄文
４ 狐森塚古墳 古墳（墳丘削平） 古墳 ３７ 念仏林南遺跡 集落跡 縄文～古墳
５ 刀何理遺跡 集落跡 古代～中世 ３８ 念仏林古墳 古墳 古墳
１６ 矢崎宮の下遺跡 集落跡 縄文～中世 ３９ 石山古墳 古墳（消滅） 古墳
１７ 串カンノヤマＣ遺跡 散布地 古墳 ４０ 島Ｃ遺跡 古墳？ 古墳
１８ 符津Ｂ遺跡 散布地 縄文 ４１ 箕輪塚古墳 古墳 古墳
１９ 符津Ａ遺跡 散布地 縄文 ４２ 矢田野エジリ古墳 古墳 古墳
２０ 符津Ｃ遺跡 集落跡 古墳 ４３ 島遺跡 散布地 古墳～奈良
２１ 額見神社前Ａ遺跡 散布地 縄文 ４４ 下粟津１・２号横穴 横穴（消滅）
２２ 額見神社前Ｂ遺跡 散布地 縄文 ４５ 島Ｂ遺跡 散布地 奈良・平安
２３ 額見町遺跡 集落跡 古代～中世 ４６ 島経塚 経塚（消滅）
２４ 額見町西遺跡 集落跡 弥生末期～中世 ４７ 下粟津横穴群 横穴（消滅）
２５ 左門殿古墳（左門殿塚） 古墳（消滅） 古墳 ４８ 中村古墳 古墳 古墳
２６ 茶臼山遺跡 散布地 弥生・古代 ４９ 矢田野神社前遺跡 散布地 平安
２７ 茶臼山祭祀遺跡 祭祀跡 奈良 ５２ 百人塚古墳 古墳（墳丘削平） 古墳
２８ 茶臼山古墳 古墳 古墳 ５３ 矢田Ａ遺跡 散布地 縄文
２９ 月津オカ遺跡 散布地 古代～中世 ５４ 矢田Ｂ遺跡 散布地 古墳
３０ 興宗寺古墳 古墳（消滅） 古墳 ５５ 矢田新遺跡 集落跡 古代～中世
３１ 臼のほぞ古墳 古墳 古墳 ５６ 丸山古墳 古墳（損壊） 古墳
３２ 串町遺跡 散布地 縄文・古代 ５９ 林遺跡 窯跡・製鉄跡 古墳～平安
３３ 月津Ａ遺跡 散布地 奈良 ６０ 林超勝寺跡 寺院跡 中世

３

２
４

５

第２図 周辺の遺跡（S＝１／２５．０００）

第１表 周辺の遺跡一覧表

第２章 遺跡の位置と環境
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第３章 平成１１年度調査

第１節 概 要

矢田野遺跡・矢田野古墳群の約１８００㎡の調査依頼があり、平成１１年７月２９日～１１月１８日まで発掘調

査を実施した。調査担当は久田・国守であったが、途中国守が退職したので白田と交代した。調査依

頼箇所の中で１箇所は JR との協議が必要な為に先送りされた。また工事中に幅広の溝が確認された。

センターから文化財課に連絡し、文化財課と農林水産部農地整備課（当時）の協議が行われた。文化

財課による再試掘調査が行われ、溝２箇所の範囲のみを追加調査することとなり、発掘調査面積は約

１８００㎡から約１１００㎡に変更された。調査区（第３図）は既存の水田区画に平行する A～C 区（主軸方

位は磁北―５７°―西）は東側を起点とし、JR 線に平行する D 区（主軸方位は磁北―６１°―東）は工

事用杭を起点（D１区）として北側に延び、南側５m の杭までを D０区、JR 側に延びる部分を A（D）、

C 区拡張区と呼称した。E 区（主軸方位は磁北―３４°―西）は D０区付近を基点とし南側に伸び、E

８区で斜めに折れ曲がる部分から F 区とし、F２区１m 地点で直角に曲がる調査区を G 区とした。

追加の調査区は農道南側を H 区、北側を I 区と呼称した。なお建物の可能性があるものは、SI●？

や SB●？と便宜的に呼称した。ピットは根痕などの可能性が高く、出土遺物も少なかったが、深い

ピットは柱穴の可能性があるので、深さ２５～３０㎝を小さな黒丸、３０㎝以上を大きな黒丸で表示した。

第２節 遺構と遺物

１．A 区

掘立柱建物 A 区 SB０１？（第８図）は A５区、検出面は８．４m である。SK０１・０２周辺に柱穴群を確

認（図版２）し、３×１間（主軸方位磁北―４０°―西）を想定（１・２、５・６ライン）した。後に

A６区以西を調査中に SB０２を検出したので、同じ柱穴を使うと想定（３・４ライン）するか、東西

方向は２間で東側・西側に伸びるのかを想定し直す必要がある。南北方向４．３m（柱間１．２＋１．１＋１．５

m）東西方向３・４、９・１０ライン柱間１．３m か１．６m、１・２ライン柱間１．８m か１．５m である。A

区 SB０２（第８図、図版２、主軸方位磁北―４２°―西）は A６区、検出面は８．４m である。東西方向

４間（７～８ライン６．５m、柱間１．８＋１．４か１．８＋１．６か１．２＋１．７m）である。南北方向は９～１０ライ

ンは柱間１．５m、１３～１４ラインは柱間１．８～１．９m（０．９＋１＋０．７m）であり、西側の柱間がやや広く、

１１・１２ラインは柱間１．６～１．７m がある。SB０２の北側にも１５・１６ライン（柱間１．８＋２．１m）がある。P

スから第３０図２は�期以降と思われるが細片である。P ニ（�２～�３期の須恵器坏）、P サ（�期

の須恵器蓋）も細片である。周辺からは、P ア（第３５図７４）、P ホ（�２～�３期の須恵器坏）、P エ

（焼台の須恵器無台坏）、P ヌ（７６・７７）、P シ（土師器ハケ甕）、P マ（須恵器有台坏）、P ハ（７５）

も細片である。

その他の遺構・遺物 A 区 SK０１は楕円形（１．６８×１．１m、深さ４０㎝）であり、南側が１５～１８㎝とやや

浅い。第３０図１と第３５図７３が出土した。SK０２も不整楕円形（１．５×０．９４m、深さ３８㎝）であり、北西

側にある土坑は深さ１０㎝と浅い。SK０１・０２で建物を想定することも可能であろう。P ア（幅８０㎝、

深さ２３㎝）は２箇所に深い穴があり、７４が出土した。A２区 SD０４（幅７０～８０㎝、深さ２５㎝）は B４

第１節 概 要
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区 SD０２（幅６４～９０㎝、深さ１０～１５㎝）を通り、C４区 SD０２（幅４０～６０㎝、深さ１０㎝、第３０図９出土）

に続く同じ遺構（第３８図）と思われる。A３～４区には西北西方向の溝（幅２０～３４㎝、深さ１０～１５㎝）

があり、ピットの一番深いものは２８㎝である。A７区 P ツから須恵器の蓋（第３０図３）が出土した。

２．B・C 区

竪穴住居 B 区 SI０１（第１１図、図版２）は B８区、方形（３．４×３m、床面積１０．２㎡、主軸方位磁北

―１８°―西）であり、主柱穴や壁溝はない。壁に沿って柱穴（７・８、１３～１８ライン）があるが、対

面とは連動しない。床面はほぼ水平で北側は２～５㎝深い。北東側に略方形の浅い土坑（１．６×１．５m、

深さ７～１２㎝）があり、南東隅に焼土面（４２×４４㎝、竈か炉の痕跡）がある。第３０図６・７、第３５図

８０～８２を図化し、竪穴の時期は�３～�期頃と思われる。

掘立柱建物 B・C 区 SB０１は B７区（第１０図１７・１８、２０・２１ライン）と農道を挟んだ C７・８区（第

１３図７～１０ライン）にまたがる東西方向の建物（床面積約４０㎡、主軸方位磁北―５８°―東）である（図

版３）。P３は直径２０㎝以上、P７は１４㎝以上の柱が想定される。時期の判る遺物は出土しなかった。

東西方向は４ないし５間（７．４m）で柱間１．６＋２＋２（１．３＋１．４＋１．３）＋１．７m、南北方向は３間（５．４

m、柱間１．８m）である。B４区には直線的な柱穴列（SB０２？第９図１・２ライン図版２）があり、

東端から P１１（柱間１．７・１．８＋１．４＋１．６m、磁北―３９°－西）までは深い柱穴であるが、東西方向（３

～８ライン）には深い柱穴が無い。B７区には１×１間（第１０図９～１２ライン）があるが、P５９は風

倒木である。B８・９にも２間（第１１図２０・２１ライン、柱間１．３m の２．６m）があり、東西方向は１７・

１８ラインでは１．３＋１．４＋１．７m、１８・１９ラインでは１．４～１．６＋１．６m があり、建物（SB０３？）ならば

主軸方位は磁北―１６°―西である。SB０３？の中央にはやや深い柱穴で２間（１．５＋１．２m）がある。C

区では C５杭付近に１×１間の柱穴列（SB０２？第１２図１～４ライン、南北柱間１．８～２m、東西柱間

２m、主軸方位磁北―１９°―西）がある。また第１２図５・６ラインや C５区中央付近に東西１間（第

１３図１・２ライン柱間１．６～１．８m）があるが、建物になるかは不明である。ほかに C７区付近（SB

０４？第１３図３～６ライン）には南北２間（柱間１．５か１．７m）、東西１間（柱間１．５m）がある。

その他の遺構・遺物 C 区 SD０２から第３０図９が出土した。B３区 SD０１（幅０．６～１m、深さ８～２０

㎝）がやや L 字形に曲がる。第３０図５は�２～�３期と思われ、内面には使用痕がある。第３０図１０

はヘラ切り離し後軽くナデ調整をする。第３０図１１は C６区 SK０２の土師器甑である。内面下側はタテ

ナデ、口縁部はハケ後ヨコナデである。把手部分は幅２㎝の差込の痕跡がある。他に非ロクロで丸底

の甕（第３５図７９、１／２個体程度）が出土した。C７区包含層に椀形滓の破片（４０×３４×２７㎜、４９．８

g）が出土した。

３．D 地区

竪穴住居 SI０２（第１７図、図版３・４）は D５～６区、検出面は８．３m である。長方形（４．７×３．６m、

約１９．６㎡、主軸方位磁北―２７°―西）であり、床面は深さ１０～１５㎝とほぼ水平である。明確な主柱穴

はなく、壁より少し内側に柱穴列（７・８、１３～１６ライン）があるが北面にはない。北東隅には溝（幅

２０～２４㎝、深さ２０㎝）があり床面から５～１０㎝深く、壁溝よりもオンドルの可能性があろうか。竪穴

部分（第３５・３６図９３～１０５）と拡張部分の包含層・竪穴（第３０・３１図１７～１９・第３６図１０６～１１１）を図

化し、他に近世前半の磁器細片４点もあるが７世紀後半の遺物が多い。１７は坏ないし盤（�期か）と

第３章 平成１１年度調査
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思われ、幅広の高台を横ナデにより高台幅を狭くする。１８は坏部が椀状（�２期か）、１９は小型坏蓋

（�１期）、２０は鞴の羽口（孔径先端部２５㎜、破損部側は３０×３２㎜）であり、椀形滓（７２×４２×３１㎜、

重量１３６．７g）が出土した。

SI０３（第１８図、図版４）は D７区に位置し、検出面は８．３m であり、隅円方形（東西６．３m、深さ１５

㎝）と思われる。中の大型柱穴（P５５・４５）は新しいが、PA は古い可能性があるなど全ての前後関

係を取れえていない。西側には溝（幅２４～４０㎝、深さ２０㎝）があり、南西コーナーでは不整形な形（別

溝）が南側に延びる。南面には壁に沿って深いピット列（１１・１２ライン）があり、調査区北壁には焼

土がある。第３１図２５～２８、第３７図１３９～１４３（下層出土）を図化し、２７はやや厚いので大型甑であろう

か。１４３は堝であり、頸部に沈線を巡らす。P２０１から第３１図２９、P１９９から第３６図１１３が出土した。P４７

・４９から第３７図１３８の破片が出土した。

C 区拡張区の P２０６周辺には長方形の柱穴配置（SI０４？第１６図３～１３ライン、南北柱間２．１m・２．３５

m・２m、東西柱間１．５m・１．７m・２m・１．６m）があり、竪穴住居の主柱穴ならば南東隅柱から０．８

・１．１m の距離に４０～５０㎝の壁溝（深さ１０～２０㎝）らしき溝がある。

掘立柱建物 SB０１（第２０図、図版６）は D９・１０区、検出面は８．４m である。東西方向（３１・３２ライ

ン）の柱穴がやや幅が広くて大きいので東西棟の建物（主軸方位は磁北―５０°―西）と思われる。東

西の柱間は１．８＋１．３～１．４m なので、３間以上（５間程度か）と思われる。南北の柱穴（２９・３０ライ

ン）は３間（柱間１．１m）であり、SK１１内の柱穴・SK１１で４間（４．１m 柱間８０㎝・４．４m 柱間１．１m）

である。よって３間以上×３か４間の建物が想定される。

SB０２（第２０図９～１４ライン、図版５）は D１１・A 区拡張区、検出面は８．４m である。平成１４年度 E

１１区 SD０１内柱穴・SK０２・P５が同じ建物の柱穴である。南北棟（約４３㎡、主軸方位磁北―２６°―東）

であり、東西４間（柱間１．４＋１．１＋１．２＋１．２m）、南北は東側２間（柱間１．８m）、西側３間（柱間１．９

＋１．５＋１．８m）を確認したが、２間（１．８＋１．６m）増えて５×４間（８．６×５m）の建物である。

SB０３・０４（第２０図、図版５）は A 区拡張区、検出面は８．４m である。東西棟の建物（主軸方位磁

北―６３°―東）であり、建替えの可能性があろう。拡張区南側のクランク部分には竈の痕跡があり、

第３７図１５０が出土した。SB０３は南北方向３間（１５・１６ライン、４．２m 柱間１．４＋１．６＋１．２m）であるが、

P１５９南側柱穴を使えば４間（１．２＋０．８＋１＋１．２m）ないし２間（１．９＋２．３m）となる。東西方向の

南側は２間（P１５１～１７ライン、２＋１．８m）、北側は P１６４～１６３の間１．４m と柱間が一定しない。しか

し、南北方向を南側に１間（１．１m）伸ばすと、２８・２７ラインは４間（６．７m 柱間１．３＋１．８＋１．８＋１．８

m）があり、建物の規模（建替えか庇）を考える必要がある。４８（P１６４）、１１８（P１５２）、１５０（P８４）

が出土したが細片である。

SB０４は平成１４年度 E 区 SB０１と同じ建物であり、P１６７が第１１５図 SB０１の右端の柱穴と同じである。

南北４間（P１５６まで４．４m 柱間１＋１．１＋１．１＋１．２m）、東西１間（２．２m）を確認したが東西は３間（６

m）であり、床面積は約２６．４㎡と思われる。しかし、南北方向を P１６７～PC までの柱間２m とすると

南北３間であり、東西３間（P７８～PC）は柱間１．８m であり、平成１４年度 E 区 SB０１の柱間２m より

やや狭い。

以下に、可能性がある建物などを記述する。D１区 SK０４を基点として、１７～２０ラインや１３～１６ラ

インに建物を想定可能であろうか。また D３杭付近と D５杭付近は、深いピットが多いが、P１２・SK

０９は風倒木であり、建物になる可能性は少ないと思われる。

D７区 SI０３周辺と西側（平成１４年度 E 区７区付近）でも大型柱穴が集中しており、調査区幅が狭

いので建物を確定するには限界がある。P５５・A（図版５）は方形の大型柱穴（９０㎝前後×１m 以上、
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深さ約８０㎝）であり、間に P４５（９０×８０㎝、深さ４０㎝）が存在する。この大型柱穴（SB０５？主軸方

位磁北―６０°―東）は１間の建物とすると柱間２．６m、２間とすると１．３＋１．３m であり、多角形配置

の建物になるのであろうか。P４５から須恵器（�期坏身）と土師器（非ロクロ甕２点）が出土した。

D７～９区では、P５０・５１（柱間１．６m）を東側として２３・２４ラインと直行する２５・２６ライン（SB０６？

３間、柱 間０．９＋１．１＋０．６・０．７m）、２１・２２ラ イ ン（SB０６b？４か５間、柱 間０．９＋１．１＋１．１＋１．７m、

主軸方位磁北―７４°―東）を西側とする建物を想定可能である。また P５０・B（柱間２m）を東側と

して１３・１４ラインが直行し、４間（１．４＋１．１＋１＋１．２m）×１間（北側１．４・２．１m、南側１．１・１．８

・２．１m）以上の建物（SB０７？主軸方位磁北―６０°―東）を想定可能である。P８４からは第３１図２３・

２４が出土した。第３７図１３８は P４７・４９・８４から破片が出土した。また P５１と P１９９から土師器非ロクロ

甕が出土した。

D８・９区では、P５６を隅柱とすると SB０８？（主軸方位は磁北―１５°―東）は、３１・３２ライン（３

間１．４＋１．１＋１．１m）、３３・３４ライン（２．９か１．１＋１．８m と２m）が直行するが、３１ポイント側の柱穴

は浅くて小さく、３４ポイントの柱も浅いので難しい面もある。また、P６０を隅柱として３９・４０ライン

の延長（４間１．９＋１．４＋１．４＋１．９m）、３７・３８ライン（１．４m）と４３・４４ライン（１．１m）が直行する

ので東西４間、南北３間以上の建物（SB０９？主軸方位は磁北―６９°―東）が想定可能であり、SD０１

底のカーブ地点のピットを使うと東西３間、南北２間以上の建物が想定可能である。また３５・３６ライ

ン（１．３＋２m）と４７・４８ライン（１．９m）が直角に交わり、建物（SB１０？主軸方位磁北―３０°―西）

とすると東西方向は４７・４８ラインに限定する必要はなく、西側は４３・４４ラインなる可能性がある。D

８・９区大型柱穴 P５６・６０の柱間３．９～４m（主軸方位磁北―４０°―東）であり、建物というより単

独の柱か門などを想定すべきなのであろうか。周辺から竈と土師器高坏（第３１図３２、図版５）が出土

した。�２～�１期と思われ、内面内黒でミガキは底側縦方向、口縁部横方向である。D８区 P５４（�
期坏身）、P５６（高坏脚、無台坏、土師器甑把手、土師器非ロクロ甕）、P６０（須恵器蓋）、P６１（須恵

器甕）、P６３（�期坏身、�期蓋、第３７図１４９）、P６４（第３２図３６・３７）、D８・９区 SI 上面包含層から

第３７図１４４～１４７が出土した。８・９区包含層から１４８が出土した。１４９は混和材から梯川流域産ないし、

福井平野産であろう。

その他の遺構と遺物 SK０１～０７は D０～２区（第１５図）、検出面は８．２～８．３m である。SK０１は楕円

形（１．７×１．５m、深さ３０～４４㎝）で１２・８５・８６が出土した。SK０３は大型の土坑（５．３×１．２m、深さ

４５㎝）で P１付近までは浅く、東側から深くなる。第３３図５５～５８は SK０３出土の可能性が高い。５５は

完形の坏 G（�１期）で外面に記号文があり、３本は浅く最後に深く長い直線を引く。５７は�２期の

坏であり、体部に蓋の口縁部が２個体溶着する。口縁部は熱により歪みと微剥離が認められる。蓋は

斜めに落ち込み、そこから自然釉が多量に流れ込んで反対側に近い部分（内面の１／４：６５×３５㎜の

幅）に厚く溜まる。この須恵器は蓋と正位で他の２個のセットの上に載せられて焼成された。５８はロ

クロ土師器の甕であり、口縁部は丸く仕上げている。５５は少し古いが遺構は�１新～�２期との教示

を得た。SK０４は隅円方形（１．１×１m、深さ３５㎝）の柱穴と思われる。第３０図１４・１５と土師器�・８７

が出土した。�は外面細いハケ調整、内面はタテミガキ調整で一部赤彩痕がある。SK０５は隅円方形

（１２４×５２㎝、深さ２０㎝、第３５図８８）、SK０６（図版３）は円形（直径１．２m、深さ３０～３６㎝）と思われ

る。SK０７（図版３）は楕円形（３．４×２．２m 以上、深さ３０㎝）の大型土坑で須恵器（埴輪、�期坏身、

有台坏）、土師器小皿、加賀焼（第３５図８９・９０）とバンドコ（第３１図２１・２２）が出土した。SK０８は D

３区北側（第１６図）、楕円形（９８×９８㎝、深さ１．３m）で須恵器有台坏小片が出土した。SK０９は D４

・５区にある風倒木であり、土師器小甕底部が出土した。D９区北側（第２０図）には土坑群が存在し、
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検出面は８．４m である。SK１０は楕円形（１．９×１．１m、深さ２０㎝）、SK１１も楕円形（１．７×１．３m、深さ

３６～３９㎝）、P６７も楕円形（１．６×０．６m、深さ１５㎝）である。SK１１から第３２図３９・４０が出土し、３９は

�期の無台坏、４０は７世紀後半の有台坏と思われる。SK１３は隅円方形（２．２m 以上、深さ６０㎝）と思

われ、第３２図４１・４２が出土した。４１は口縁部を丸く仕上げる甕であり、４２は口縁部を面取りする堝で

ハケ幅が広い。４１は�３期、４２は�３～�期と思われる。

SI０４（第１８図）は D８区の土坑と溝（SD０１）であった。隅円長方形（２×２m 以上、深さ８～１６

㎝）の中に円形の土坑（１．８×１．２m、深さ１０～１５㎝）が存在する。上面から第３７図１４４～１４７が、遺構

からは第３２図３３～３５が出土した。３４は内面に須恵器窯破片が溶着している。他に７世紀後半の須恵器

蓋の小破片がある。３５は鍛冶炉に伴う鞴の羽口で、遺構からは椀形滓２点（７３×５３×３０㎜１０２．８g、

３２×２８×１２㎜８．９g）と錆膨れした鉄器１点（１８×１１×９㎜、２．４g）、検出面の包含層からは椀形滓（５０

×３６×１４㎜、２７．８g）が出土した。SD０１はほぼ直角に曲がり、東西方向は幅広く（１．８～２．１m 以上）、

南北方向は狭い（０．７m 以上）。須恵器蓋（�期）と非ロクロ土師器甕と土師器堝の小破片が出土し、

時期は７世紀後半以降と思われる。P８１は D１０区、検出面８．４～８．５m で長方形（２×１m、深さ２０～

３０㎝）である。

SX０１は D１２区に位置する溝（深さ１０～２０㎝）であった。第３３図５０・５１、第３４図７０が出土し、７０は

須恵器製の紡錘車であり、孔径は６㎜と思われる。他に土師器赤彩椀、土師器高杯、須恵器、椀形滓

（３７×３６×２４㎜３４．２g、３２×２７×１３㎜１６．７g、２７×１６×１１㎜８．４g、１９×１６×１４㎜４．１g、３４×３０×１１㎜

７．１g、３０×２０×１２㎜４．５g）が出土した。

D１区 P６から椀形滓（２９×１７×１７㎜、１０g）、D２区 P９から椀形滓（４４×３３×２８㎜、３７．２g）、D

３区 P１６から鞴の羽口（第３０図１６）が出土した。第３１図３０は D７区包含層出土の須恵器坏蓋で時期は

�１～�２期と思われる。D９P６３から第３２図４３～４５、第３７図１４９が出土した。４４は土師器甕で口縁部

が短い。１４９は梯川流域から持ち込まれた土器である。D９区 P６４から第３２図３６～３８が出土した。３６

は�２～３期の有台坏と思われ、３７は高坏脚部だが還元せずに、白色である。３８は椀形滓で下側全面

に砂粒（鍛冶炉の表面）が付着する。D１０区拡張部 P２０７から砂岩製の切石（４６）が出土し、３面が

生きており２面は火を受ける。第３２図４９は D１１区 SK１４と D１２区 P１０２から出土した須恵器坏で口縁部

内外面（４㎜まで）に重焼きの痕がある。D 区拡張区 P１５７には土師器高杯の破片、包含層からは第

３０図４、第３６図１１７が出土した。４は須恵器有台坏で高台を外側に張り出させており、時期は�２期

と思われる。D１１区 P８６から第３２図４７が出土し、口縁部端部～外面（１２㎜まで）重ね焼きの痕がある

が、口縁部から３㎜以下と以上では痕跡が異なる。D１３区 P１２０から非ロクロ甕と高坏（共に土師器）

が出土した。D１３区 P１２６から須恵器有台坏（第３３図５２）が出土し、色調は灰白色で軟質である。D１３

区 P１３０から須恵器蓋（第３３図５３）が出土し、天井部は自然釉があるが、ケズリ調整と思われる。D

１３区 P１３８から土師器高坏（第３３図５４）が出土し、内面は内黒である。

４．E 区

掘立柱建物 SB０１（第２３図１０・９ライン、図版６）は９．３m に５間（柱間２．２＋１．５＋１．４＋１．４・１．８

＋２．４m、主軸方位磁北―４３°－東）があり、両端の柱間がやや広い。東側に建物が広がり、P９０から

建替えないし２棟の切合いもあろう。E２区 P８８から第３３図６０が出土し、外面に火だすきが２本平行

してある。SK０５から第３３図６７が出土し、非ロクロの土師器甕で外面は磨耗が著しい。�２～�３期

の須恵器坏口縁部細片３点が出土した。SB０２（第２３図５～８ライン、図版６、主軸方位磁北―２°
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―東）は２×２間以上の建物と思われ、１１・１２ラインから総柱建物の可能性もあろう。南北４．６m（柱

間２．１＋１．８・２．５m）、東西３．１m（１．６＋１．５m）である。SB０３（第２４図、図版７、主軸方位磁北―５４°

―東）は E５区に位置し、４×２間以上の建物と思われる。P１０の存在（柱間１．３～１．４m）から４ポ

イント東側を拡張したが柱穴は無かった。東西方向は５．１m（柱間１．１＋１．４＋１．５＋１．１m）、南北方向

東側２．４m（柱間１．３＋１．１m）・西側２．７m（１．３＋１．４m）であり、P１２６から第３３図６６が出土し、側面

・下面の造りは雑である

その他の遺構・遺物土 E７～８区・F１区周辺（第２５図）では深いピットや遺物を出土したピット

をやや多く検出したが建物を認定するには至らなかった。SK０１（第２３図）は E２区、不整方形（１．４

×m、深さ２０㎝）で第３３図６２が出土し、方形透かしを持つ。SK０２は E２区南側、やや楕円形（１．５×

１m、深さ２０㎝）である。SK０３は E３区、深い部分は１．３×１m で北側に３０㎝突出部（深さ２０㎝）を

持つ。第３３図６３が出土し、小片が SK０７から出土し、内面は１方向のユビナデである。SK０６は E５杭

東側、不整形（１．６×１．２m 以上、深さ４０㎝）で中に柱穴（検出面から深さ２５・３６㎝）がある。内外

面タタキ調整の土師器長胴甕の丸底が出土した。

E１区 SK０６（井戸、図面紛失）と E２区 SD０２（SK０７）は、素掘りの井戸（第２３図、図版６）で

あり水源は深い為に２m 以内で掘り下げを中止した。両井戸の間には東西方向の溝があり、SK０７が

切っており、南側の土坑も溝の一部になる可能性もある。SK０６下層から黄瀬戸、越前焼擂鉢、唐津

焼皿（第３７図１５１）が出土したので近世以降である。SK０７から第３３図５９、珠洲焼擂鉢、加賀焼擂鉢、

加賀焼甕、黄瀬戸、軟質凝灰岩の破片が出土した。５９は珠洲�期の擂鉢（１４世紀末～１５世紀前半）で

あり、遺構の時期は近世の可能性が高いと思われる。SD０３（第２４図、図版７）は E４区、東北東に

掘られた溝である。検出時は SD０２と共に古墳の周溝と思われたが、珠洲焼の擂鉢（６×４㎝）、須

恵器坏口縁３点、須恵器有台坏１点が出土し、中世以降の溝（幅２．２m 以上、深さ３０㎝）であり、東

側は９０㎝と深い。南側には楕円形（１．３×０．９m、深さ２０㎝）の土坑があるが、古い遺構と思われる。

SD０１から第３３図６４が出土した。６４は須恵質埴輪であるが酸化によりにぶい橙色であり、内面の上側

はナデで滑らかである。

E２区 P９１から第３３図６１、E５区 P１０からは第３３図６９が出土した。６１は肩部の屈曲が強く胴部下半

にはタタキ痕を持つ。６９は土師器堝であり９世紀中頃と思われる。E２区 P８９から�期の須恵器坏、

E５区 P７から椀形滓（４２×３１×１５㎜１９．２g）が出土した。

５．F・G 地区

F 区 SB０１（第２６図、図版７・８）は大型の側柱建物であり、主軸方位は磁北―５１°―東である。

５間（８．８m 柱間２＋１．７＋１．７＋１．６＋１．８m）×３間以上（４．２m 柱間１．５＋１．３＋１．４m：１．４m）であ

る。SB０１P１から�期の盤小片（第３６図１３７）が出土した。F１区 P６４・包含層（�期の須恵器坏）、

P６５（�期の土師器堝）、F２区 P６８（須恵器坏）などがあるが小片である。第３３図６８は G１１区 P６出

土の定角式磨製石斧であり、両刃なので縄文時代の石斧と思われる。

６．H・I 地区

H 区は幅３～４m、長さ２０m、I 区は幅３～４m で９＋２２m の限定された調査区（図版８）である。

H 区の溝（第２９図）は幅１．７～３m、深さ２０～５０㎝であるが、幅は２．１～２．５m の部分が多い。外側は
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E２区 井戸土層
１ 耕作土
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３ 黒褐色土
４ 黒褐色土（地山粒状粒子含む）
５ 黒褐色土（４より粒子少ない）
６ 暗茶褐色土
７ 黒褐色土（４より暗い）
８ オリーブ褐色土
９ 黒褐色土（３より暗い）
１０ 黒褐色土（９より暗い）
１１ 黒褐色土（やや明るい）
１２ 黒褐色土（１０より暗い）
１３ 黒褐色土（最も暗い）
１４ 暗黒褐色土（地山粒状粒子含む）
１５ 暗オリーブ褐色土
１６ 黄褐色土（黒褐色土が粒状に混じる）
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０ ５０m

表３ 不確定建物一覧表
遺構番号 建物主軸 桁×梁（間） 規模（m） 床面積 時期 主軸方位（度） 分類

A５区 SB０１？ 東西か １以上×３ ×４．３ 西４０ 東５０ C?
B４区 SB０２？ 東西か ×３ ×４．７ 西３９ 東５１ C?
B９区 SB０３？ 東西か ３以上×２以上 ４．４×２．６ 西１６ 東７４ A?
C５区 SB０２？ １以上×１以上 ２．０×２．０ 西１９ 東７１ A?
C５区 SB０３？ 東西か ４× ５．１× 西５９ 東３１ E?
C７区 SB０４？ 南北か ２以上×１以上 ３．１×１．４ 西２７ 東６３ B?
D４区 SI０５？ × 西６８ 東２２
D７区 SB０５？ ×２ ×２．６ 西３０ 東６０ B?
D７区 SB０６？ 南北か １以上×３ １．６×２．６ 西１６ 東７４ A?
D７区 SB０６b? 南北か １以上×４ １．６×４．８ 西１６ 東７４ A?
D７区 SB０７？ 南北か １以上×４ ２．０×４．７ �２期？ 西３０ 東６０ B?
D８区 SB０８？ 南北か ３か×３か ４．７×３．６ �期？ 西７５ 東１５
D８区 SB０９？ 東西か ４×２以上 ６．６×１．４ �２～３期？ 西２１ 東６９ A?
D８区 SB１０？ 東西か ３×２以上 ６．５×３．３ �２～３期？ 西３０ 東６０ B?

表２ 建物一覧表
遺構番号 建物主軸 桁×梁（間） 規模（m） 床面積 時期 主軸方位（度） 分類

A６区 SB０２ 南北か ４×２以上 ６．５× �期？ 西４２ 東４８ C類
B・C７区 SB０１ 東西 ４か５×３ ７．４×５．４ 約４０㎡ 西３２ 東５８ B類
B８区 SI０１ 南北 ３．４×３．０ 約１０．２㎡ �３期？ 西１８ 東７２ A類
D５区 SI０２ 南北 ４．７×３．６ 約１９．６㎡ �２・�期？ 西２７ 東６３ B類
D７区 SI０３ ６．３× �２～３期？ 西２６ 東６４ B類
D９区 SB０１ 東西 ２以上×３か４ ３．２×４．１ 西５０ 東４０ D類
D１１区 SB０２ 南北 ５×４ ８．６×５．０ 約４３㎡ 西６４ 東２６ E類
D１１区 SB０３ 南北 ２以上×３ ３．８×４．２ �１～２期？ 西２７ 東６３ B類
D１１区 SB０３b 南北 ４×４ ６．７×５．１ 約３４．２㎡ �１～２期？ 西２７ 東６３ B類
D１１区 SB０４ 南北 ３×４ ６．０×４．４ 約２６．４㎡ �１～２期？ 西２７ 東６３ B類
D１１区 SB０４b 南北 ３×３ ６．０×６．０ 約３６㎡ �１～２期？ 西２７ 東６３ B類
E３区 SB０１ 南北 ５× ９．３× �１～２期？ 西４７ 東４３ D類
E３区 SB０２ 南北 ２以上×２以上 ４．６×３．１ 西８８ 東２ F 類
E５区 SB０３ 東西か ４×２以上 ５．１× 西３６ 東５４ C類
F２区 SB０１ 東西 ５×３以上 ８．８× �期？ 西３９ 東５１ C類

平成１１年度調査区
A区

D区

建物？ B区C?
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B類
D類 C?

C 区平
成
１４
年
度
調
査
区

A？・B?

A?
E?

E 区
A？・B?
B類

A類
B?

B類 B類B類

A?

B類

中近世

近世

D類

E区

中世
F類

G区C類

建物？ C類

F 区

（１／１０００）

第３８図 平成１１年度調査区
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やや溝の形は凹凸があるが、内側はほぼ直線的である。I 区は溝から須恵器甕（第３４図７１）が出土し、

風倒木１（２．８×１．８m、深さ８０㎝）・風倒木２（３．４×３．１m、深さ１m）と SK０１（２．７×２．２m、深

さ５０㎝）などを確認した。溝は農道下から５．５m 地点で曲がり始め、ほぼ直角に南東側１９m 延びてい

く。SK０１の東側で南側に巡っていたが、南東側に延びるかは調査区の制約で確認出来なかった。北

東側は幅２．２～２．９m、深さ１０～３０㎝であり、コーナー部分にかけては少し浅くなる。コーナー部分は

幅１．８m であり、外側は１０㎝、内側が２０㎝の深さである。風倒木１の北側の溝は浅いために、コーナ

ー部が繋がらないように見える。風倒木１以東は幅２～３．５m、深さ３０～４０㎝である。H 区溝南端と I

区溝コーナーまでは３５m あり、直角に南東に曲がり、１７．７m で直角に曲がるようである。不時発見

と調査区の制約から、方墳としても I 区の溝はほぼ半分と足りず、建物などの区画としても内部を確

認出来なかったので全体を捉え切れなかった。第３４図７１は I 区 SD 出土であり、破片は１m 以内（第

２９図）に存在し、床から１０～２０㎝浮いて出土し、口縁部上端は底から３０㎝上にあった。口縁部に２箇

所にラフな波状文があるが、幅が狭くて浅い。頸部内面の屈曲部には指に深いオサエがある。外面の

タタキは格子目であるが木目痕は確認できない。内面は同心円文タタキであり、横方向の木目痕があ

る。I 区 SD では土師器壺の底部（底径６．２㎝、厚さ２㎝）が出土した。胎土は流紋岩基調であり、石

英（クリスタル）・長石・角閃石も含む。

第３節 まとめ

平成１１年度調査の確実な竪穴住居３棟、掘立柱建物１０棟があり、主軸方位によるグループ化（第３８

図）を試みた。確実な遺構では、磁北から東へ振れる角度が７０°前後（A 類、B 区 SI０１）、６０°前後（B

類、B 区 SB０１など）、５０°前後（C 類、F 区 SB０１など）、４０°前後（D 類、D 区 SB０１）、３０°前後（E

類、D 区 SB０２）、０°前後（F 類、E 区 SB０２）などがある。不確定な遺構も D 区 SI０５？と D 区 SB

０８？以外はいずれかに分類化可能（表２・３参照）である。以下と表は確実なものを A 類、不確定

を A？と表記する。遺構は D１～１４区に集中し、建物群も D５～１１区周辺に集中しており、遺跡の

主要部である。付近から�～�期の遺物が多く出土し、B 類と A？・B？が多く同じ地点に集中する

傾向がある。C 類は A６区周辺・B４区（C？）・E５区・F２区に分散的に認められる。少ない遺物

（細片）と不明確な共伴関係であるが、A・B 類は�２期前後、C 類は�期の可能性が想定しうるが

確証は少ない。縄文時代の遺物もあるが、当調査区では�期（７世紀前半）から人々が住み始め、�
期（７世紀後半～８世紀初頭頃）がピークと思われ、鍛冶作業を行っていた。また南加賀古窯群から

運ばれた須恵器の中に使用不能と思われるものがあり、須恵器の製作・運搬に関与した人々が居たの

であろうか。�期（８世紀中頃～９世紀初頭）の建物もあるが、以後は不明確であり、中世以降は D

・E 区境付近で生活の痕跡が確認される。

第３節 まとめ
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第４表 平成１１年度土器観察表

調査
年度

報告
番号

種類
地区

遺構
口径
（㎝）

器高
（㎝）

色調（内）
胎土 焼成

調整（内）
備考（残存率など）

実測
番号

器種 層位
底径
（㎝）

重量
（g）

色調（外） 調整（外）

９９ １
土師器

A５
SK０１東 １３．５ ４．１ にぶい黄橙 細砂粒多、

流紋岩基調
良

ミガキ
口縁：１２／３６

D
９７� 包 にぶい黄橙 ヨコナデ、ケズリ

９９ ２
須恵器

A６
Pス （２．８） 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ 底 部：６／３６、外

面に重焼痕
D
９６有台坏 ９．４ 灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ３
須恵器

A６・７
Pツ １２．０ （１．５） 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ

口縁：８／３６
D
９５蓋 包含層 灰 ロクロナデ、ヘラケズリ

９９ ４
須恵器

A区西拡
１４．４ ５．１ 灰白 細砂粒、粗

砂少
良

ロクロナデ
底部：１０／３６

D
９４有台坏 包含層 ７．８ 灰白 ロクロナデ

９９ ５
須恵器

B６
（２．５５） にぶい黄橙

細砂粒少 良
ロクロナデ 底 部：１３／３６、内

面に使用痕
D
９１有台坏 西側包含層 １０．０ 灰黄 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ６
須恵器

B８
竪穴（SI０１） （２．４５） 灰 細砂粒、粗

砂多
良

ロクロナデ 底 部：３６／３６、底
部に溶着痕

D
９３無台坏 ８．８ 灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ７・８
土師器

B８
竪穴（SI０１） ２１．７ （７．５） 浅黄橙 細砂粒少

流紋岩基調
良

不明、同心円タタキ 口 縁：５／３６ 摩
滅著しい

D
９２甕 にぶい橙 不明

９９ ９
須恵器

C４
SD０２ １２．８ （３．３５） にぶい黄橙

細砂粒少 良
ロクロナデ

口縁：９／３６
D

１０３坏蓋 にぶい黄橙 ロクロナデ

９９ １０
須恵器

C５
１２．３ ４．５５ 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ

口縁：９／３６
D

１０２坏蓋 包含層 灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ １１
土師器

C６
SK０２ ２３．２ （７．５） 橙 細砂粒多、

流紋岩基調
良

ヨコナデ、ハケ、ナデアゲ
口縁：１／３６

D
１０４甑 橙 ヨコナデ、ハケ

９９ １２
土師器

D０
SK０１ （１４．６）（５．９５） にぶい赤褐 粗砂多、流

紋岩基調
良

ヨコナデ、ケズリ
口縁：９／３６

D
１０５甕 橙 ヨコナデ、不明

９９ １４
土師器

D１
SK０４ （２３．９５）（９．０５） にぶい黄橙 粗砂多、流

紋岩基調
良

ヨコナデ、ナデ
口縁：６／３６

D
１０７鉢 にぶい黄橙 ヨコナデ、ナデ

９９ １５
土師器

D１
SK０４ （２３．３５）（７．０５） 橙 粗砂多、焼土塊、

石英質基調
良

ヨコナデ、ケヅリ、ナデ
口縁：８／３６

D
１０６甕 にぶい赤褐 ヨコナデ、ハケ

９９ １７
須恵器

D５拡
SI０２ （１．５５） 明青灰

粗砂多 良
ロクロナデ

底部：４／３６
D

１１３有台坏 包含層 （１５．０） 明青灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ １８
須恵器

D５拡
SI０２ ４．４ 明青灰 粗砂多、礫

極少
良

ロクロナデ 底 部：７／３６ 一
部降灰

D
１１２坏身 包含層 ８．３ 青灰 ロクロナデ、ヘラケズリ

９９ １９
須恵器

D５、D５拡
SI０２ （９．６） （２．４） 明青灰

粗砂多 良
ロクロナデ 口 縁：１６／３６ つ

まみ痕
D

１１４蓋 包含層 明青灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ２３
須恵器

D６
P８４ １４．２ （３．１５） 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ

口縁：５／３６
D

１５２坏 灰白 ロクロナデ

９９ ２４
須恵器

D６
P８４ （１３．３）（４．８） 明青灰 粗砂多、白

い礫極少
良

ロクロナデ 口縁：７／３６ 外部溶
着物、内面に使用痕

D
１１５有台坏 （８．０） 明青灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ２５
須恵器

D７
SI０３ １４．６ ２．４ 灰 礫、粗砂含

む
良

ロクロナデ 口 縁：２／３６
つまみ径３．４㎝

D
１１７蓋 灰 ロクロナデ、ヘラケズリ

９９ ２６
土師器

D７
SI０３ １６．２ （７．９） にぶい黄橙 細砂粒多、

流紋岩基調
良

磨耗
口縁：１１／３６

D
１５４甕 にぶい橙 磨耗

９９ ２７
土師器

D７
SI０３ ２０．０ ７．０ 浅黄橙 粗砂多、流

紋岩基調
良

ヨコナデ、ハケ
口縁：４／３６

D
１１８甕 浅黄橙 ヨコナデ、ケズリ後ハケ

９９ ２８
土師器

D７
SI０３ （１６．２）（９．０５） 黒 粗砂多、焼土塊、

流紋岩基調
良

ミガキ
口縁：１０／３６

D
１１９高坏 浅黄橙 磨耗、ケズリ

９９ ２９
土師器

D７
P２０１ （１５．１） 橙 粗砂多、流

紋岩基調
良

ヨコナデ、ハケ、ケズリ
外部スス付着

D
１１６甕 （７．３） 橙 ヨコナデ、ハケ

９９ ３０
須恵器

D７
１５．０ （２．２） 灰

細砂少 良
ロクロナデ

口縁：２／３６
D

１４４蓋 包含層 灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ３１
須恵器

D８
Pit５８ （１．４５） 灰

細砂粒少 良
ロクロナテ゛

底部：５／３６
D

１５３有台坏 １１．８ 灰 ロクロナテ゛

９９ ３２
土師器

D８拡
焼土付近 １２．０ ９．８ 内黒 細～中粒砂多、

流紋岩基調
並

ミガキ、内黒 口 縁：１７／３６、脚
部内面に黒班

D
１２２高坏 １１．４ にぶい橙 ヨコナデ、ミガキ、ハケ

９９ ３３
土師器

D８
SI０４ （４３．４） にぶい黄橙 中～粗砂粒多、

流紋岩基調
並

ヨコナデ、カキメ 口縁：３／３６ 内側ス
ス付着。全体に摩滅

D
１２１堝 にぶい黄橙 ヨコナデ、カキメ

９９ ３４
須恵器

D８
SI０４ １２．４ ３．４ 灰 中粒砂まじり、

黒色粒まじり
並

ロクロナデ 口縁：２／３６ 口縁端部
自然釉 内側窯壁付着

D
１２０坏・蓋 灰 ロクロナデ

９９ ３６
須恵器

D９
Pit６４ ２．５ 灰白 細砂．粗砂

含む
良

ロクロナデ 底 部：１５／３６ 外
面に自然釉

D
１３４有台坏 ８．２ 灰 ロクロナデ

９９ ３７
須恵器

D９
Pit６４ ７．２５ 灰白 細砂．粗砂

多
良

ロクロナデ
底部：４／３６

D
１３２高坏 １０．９ 灰白 ロクロナデ

９９ ３９
須恵器

D９
SK１１ １３．６ ３．５ 灰白 細砂．粗砂

含む
良

ロクロナデ
口縁：１１／３６

D
１３５無台坏 １０．０ 灰白 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ４０
須恵器

D９
SK１１ （４．８） 明青灰

粗砂多 並
ロクロナデ

底部：１８／３６
D

１３３有台坏 （８．４） 暗赤灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ４１
土師器

D９
SK１３ ２１．０ ５．９ 橙～にぶい橙 粗砂多、流

紋岩基調
良

ヨコナデ、カキメ
口縁：６／３６

D
１３７甕 橙 ヨコナデ、カキメ

第３章 平成１１年度調査
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調査
年度

報告
番号

種類
地区

遺構
口径
（㎝）

器高
（㎝）

色調（内）
胎土 焼成

調整（内）
備考（残存率など）

実測
番号

器種 層位
底径
（㎝）

重量
（g）

色調（外） 調整（外）

９９ ４２
土師器

D９
SK１３ （３９．６） ８．５ にぶい黄橙 粗砂多、流

紋岩基調
良

ヨコナデ、カキメ 口 縁：３／３６
外部スス付着

D
１３６堝 にぶい黄橙 ヨコナデ、カキメ

９９ ４３
須恵器

D９
Pit６３・６４ １６．３ ３．４ 灰白 わずかな礫、

粗砂多
良

ロクロナデ 口縁：４／３６ つまみ径
３．４㎝、外面全体に自然釉

D
１３１蓋 灰白 ロクロナデ、ヘラケズリ

９９ ４４
土師器

D９
Pit６３ １５．０５ １４．０ にぶい黄橙 わずかな礫、

粗砂含む
良

ヨコナデ、ハケ
口縁：４／３６

D
１３０甕 にぶい黄橙 ヨコナデ、ケズリ、ハケ

９９ ４５
土師器

D９
Pit６３ １７．１ ８．２ 黒 粗砂多、流

紋岩基調
良

ミガキ、内黒 口 縁：３／３６
磨耗顕著

D
１２９高坏 にぶい橙～黒 磨耗、ケズリ、ナデ

９９ ４７
須恵器

D１１
Pit８６ （１１．４）（４．５） 明青灰 粗砂多、礫

極少
良

ロクロナデ 口 縁：４／３６ 降
灰、重焼き痕

D
１３８坏 （８．１） 明青灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ４８
須恵器

D１１拡
Pit１６４ （１４．０）（１．３） 明青灰

粗砂多 良
ロクロナデ

２／３６ 降灰
D

１３９蓋 明青灰 ロクロナデ

９９ ４９
須恵器

D１１、D１２
SK１４、Pit１０２ １４．９ （３．５） 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ

口縁：６／３６
D

１５５坏 灰 ロクロナデ

９９ ５０
須恵器

D１２
SX０１ （１５．９） ３．０ 灰 ０．１㎜以下

の粗砂多
良

ロクロナデ 口 縁：３／３６ 底
部：６／３６

D
１４１坏 （１２．６） 灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ５１
土師器

D１２
SX０１ ３１．０ （９．１５） 橙色 ０．１㎜前後の粗砂

多、流紋岩基調
良

ヨコナデ、カキメ
口縁：５／３６

D
１４０甑 橙色 ヨコナデ、カキメ

９９ ５２
須恵器

D１３
Pit１２６ （２．１） 灰白

細砂多 良
ロクロナデ 底 部：１１／３６ 内

外面磨耗
D

１４２有台坏 １１．７ 灰白 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ５３
須恵器

D１３
Pit１３０ （１．９５） 灰白 ０．１㎜以下

の細砂多
良

ロクロナデ
外部降灰あり

D
１４３蓋 灰白 ヘラケズリ後ナデ

９９ ５４
土師器

D１３
Pit１３８ （４．１） 黄灰

細砂多 良
ミガキ、内黒

内面内黒
D

１４５高坏 浅橙 ヨコナデ

９９ ５５
須恵器 SK １２．４ ３．６ 灰黄 ０．１㎜以下

の粗砂多
良

ロクロナデ
外形ゆがみ 完形

D
１０８蓋 灰黄 ロクロナデ、ヘラケズリ

９９ ５６
須恵器 SK １２．０ ３．６ 灰

黒色粒子多 良
ロクロナデ 底 部：２０／３６

口縁：１１／３６
D

１１１坏 ８．０ 灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ５７
須恵器 SK １２．２ ３．７（４．２） 灰 ０．１㎜以下

の細砂多
良

ロクロナデ 口 縁：２６／３６ 重
焼きで２個体付着

D
１１０坏 ６．５ 灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ５８
土師器 SK １９．４ （９．０） にぶい橙 ０．１㎜以下の細砂

多、流紋岩基調
良

ヨコナデ、ロクロナデ 口 縁：９／３６
所々スス付着

D
１０９甕 にぶい橙 ヨコナデ、カキメ

９９ ５９
珠洲焼

E２
SD０２南 （３．２） 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ

波状文
D

１２６擂鉢 下層 灰 ロクロナデ

９９ ６０
須恵器

E２
Pit８８ （２．１） 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ 底 部：１５／３６ 火

だすき
D

１２４無台坏 ８．２ 灰 ロクロナデ、ヘラキリ離し

９９ ６１
須恵器

E２
Pit９１ （８．６） 灰

細砂粒多 良
カキメ、同心円タタキ D

１００壺 灰 カキメ、平行タタキ

９９ ６２
須恵器

E２
E２区 SK０１ 北 （２．６） 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ 底 部：６／３６ 方

形透し穴
D

１２７高坏 １１．５ 灰 ロクロナデ

９９ ６３
土師器

E２・３
SK０３、SD０２北 （２．８） 橙 細砂粒多、

流紋岩基調
良

一方向のナデ D
１２３甕・堝 下層 １３．０ 橙 磨耗

９９ ６４
須恵器

E４
SD０３ （７．７） にぶい橙

細砂粒多 良
ハケ D

１０１埴輪 №４１ にぶい橙 ハケ

９９ ６５
須恵器

E５
Pit１２６ 灰白

細砂粒多 良
ロクロナデ D

９８甑 灰白 ナデ

９９ ６７
土師器

E３
SK０５ （６．５） にぶい橙 細砂粒多、

流紋岩基調
良

ハケ
外面磨耗

D
１２５甕 にぶい橙 ヨコナデ、ハケ

９９ ６９
土師器

E５
E５区 Pit１０ （４０．２） 浅黄橙 細砂粒～極粗砂

粒、流紋岩基調
並

ロクロナデ？ 口 縁：３／３６、磨
耗

D
９９堝 にぶい褐 ロクロナデ、カキメ

９９ ７１
須恵器

I
SD （４４．０） 灰褐 細～中粒砂

まじり
良

ヨコナデ、同心円タタキ D
１２８甕 №１～５ 褐灰 ヨコナデ、タタキ

９９ ７３
土師器

A５
SK０１東 暗灰

細砂粒多 良
ミガキ、内黒 ヒ

２３� 包含層 ７ 浅黄橙 磨耗

９９ ７４
須恵器

A６
Pit ア 暗オリーブ

細砂粒少 良
同心円タタキ

外面は自然釉
ヒ
１甕 灰 平行タタキ、カキメ

９９ ７５
須恵器

A６拡
Pit ハ 灰白

細砂粒少 不良
不明

生焼け
ヒ
２甕 浅黄橙 平行タタキ

９９ ７６
須恵器

A６拡
Pit ヌ 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ

外側に降灰
ヒ
３蓋 灰白 ケズリ、ロクロナデ

９９ ７７
土師器

A６拡
Pit ヌ 灰白

砂粒多 良
ケズリ 外面に輪積み痕あ

り
ヒ
４甕・甑 にぶい橙 ハケ

９９ ７８
土師器

A６
浅黄橙

砂粒多 良
ヒ
５高坏 包含層 浅黄橙 ナデか

９９ ７９
土師器

C６
SK０２ にぶい橙

砂粒多 良
ヨコナデ、ナデアゲ ヒ

６甕 にぶい橙 ヨコナデ、ハケ
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調査
年度

報告
番号

種類
地区

遺構
口径
（㎝）

器高
（㎝）

色調（内）
胎土 焼成

調整（内）
備考（残存率など）

実測
番号

器種 層位
底径
（㎝）

重量
（g）

色調（外） 調整（外）

９９ ８０
須恵器

B８
竪穴 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

７蓋 灰 ロクロナデ

９９ ８１
土師器

B８
竪穴 橙

砂粒多 良
ヨコナデ、ハケ

胴部：４／３６
ヒ
８甑 橙 ヨコナデ、ハケ

９９ ８２
土師器

B８
竪穴 （２３．６） 橙

砂粒多 良
ヨコナデ

口縁：５／３６
ヒ
９甕 橙 ヨコナデ

９９ ８３
須恵器

C８
Pit エ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

２１有台坏 １０．２ 灰 ロクロナデ

９９ ８４
須恵器

C８
浅黄橙

細砂粒多 良
ロクロナデ ヒ

２２無台坏 包含層 ８．２ 浅黄橙 ロクロナデ、ヘラ切り離し

９９ ８５
土師器

D０
土坑１ １５．２ にぶい褐

砂粒多 良
磨耗 ヒ

４２� にぶい橙 磨耗、ヨコナデ

９９ ８６
土師器

D０
土坑１ １７．６ 浅黄橙

砂粒多 良
ミガキか ヒ

４３� 浅黄橙 磨耗

９９ ８７
土師器

D１
土坑４ （２０．６） にぶい橙

砂粒多 良
磨耗 ヒ

１０堝 にぶい赤褐 ハケ

９９ ８８
須恵器

D１
土坑５ 灰

細砂粒多 良 摘み径２．８
ヒ
４０蓋 灰 ロクロナデ

９９ ８９
加賀焼

D２
土坑７ 黄褐

細砂粒多 良
ヨコナデ

内面に薄く降灰
ヒ
１２甕 褐 板ナデ

９９ ９０
加賀焼

D２
土坑７ 黄橙

砂粒少 良
ロクロナデ

片口
ヒ
１１擂鉢 にぶい黄橙 ロクロナデ

９９ ９１
須恵器 土坑８ 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ

高台径９．６
ヒ
３２有台坏 １０ 灰 ロクロナデ、ヘラ切り離し

９９ ９２
須恵器

D３
Pit１７ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ 外面に炉壁粒子付

着、受け部径（１５．８）
ヒ
４１坏身 オリーブ灰 ロクロナデ

９９ ９３
須恵器

D５
SI０２ 灰白

細砂粒多 良
ロクロナデ ヒ

１４無台坏 ７ 灰 ロクロナデ、ヘラ切り離し

９９ ９４
須恵器

D５
SI０２ （１６） 灰白

細砂粒多 良
ロクロナデ 口縁部内外面に重

焼き
ヒ
１３坏 灰白 ロクロナデ

９９ ９５
須恵器

D３
SI０２ 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ ヒ

３１無台坏 ６．６ 灰 ロクロナデ、ヘラ切り離し

９９ ９６
須恵器

D５
SI０２ １２．４ オリーブ灰

細砂粒多 良
ロクロナデ ヒ

１５蓋 灰白 ケズリ？、ロクロナデ

９９ ９７
土師器

D９
SI０２ にぶい橙 細砂粒・角

閃石多
良

ロクロナデ 内外面赤彩。SI０４出土か、
グリッド注記間違いか

ヒ
１９� １３ にぶい橙 ロクロナデ、ヘラケズリ

９９ ９８
須恵器

D５
SI０２ 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ、カキメ ヒ

２８壺 暗灰 ロクロナデ

９９ ９９
土師器

D５
SI０２ 浅黄橙

砂粒多 良
ミガキか ヒ

３４高坏 浅黄橙 ヨコナデ、ケズリ、ミガキ

９９ １００
須恵器

D５
SI０２ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ 方形透かし、２段

３方か
ヒ
３０高坏 暗灰 ロクロナデ

９９ １０１
須恵器

D５
SI０２ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ

口縁端部に自然釉
ヒ
２７壺・甕 灰白 ロクロナデ

９９ １０２
土師器

D５
SI０２ 浅黄橙

砂粒多 良
ヨコナデ ヒ

３６甕 浅黄橙 ヨコナデ、ハケ

９９ １０３
土師器

D５
SI０２ にぶい黄橙

砂粒多 良
ヨコナデ ヒ

３８甕 橙 ヨコナデ

９９ １０４
土師器

D５
SI０２ にぶい黄橙

砂粒多 良
ヨコナデ、ケズリ ヒ

３５甑 にぶい橙 ヨコナデ、磨耗

９９ １０５
須恵器

D５
SI０２ （２６．６） 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ

頸部径（２２．６）
ヒ
２９甕 灰白 ロクロナデ

９９ １０６
須恵器

D５拡
SI０２ 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ ヒ

１８無台坏 包含層 灰 ヘラ切り離し

９９ １０７
須恵器

D５拡
SI０２ （１５．４） 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ

口縁：４／３６
ヒ
２６蓋 包含層 灰白 ケズリ、ロクロナデ

９９ １０８
須恵器

D５拡
SI０２ 灰

砂粒多 良
ロクロナデ ヒ

３３蓋 包含層 灰 ロクロケズリ、ロクロナデ

９９ １０９
須恵器

D５拡
SI０２ 灰

細砂粒多 良
シボリ ３方の方形透かし、

２段か
ヒ
２０高坏 包含層 灰 ロクロナデ

９９ １１０
須恵器

D５拡
SI０２ 灰

細砂粒 良
ロクロナデ ヒ

１７高坏 包含層 灰白 ロクロナデ

９９ １１１
須恵器

D５拡
SI０２ （２１．２） 灰黄褐

細砂粒多 良
ロクロナデ

口縁５／３６
ヒ
１６壺 包含層 灰黄褐 カキメ？

９９ １１２
須恵器

D７
Pit５２ 浅黄橙

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

３７無台坏 ９．４ 浅黄橙 ヘラ切り離し

９９ １１３
土師器

D７
Pit１９９ （３７．８） 浅黄橙

砂粒多 良
ヨコナデ

口縁：４／３６
ヒ
３９甕 浅黄橙 ヨコナデ
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調査
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色調（外） 調整（外）

９９ １１４
須恵器

D９
１１．８ ３．１ 灰

砂粒多 良
ロクロナデ

口縁：４／３６
ヒ
５０高坏？ 包含層 ８．８ 灰 ロクロナデ、ナデ

９９ １１５
須恵器

D１０
Pit７３ 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ

細片
ヒ
４６坏身 灰 ロクロナデ

９９ １１６
須恵器

D１０
Pit８０ 灰

砂粒多 良
ロクロナデ

細片
ヒ
４５蓋 灰白 ロクロナデ

９９ １１７
須恵器

A西拡
暗灰

細砂粒多 不良
ロクロナデ

生焼け
ヒ
２５無台坏 包含層 ７．４ 浅黄橙 ロクロナデ、ヘラ切り離し後ナデ

９９ １１８
須恵器

D１１拡
Pit１５２ 浅黄橙

細砂粒少 不良
ロクロナデ

細片
ヒ
４７無台坏 灰白 ヘラ切り離し

９９ １１９
須恵器

D１１
Pit８９ 灰

砂粒多 良
ロクロナデ

細片
ヒ
４９無台坏 暗灰 ロクロナデ、ヘラ切離し

９９ １２０
須恵器

D１１拡
Pit１８０ 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ

細片
ヒ
４８無台坏 灰 ロクロナデ、ヘラ切離し

９９ １２１
土師器

D１１拡
Pit１５７ 黄橙

砂粒多 良
ナデか ヒ

４４高坏 黄橙 ミガキかケズリ

９９ １２２
土師器

D１２
SX０１ １３．６ 橙

砂粒多 良
ミガキ ヒ

６１高坏 橙 ヨコナデ、ミガキ、ケズリ

９９ １２３
土師器

D１２
SX０１ ２４．６ 浅黄橙

細砂粒多 良
ミガキ ヒ

５９� 浅黄橙 口縁部ヨコナデ、磨耗

９９ １２４
須恵器

D１２
Pit１０８ 灰白

細砂粒少 良 把手のみ
ヒ
６０甑 灰白 ナデ

９９ １２５
須恵器

D１２
Pit１８７ １２．６ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ

体部：１２／３６
ヒ
５８坏 灰 ロクロナデ

９９ １２６
土師器

D１２
Pit１８７ ２０．２ にぶい橙

細砂粒多 良
ヨコナデ

口縁：４／３６
ヒ
５６甕 にぶい橙 ヨコナデ

９９ １２７
土師器

D１２
Pit１８７ にぶい橙

細砂粒多 良
ケズリ、ヨコナデ ヒ

５７甑 にぶい橙 ハケ、ヨコナデ

９９ １２８
土師器

D１３
Pit１１７ 黄橙

細砂粒多 良
ヨコナデ、カキメ ヒ

５５堝 橙 ヨコナデ

９９ １２９
土師器

D１３
Pit１２０ ２０．４ 橙

細砂粒多 良
ヨコナデ

頸部径１６．８
ヒ
６３甕 橙 ヨコナデ、ハケ

９９ １３０
土師器

D１３
Pit１２０ 黄橙

細砂粒多 良
磨耗 ヒ

６２高坏 橙 ミガキ、ヨコナデ

９９ １３１
土師器

D１３
Pit１２０ ２０．２ 橙

細砂粒多 良
ヨコナデ

頸部径１７．４
ヒ
６４甕 橙 ヨコナデ、ハケ

９９ １３２
須恵器

D１３
Pit１２８ １３．８ 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ

口縁：５／３６
ヒ
５４坏 暗灰 ロクロナデ

９９ １３３
須恵器

D１３
Pit１２８ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ

底径：４／３６
ヒ
５３有台坏 １３ 灰白 ロクロナデ

９９ １３４
須恵器

D１３
Pit１４１ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

５１高坏 灰白 ロクロナデ

９９ １３５
須恵器

D１３
Pit１４０ （１７．４） ３．１ 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ

底部：４／３６
ヒ
５２無台坏 （１２．２） 灰 ロクロナデ

９９ １３６
須恵器

D１４
灰白

細砂粒少 不良
ロクロナデ ヒ

６５有台坏 包含層 灰白 ロクロナデ

９９ １３７
須恵器

F３
SB０１Pit１ （２３．２） 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ

体部：３／３６
ヒ
２４盤 暗灰 ロクロナデ

９９ １３８
土師器

D７～９
Pit４７・４９・８４ １９．６ 橙

砂粒多 良
ヨコナデ、ナデ

頸部径１７．８
ヒ
７７甕 SI 上面包含層 ８．８ 橙 ヨコナデ、ナデ、ケズリ

９９ １３９
須恵器

D７
SI０３ １６．２ 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

６８坏 下層 １２．４ 灰 ロクロナデ

９９ １４０
須恵器

D７
SI０３ １５．６ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

６７坏 下層 灰白 ロクロナデ

９９ １４１
須恵器

D７
SI０３ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ

細片
ヒ
６９蓋 下層 灰 ヘラケズリ、ロクロナデ

９９ １４２
土師器

D７
SI０３ 浅黄橙

細砂粒多 良
ナデ

把手のみ
ヒ
７６甑 下層 浅黄橙 ナデ

９９ １４３
土師器

D７
SI０３ ３１ 橙

砂粒多 良
ヨコナデ（ロクロナデか）

頸部径２７．２
ヒ
７２堝 下層 橙 ヨコナデ（ロクロナデか）

９９ １４４
須恵器

D８・９
SI 上面 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

７０有台坏 包含層 灰 ヘラ切り離し、ロクロナデ

９９ １４５
須恵器

D８・９
SI 上面 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

７１無台坏 包含層 灰 ヘラ切り離し

９９ １４６
須恵器

D８・９
SI 上面 灰白

細砂粒多 良
ロクロナデ ヒ

７３壺 包含層 １０．４ 灰白 ロクロケズリ、ロクロナデ
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９９ １４７
須恵器

D８・９
SI 上面 ３０ 灰白

砂粒少 不良
ロクロナデ

生焼け
ヒ
６６甑 包含層 灰白 ロクロナデ

９９ １４８
須恵器

D８・９
１５．４ ３．２ 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ 口縁部外面に重焼

き痕
ヒ
７４無台坏 包含層 １２ 灰 ヘラ切り離し、ロクロナデ

９９ １４９
土師器

D９
Pit６３ 明黄褐

砂粒多 良
ナデ、ハケ 梯川流域産か（茶

色砂粒）
ヒ
７８甕 黄褐 ハケ

９９ １５０
土師器

D１０
焼土ピット ２１．４ 浅黄橙

細砂粒少 良
ヨコナデ

頸部径１６．８
ヒ
７５甕 掘り方 浅黄橙 ヨコナデ

９９ １５１
肥前焼

E１
SK０６

砂粒無し 良
ロクロナデ

灰釉
ヒ
７９皿 下層 橙 ロクロナデ、高台ケズリ

第５表 遺物観察表
調査
年度

報告
番号

器種 地区 出土地点 最大長 最大幅 最大厚 重量 備考 実測番号

９９ １３ 粘土塊 D０ SK１ ４．７ ４．０ ３．８ 色調：淡橙 胎土：粗砂多、焼土塊含む 石－３
９９ １６ ふいごの羽口 D３ Pit１６ 胎土：粗砂多 石‐４
９９ ２０ ふいごの羽口 D５拡 SI０２・包含層 胎土：粗砂多、礫少量 石‐５
９９ ２１ バンドコ D２ SK０７ １２．８ ２３．４５ ７．３ ６３４．７ 石－１１
９９ ２２ バンドコ D２ SK０７ １８．１ ２６．２５ ６．４ １２９６．２ 石－７
９９ ３５ ふいごの羽口 D８ SI０４ 孔径 内側：３．４ 外側：（８．０） 石‐６
９９ ３８ 鉄滓 D９ Pit６４ ６．６５ ４．７５ １．２ ６８．７８ 石－８
９９ ４６ 切石 D１０拡 Pit２０７ 外側灰白色砂岩、部分的に煤付着 石－９
９９ ６５ 砥石 E４ SD０３№３３ （７．２） （２．４） １．８ （３７．８２） 凝灰岩 石‐１
９９ ６８ 磨製石斧 G１ Pit０６ ９．０２ ７．０１ ３．３３ ２４７．３ 凝灰岩か 石－２
９９ ７０ 紡錘車 D１２ SX０１ ２．６ ３．７５ ２．１ １８．９ 須恵質、孔径６㎜ 石－１０

第３章 平成１１年度調査
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第４章 平成１２年度調査

第１節 概 要

平成１２年度調査は狐森塚古墳・刀何理遺跡４５０㎡の調査依頼（第３９図）があり、平成１２年９月２５日

～１１月１５日まで実施した。久田・荒木・谷内が調査を担当し、刀何理遺跡から調査を実施した。刀何

理遺跡の調査区は既存農道部分であり、既存パイプラインの為に多くの部分が撹乱であった。調査実

施中に依頼箇所より遺跡が延びることが判明し、文化財課などと協議を行い、盛土されていない地点

まで調査区（図版１４）を拡張して調査面積は５３０㎡となった。刀何理遺跡の地山は１４区８m、１区は８．１５

m であり、西側が若干高くなっている。刀何理遺跡調査終了後に狐森塚古墳の調査に入った。狐森

塚古墳付近は、遺跡地図では矢田野遺跡に包括されていたが市道側（東側）の撹乱が大きく、包含層

も削平されていた。平成１０年度の分布調査で周溝と思われる溝を検出し、周辺に存在した狐森塚古墳

（明治４２年発見、第３９図刀何理神社の西側１００m 付近）に伴う古墳群の広がりを想定して狐森塚古墳

と呼称された。狐森塚古墳は不整形な十字架形の調査区（第４０図）であり、クロス部分を基点として

A 区左側を B 区、下側を C 区と呼称した。起点から３m 南西側から南西に延びる右側を D 区とした。

A１区北側と D２・３区に撹乱があり、また市道までの間も撹乱が多かった。すでに工事により耕作

土が集積されており、E 区では４条の溝が確認されたので古墳の周溝の可能性を想定して幅１０㎝のト

レンチを入れて土層確認のみを行った。両遺跡とも出土遺物は少なく半箱弱であった。

第２節 狐森塚古墳

SD０２（第４１～４３・４５・４６図、図版１２）は B２区から D１区に続く溝であり、調査中は古墳の周溝

の可能性を想定した。B２区７．５m 地点から C１区を通り、D１区８地点で直角に曲がる長さ２６m の

溝と思われる。外側は B１区で外側に若干膨らみ、また深さも６０～８０㎝であり、部分的に１m もあ

る。他の区では深さ４０～６０㎝であり、両コーナー部は２０～４０とやや浅い。C１区４m 付近では弧状に

なっており、立ち上がりは緩やかである。この部分の溝幅は４．１m である。出土遺物は須恵器では第

４４図６～９、土師器細片約３０点、柱状高台（第４３図１）、瀬戸天目碗細片２点と近世陶器細片４点な

どが出土した。

SX０１（第４１図）は C３区に位置し、検出面は８．９m である。当初は古墳の周溝と思われたが、浅い

溝と木棺墓であり、切合い関係は把握出来なかった。溝は木棺墓の西側（８ポイント付近）では段を

持たずに南側に下がっており、第４１図３・４ラインでは北側からの緩やかな堆積が認められる。東西

方向の溝（幅４．３m）と思われ、C３区６m 地点の西壁の溝（深さ９㎝）も同じ溝の可能性（幅４．７m

か）があろう。最深部は４０㎝であるが、南側は２０～５㎝と浅い。木棺墓は長さ２．１m、幅６５㎝、深さ

１９～２９㎝であり、総じて南側と東側が低くなっている。小口板を埋め込んだ痕跡（東側４５×１５㎝深さ

８㎝、西側４０×１３㎝深さ６㎝）があり、�類（福永１９８５）と思われる。棺の内寸は１．６～１．７×３５～４０

㎝と思われ、主軸方位は磁北―８８°―西である。木棺の中央部よりやや西側に坏身がセットで据えら

れていた（図版１３）。蓋が西側で裏返しに置かれており、坏身・坏蓋（第４３図４・５）の口縁部がほ

ぼ水平の状態で床から３㎝程度浮いて出土した。他に第４３図２・３、第４４図１０が SX０１出土であるが、

木棺墓ではなく溝からの出土であろう。２は土師器内黒�であり、口縁部外面は横ナデにより窪む。

第１節 概 要
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０ １００m

B区E区

AA区区

DD区区
C区
狐狐森森塚塚古古墳墳

刀何理遺跡

（１／３０００）

第３９図 調査位置図

第４章 平成１２年度調査
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０ ２０m

A２区

A区

B区

D区

（１／８００）

A～C１区

C区

B１区 D１区

C２区

C５区B２区 D２区

C３区

C６区B３区 D３区

C４区

（１／２００）

第４０図 狐森塚全体図

第２節 狐森塚古墳
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８

第４１図 狐森塚古墳遺構図１
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第４３図 狐森塚古墳遺構図３

第４章 平成１２年度調査

－５７－



０ １０cm

０ ５０m

９
８

６ ７

（１／３）
１０

１１

１２

SD０２

SX０１

狐森塚古墳

刀何理遺跡（１／１０００）

SB０２

SX０２ SB０１

第４４図 狐森塚古墳出土遺物と主要遺構図

第２節 狐森塚古墳

－５８－



０
２
m

６

１７
１９１５

２３

５２
褐

灰
色

土
（

粘
性

有
り

）
５３

褐
灰

色
土

（
小

礫
含

む
）

５４
暗

褐
色

土
（

若
干

粘
性

有
り

、
地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク

含
む

）
５５

黒
褐

色
土

（
若

干
粘

性
有

り
、

地
山

土
少

し
含

む
）

５６
褐

灰
色

土
（

粘
性

有
り
、炭

化
物

粒
少
し

、地
山

小
ブ

ロ
ッ
ク
含

む
）

５７
黒

褐
色

土
（

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

少
し

含
む

）
５８

黒
褐

色
土

（
小

礫
少

し
含

む
）

５９
黒

褐
色

土
（

し
ま

り
あ

り
、

炭
化

物
粒

少
し

、
小

礫
含

む
）

６０
黒

褐
色

土
（

少
し

し
ま

り
あ

り
、

小
礫

少
し

含
む

）
６１

黒
褐

色
土

（
少

し
し

ま
り

あ
り

、
小

礫
少

し
含

む
）

６２
黒

褐
色

土
（

若
干

粘
性

有
り

、
小

礫
少

し
含

む
）

６３
黒

褐
色

土
（

地
山

小
ブ

ロ
ッ

ク
・

炭
化

物
粒

少
し

含
む

）
６４

黒
褐

色
土

（
地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク

含
む

）
６５

暗
褐

色
土

（
地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク

含
む

）
６６

黒
褐

色
土

（
炭

化
物

粒
少

し
、

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

を
含

む
）

６７
褐

色
土

（
若

干
粘

性
有

り
）

６８
黒

褐
色

土
（

地
山

小
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
）

６９
黒

褐
色

土
（

ザ
ラ

ザ
ラ

感
）

７０
黒

褐
色

土
（

少
し

し
ま

り
あ

り
）

７１
褐

灰
色

土
（

若
干

粘
性

有
り
、炭

化
物

粒
少
し

、地
山

小
ブ

ロ
ッ
ク
を

含
む

）
７２

暗
褐

色
土

７３
黒

褐
色

土
（

地
山

少
し

含
む

）
７４

黒
褐

色
土

７５
黒

褐
色

土
（

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

含
む

）

１６

２４

１５ ２２
１８

２０

２１３

１１

２

１２１０２

１１

９

２７

３４ ５１

５２ １４

（
第
４３

図
）

２７

３２

４

３３
b

５４

３０

１３

５５ ５

３０ ２７３２ ６

５３ ８２ ３４３３ ５７５

３５ ７５６
５８３３ ３

２７

３２

３４

９
．０

m

２６
黒

褐
色

土
（

小
礫

含
む

）
２７

黄
褐

色
土

（
少

し
し

ま
る

）
２８

黒
褐

色
土

（
若

干
粘

性
有

り
、

炭
化

物
粒

少
し

、
小

礫
含

む
）

２９
暗

褐
色

土
（

炭
化

物
粒

少
し

、
小

礫
含

む
）

３０
黒

褐
色

土
３１

黒
色

土
（

少
し

し
ま

り
、

若
干

粘
性

有
り

、
小

礫
少

し
含

む
）

３２
黒

色
土

（
少

し
し

ま
り

、
小

礫
少

し
含

む
）

３３
黒

色
土

（
小

礫
少

し
含

む
）

b（
小

礫
多

く
含

む
）

３４
黒

褐
色

土
（

し
ま

り
あ

り
、

炭
化

物
粒

少
し

、
小

礫
含

む
）

３５
灰

黄
褐

色
土

（
砂

っ
ぽ

く
地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク

含
む

）
３６

黒
褐

色
土

（
若

干
粘

性
有
り
、炭

化
物

粒
少
し

、地
山

ブ
ロ
ッ
ク
含

む
）

３７
黒

褐
色

土
（

若
干

粘
性

有
り
、地

山
小

ブ
ロ
ッ
ク
多
く
、炭

化
物

粒
少
し

含
む

）
３８

暗
褐

色
土

（
小

礫
少

し
含

む
）

３９
黒

褐
色

土
（

小
礫

少
し

含
む

）
４０

黒
褐

色
土

（
地

山
含

む
）

４１
黒

褐
色

土
（

小
礫

少
し

含
む

）
４２

暗
褐

色
土

（
若

干
粘

性
有

り
、

炭
化

物
粒

少
し

、
小

礫
含

む
）

４３
黒

褐
色

土
（

小
礫

少
し

、
炭

化
物

粒
含

む
）

４４
黒

褐
色

土
（

小
礫

・
地

山
少

し
含

む
）

４５
黒

褐
色

土
（

地
山

小
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
）

４６
黒

褐
色

土
４７

黒
褐

色
土

（
少
し

粘
性

有
り
、炭

化
物

粒
少
し

、地
山

小
ブ

ロ
ッ
ク
含

む
）

４８
黒

褐
色

土
（

ザ
ラ

ザ
ラ

感
）

４９
黒

褐
色

土
（

若
干

粘
性

あ
り

、
小

礫
少

し
含

む
）

５０
暗

褐
色

土
（

地
山

小
ブ

ロ
ッ

ク
少

し
含

む
、

ザ
ラ

ザ
ラ

感
）

５１
黒

褐
色

土
（

粘
性

有
り

、
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
少

し
含

む
）

３ ３０２７ ４

（
第
４１

図
）４９ ５０２８

２９ ３５

９
．０

m

５３１ ４８

５

２７２９ ３４

２８

３７

６

２９
b

７４
７５３６

４７ ３２７３

２９
２７

７１
７０

２８
b

３２４６

６９６８４５４４

６７３７

５

２８

SD
０２

１
耕

作
土

２
黒

褐
色

土
（

小
礫

・
炭

化
物

少
し

含
む

）
３

黒
褐

色
土

（
小

礫
少

し
、

炭
化

物
粒

含
む

）
４

黒
褐

色
土

５
黒

色
土

（
小

礫
少

し
含

む
）

６
暗

褐
色

土
７

黒
褐

色
土

８
黄

褐
色

土
（

地
山

小
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
）

９
黒

褐
色

土
（

炭
化

物
粒

・
小

礫
少

し
含

む
）

１０
黒

褐
色

土
１１

黒
褐

色
土

（
１０

層
に

橙
色

土
混

じ
る

）
１２

褐
色

土
（

炭
化

物
粒

少
し

、
小

礫
含

む
）

１３
黒

褐
色

土
（

炭
化

物
粒

・
地

山
粒

子
少

し
含

む
）

１４
灰

褐
色

土
（

若
干

粘
性

有
り

、
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
）

１５
黒

褐
色

土
（

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

含
む

）
１６

黒
褐

色
土

（
小

礫
含

む
）

１７
黄

褐
色

土
（

若
干

粘
性

有
り

、
炭

化
物

粒
少

し
含

む
）

１８
黒

褐
色

土
（

若
干

粘
性

有
り

、
炭

化
物

粒
・

小
礫

少
し

含
む

）
１９

暗
褐

色
土

（
若

干
粘

性
有

り
、

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

多
い

含
む

）
２０

黒
褐

色
土

（
若

干
粘

性
有

り
、

小
礫

少
し

含
む

）
２１

黒
褐

色
土

２２
黒

褐
色

土
（

若
干

粘
性

有
り

）
２３

黄
褐

色
土

（
若

干
粘

性
有

り
、

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

含
む

）
２４

黒
色

土
２５

黒
褐

色
土

（
少

し
し

ま
る

）

６６

２９ ２７ ６３５
b

４２

６５

４３

２８

５９ ６１２９ ６４

２５

７ ２７５ ６３
６２４１

２６ ３０２ ４０

９

７２３４６

３２

７ ０

２５

３４

３８ ０

７

２ ３４ ２７

９
．０

m

９
．０

m

５１

３３３２５ ３０

第４５図 狐森塚古墳遺構図４

第４章 平成１２年度調査

－５９－



０
２０

m

０ ２m

８

D１区 ８

５

２ ７

６

撹乱

４

１

１

３

２

５

E 区

３

E
区

ト
レ

ン
チ

土
層

断
面

１
黒

褐
色

粘
質

土
（

明
る

い
）

２
黒

褐
色

粘
質

土
（

１
に

黄
褐

色
土

混
じ

る
）

３
黒

褐
色

粘
質

土
４

黒
褐

色
土

（
黄

褐
色

土
少

量
混

じ
る

）
５

黄
褐

色
土

に
３

層
少

量
混

じ
る

６
茶

褐
色

粘
質

土
７

茶
褐

色
粘

質
土

（
黄

褐
色

土
混

じ
る

）
８

茶
褐

色
粘

質
土

（
６

よ
り

明
る

い
）D３区

１
２

２

１
２

６

３

４ ２７
２ ８

７D２区

５３

４

６

撹乱

２ １

３

２
４

６

１１

４
１

２

１ ３

４

１ ２

５
４

１ ５３

第４６図 狐森塚古墳遺構図５

第２節 狐森塚古墳

－６０－



３は長頸壺であり、短い脚を持ち円形透かしを３個持つ。第４４図１１・１２は２個の方形透かしを持つ高

坏であり、上面から出土した。

B２区西の溝（幅０．９～１．１m、深さ６～１０㎝）、B３区の東側溝（幅１．１～１．４m、深さ３０～４０㎝）と

西溝（０．７～１m、深さ１０～１５㎝）があるが、遺物は出土しなかった。C２区にある弧状の溝は幅２５

～５０㎝、深さ１０～１５㎝であり、所々に出っ張りがある。遺物は出土しなかった。C５区５m 地点では

やや大きいピット（東側８５×８５㎝深さ１７㎝中心部４５㎝、西側８５×８０㎝深さ２４㎝）があり、柱間は２．４

m であるが、周辺には深いピットがない。C５区 P８から灰白色流紋岩の剥片が出土した。C４・５

区には幅７～７．２m の溝があるが最深部でも１０㎝である。D２区には幅１．２m 以上、深さ９㎝の溝があ

るが、撹乱を受けている。D 区では近世陶磁器が１０点ほど出土した。

第３節 刀何理遺跡

SB０１（第５０図、図版１４）は７・８区に位置し、地表面は８．５m、検出面は８m である。検出時は東

西方向３間で８．６m か７．８m の建替え（磁北―７６°―西）を想定したが、SK０１（９５×７０㎝、深さ２３㎝、

中央柱穴深さ７㎝）ともう１つの柱穴（７０×６０㎝、深さ２０㎝、底柱穴深さ９㎝）もラインから外れて

いる。SK０２（８０×９０㎝、深さ６５㎝）の底では５０×３０㎝で白色化しており、柱の痕跡と思われる。SK

０３は SK０２と接しており、０．９×１．２m、深さ６５㎝、中央の柱穴は９㎝深い。SK０４は大型の柱穴であり、

北側の壁以外には段（図版１４）があり、造り替えが想定される。南北は１．９２m であるが、南側１段

目は深さ１０㎝、２段目は検出面から１４㎝と浅いので、幅１．５m が中心である。東西方向は１．５m だが、

西側の１段目は１０㎝と浅いので、幅１．２m が主体であり、底の深さは検出面から５５・８０・８５㎝である。

南側の撹乱を掘り下げたら柱穴の南側（１．３m×０．９m、深さ５５～６３㎝）のみが確認された。底には２

箇所の白色化（４０×３０㎝、５０×３４㎝）があり、柱の痕跡と思われる。SK０４との柱間は２．７・２．８m と

長いが、柱穴が大きいので間にはないと思われる。主軸方位は磁北―１７°―東であり、１７°で平行移

動すると SK０２・０３との柱間が２．６・２．８m である。よって主軸方位は磁北―１７°―東の南北棟であり、

建替えがあり、幅は７．３・７．８・８．１・８．６m のうちの２つの建物であろう。また６・５ラインは柱間２．４

～２．７＋２．５m であり、ポイント５の地点が２．５～２．７m は撹乱部であるが２つの柱穴とも３０㎝と浅く、

撹乱部はもっと深い為に柱穴は存在しなかった。主軸方位は磁北―７６°―西である。

SB０２（第５１図、図版１５）は１０区に位置し、地表面は８．５～８．６m、検出面は７．９～８m である。３間

（６．３m 柱間１．８＋２＋２．３m）であり、主軸方位は磁北―６８°―西である。西側の柱間が狭く、東側

が広いので最低でも西側にもう１間延びるものと思われる。１０区の杭横にあるピットは深さ９㎝と浅

いので使えず、９区撹乱と表示した部分が若干南側に膨らんでいるので２間延びる可能性が高いか。

遺物は SK０５のみ出土し、便宜的に西から柱穴１～４と呼称する。柱穴１（１．６×０．７m、深さ５０㎝）、

に南側は撹乱であり、柱穴２（１．２×０．８m、深さ６０・４５㎝）の北西側には直径２０㎝のはみ出しがある。

柱穴３（１．２×０．９m、深さ５０㎝）であり、底には１３㎝深い柱穴があり、その柱穴の南側には白色化し

た部分（厚さ２㎝）が有り、柱の痕跡と思われる。柱穴４（SK０５）は造り替えられおり、南側（９０

×７０㎝、深さ６７㎝）・北側（１．１×１m、深さ５７㎝）であり、底には柱穴（南側深さ２～４㎝）、北側

（深さ１５㎝）がある。南側が若干深いが切合いは押さえられなかった。SB０２b は６．３m 柱間１．８＋２

＋２．４m であり、主軸方位は磁北―７０°―西である。SK０４から３点の土器細片（須恵器坏と甕、土師

器甕）と粘土塊細片が出土したのみである。

SK０１からは第５２図４、SK０２からは粘土塊（９３．３g）、SK０３からは炭（１５２．２g）が出土した。炭は
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第６表 狐森塚古墳遺物観察表

調査
年度

報告
番号

種類
地区

遺構
口径
（㎝）

器高
（㎝）

色調（内）
胎土 焼成

調整（内）
備考（残存率など）

実測
番号

器種 層位
底径
（㎝）

重量
（g）

色調（外） 調整（外）

００ １
土師器

D
SD０２ 浅黄橙

細砂粒少 良
D
９０柱状高台 ５．６ 浅黄橙 ヨコナデ

００ ２
土師器

C３
SX０１ １６．６ ８．１ 黒

細砂粒少 良
ヘラミガキ D

８９内黒� 上層 にぶい黄橙 ヨコナデ、ヘラミガキ

００ ３
須恵器

C３
SX０１ ７．８ 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ

円形孔３箇所
D
８８長頸壺 上層 １０．１ 灰オリーブ ロクロナデ

００ ４
須恵器

C３
SX０１ １２．９ ４．１ 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ

完形、５とセット
D
８６坏蓋 灰 ロクロナデ、ヘラ切離し

００ ５
須恵器

C３
SX０１ １１．３ ４．３ 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ

完形、４とセット
D
８７坏身 灰 ロクロナデ、ヘラ切離し

００ ６
須恵器

B１
SD０２ 灰白

細砂粒多 良
ロクロナデ ヒ

１高坏 上・中層 灰 ロクロナデ

００ ７
須恵器

B１
SD０２ 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ

自然釉
ヒ
２高坏 上・中層 灰白 カキメ

００ ８
須恵器

C１
SD０２ １２．８ ３．７ 灰

細砂粒多 良
ロクロナデ 受け部径１５．６、受け

部に自然釉溜まる
ヒ
４坏身 上層 １０．６ 暗灰 ロクロナデ、ヘラ切り離し

００ ９
須恵器

D
SD０２ 灰

細砂粒少 良
タタキ、ロクロナデ 上側坏身、下側坏

蓋
ヒ
７坏身・坏蓋 灰 ロクロナデ、ヘラ切り離し

００ １０
須恵器

C３
SX０１ １１．８ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

３坏身 灰 ロクロナデ

００ １１
須恵器

C３
SX０１ 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

６高坏 上面 灰 ロクロナデ、ロクロケズリ

００ １２
須恵器

C３
SX０１ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ ヒ

５高坏 上面 ８．４ 灰白 ロクロナデ

第７表 刀何理遺跡遺物観察表

調査
年度

報告
番号

種類
地区

遺構
口径
（㎝）

器高
（㎝）

色調（内）
胎土 焼成

調整（内）
備考（残存率など）

実測
番号

器種 層位
底径
（㎝）

重量
（g）

色調（外） 調整（外）

００ １
須恵器

１４区
PitA １９．１ 灰褐色

砂粒多 良
ロクロナデ、同心円タタキ D

８４短頸壺 灰白 ロクロナデ、カキメ、タタキ

００ ２
土師器

２区
２７．８ にぶい黄橙

砂粒多 良
指オサエ、ハケ D

８１堝 包含層 にぶい黄橙 指オサエ、ハケ

００ ３
須恵器

１・２区
１４．６ １．９ 灰

細砂粒少 良
ロクロナデ

重焼き痕
D
８２盤 包含層 １２．６ 灰 ロクロナデ

００ ４
須恵器

８区
SK０１ 灰白

細砂粒少 良
ロクロナデ D

８３無台坏 ８．８ 灰白 ロクロナデ、ヘラ切離し

００ ５
須恵器

５区
Pit４ 灰黄褐

細砂粒少 良
ロクロナデ

外面に降灰
D
８５蓋 灰黄褐 ロクロナデ

第３節 刀何理遺跡
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消炭の様に柔らかく、年輪の雰囲気ではスギ材と思われる。４は底径８．８㎝の無台坏であり、底部は

ヘラ切り離し後ナデである。SX０１（第４８図）は１区に位置し、地表面は８．７m、検出面は８．１m であ

り、風倒木痕であった。深さ３０㎝であり、P１０からは炭化材が出土した。SX０２（第５０図、図版１６）は

６区に位置し、地表面は８．４m、検出面は７．９m である。逆台形の溝（幅１．３～１．６m、深さ５７㎝）であ

り、北側が数㎝低く、北北東（磁北―１４°―東）に向かう。７区３m 地点の土坑は深さ１３㎝であり、

２段目は１４㎝深くなっている。１０区１m 地点の土坑は深さ８㎝である。第５２図１は拡張した１４区 PA

出土の須恵器壺であり、外面は格子タタキ後ハケ調整が部分的に入る。内面の同心円タタキに対して

木目は水平である。２は L 字状の溝（深さ北側８～１７㎝、東側５～１３㎝）のコーナー部分で、口縁

部は地山から１５㎝上、底部は２０㎝浮いてうつ伏せ状態（第４８図、図版１３）であり、土器の間や下から

は炭が混じった土があった。土師器の堝であり、口縁部は全て残るが、底２／３は残っていなかった。

非ロクロであり、全体には指頭による押さえ痕が多くあり、外面に頸部以上はハケ調整がなされない。

L 字状の溝は竪穴住居の壁溝なのであろうか。３は７区北壁包含層出土であり、須恵器の盤であり、

底部はヘラ切り離し後ナデである。�２～�１（古）期であろうか。５は５区 P４出土の須恵器蓋で

あり、細片であるが�２～�期頃と思われる。２区 P から椀形滓（３９×２９×１８㎜、２５．４g）、１区 SX

０１から須恵器・土師器（共に細片各１点）、９区 P１０から炭、他の遺構は石や褐鉄鉱が出土した。

第４節 まとめ

狐森塚古墳（第４４図）では方形に巡る東西幅２６m（SD０２）があり、古墳の周溝と思われた。C 区

では南側に SX０１（溝、距離は東側１３．５m、西側１９m）と溝（距離は東側２８．５m、西側３０m）があり、

南側の溝は削平を受けているにしても浅すぎ、古墳とすると墳形に問題がある。SX０１（木棺墓）は

現地で棺を組み立てたと思われる点が挙げられる。狐森塚古墳は中村と称する旧村社八幡神社跡（上

野１９６５）にあった前方後円墳（主軸２５m、高さ１．５m、上野１９５７）であり、凝灰岩製の石室は南北に

長く、須恵器提瓶１個、管状把手一対、坩１個、坏１組、坏（生焼けか）１個、碗１個、金環２個（直

径９分、小松市史では銀環）が出土（江沼郡役所１９２５）したようである。古墳の位置は推定だが第３９

図刀何理神社の西側と思われることや刀何理遺跡では遺跡が広がったことなどからも分布調査の方法

・遺跡名称の付け方などに問題があったのではなかろうか。刀何理遺跡では２棟の掘立柱建物を検出

したが、SX０２溝は SB０１と７．３m の距離にあり、関係があるのであろうか。

上野与一 １９５７ 「南加賀の古墳時代」『県下の貝塚と古墳』 石川県図書館協会

上野与一 １９６５ 「考古篇」『小松市史（４）風土・民俗篇』 小松市教育委員会

福永伸哉 １９８５ 「弥生時代の木棺墓と社会」『考古学研究』３２－１ 考古学研究会

第４章 平成１２年度調査
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第５章 平成１３年度調査

第１節 調査概要

平成１３年度調査は、平成１１年度調査に続く矢田野遺跡第２次調査にあたり、平成１３年８月２０日～１１

月５日に１，２００㎡について調査を実施した。調査区は大きく４つのトレンチ（第５３図）からなり、北

西－南東方向のトレンチを南から A～C 区、南西－北東方向のトレンチを D 区と呼称した。また、

各区を１０m 間隔で区切り、アラビア数字を振って小区画とし、その基点は、A～C 区は北西、D 区は

北東からとした。各調査区とも開発による包含層の削平のため、遺構は耕土直下から検出された。

A（１～１０）区は延長９９m のトレンチで、多数の木根痕が見られたが、遺構密度は薄い傾向にあり、

風倒木痕、小穴の他は顕著な遺構は検出されなかった。なお、A２区の水道管が埋設された農道にか

かる３m２０㎝分については調査を行っていない。

B（１～１５）区は延長１４６．６m のトレンチで、竪穴住居跡２棟、大溝１条の他、土坑、小穴、風倒

木痕等が検出された。竪穴住居跡、大溝は調査区西寄りで見られた。小穴は調査区全体に分布するが、

その大半が木根痕と見られ、実際の密度は薄い傾向にあると見られる。なお、B 区でも農道にかかる

約２．５m 分については調査を行っていない。

C（１～１５）区と平成１４年度（第３次）調査の A（１～１５）区（以下１４－A 区と呼称する）は、そ

の距離約１．５m と近接した調査区であり、同一遺構も検出されていることから、ここで同時に報告す

ることとする。C 区、１４－A 区はそれぞれ延長１４４．４m、１４２．４m のトレンチである。竪穴住居跡２棟、

掘立柱建物跡６棟以上の他、土坑、小穴等を検出した。なお、２年度にわたって調査しているため、

同名の遺構番号が存在するが、報告にあたっては、基本的には調査時における遺構番号を尊重し、遺

構番号の前に調査区名をつけることで区別することとする。また、C１区の水道管が埋設された農道

にかかる約２．８m 分については調査を行っていない。

D（１～１３）区は延長１２７m のトレンチで、JR 北陸本線沿いの調査区である。竪穴住居跡２棟、掘

立柱建物跡８棟以上の他、土坑、小穴等が検出された。D 区では７世紀代に入る遺物も出土している

が、主に６世紀代の遺物が出土しており、検出遺構の多くが当該期に属すると思われる。

第２節 遺 構

１．A 区の遺構

SK０１（第５５図）

A５区で検出された。径１．３～１．４m の平面不整形を呈し、検出面からの深さは１０～２９㎝を測る落込

み。

SK０２（第５５図）

A６区で検出された。長径１．３５m、短径１．０５m の平面不整楕円形を呈し、検出面からの深さは１７～

２１㎝を測る土坑。

SK０３（第５６図）

A９区で検出された。直径１m 程度の平面略円形を呈し、検出面からの深さは１１～１８㎝を測る土坑。

第１節 調査概要
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SK０４（第５６図）

A１０区で検出された。長径０．９５m、短径０．５５m の平面不整楕円形を呈し、検出面からの深さは１６～

３０㎝を測る。

SX０１（第５４図）

A１区で検出されたが、調査区が狭小なため全体を検出できていない。平面不定形を呈し、検出面

からの深さ１４～３９㎝を測る風倒木痕と思われる。

SX０２（第５４・５７図）

A３～４区で検出されたが、調査区が狭小なため全体を検出できていない。平面不定形を呈し、検
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第５６図 A区遺構実測図３（S＝１／６０）
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出面からの深さ５７～７７㎝を測る風倒木痕と思われる。

SX０３（第５４図）

A４区で検出された。平面不定形を呈し、検出面からの深さ６～１３㎝を測る落込み。

SX０４（第５５図）

A５区で検出された。北北東－南南西方向から東南東方向へ折れる幅０．１５～０．６０m の溝状を呈する。

検出面からの深さは４～９㎝を測る。調査区が狭小なため全体を検出できていない。

SX０５（第５５・５７図）

A８～９区で検出された。直径２m 程度の平面不整円形を呈し、検出面からの深さ３２～４８㎝を測る
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風倒木痕である。

SX０６（第５６図）

A９区で検出された。U 字型に湾曲する幅０．３～０．４５m の溝状の浅い落込みで、検出面からの深さ

４～１１㎝を測る。

２．B 区の遺構

SI０１（第５８・６１図、図版１７）

B１区で検出されたが、狭小な調査区のため、全体を検出できていない。一辺６．５m 程度の平面方

形プランの竪穴住居跡と推定され、検出面からの深さは１６～２６㎝を測り、床面には深さ１０～１９㎝の壁

溝が廻らされている。貼床土は黄色地山質粘土を主とし、５～１０㎝程度の厚さで見られる。

SI０２（第５８・６１図、図版１７）

B３～４区で検出されたが、狭小な調査区のため、全体を検出できていない。一辺３．５m 程度の平

面方形プランの竪穴住居跡になると思われ、検出面からの深さは１４～２２㎝を測る。なお、柱穴や、貼

床・硬化面などの痕跡は確認できなかった。

SD０１（第５８・６１図、図版１７）

B３区で検出されたが、出土遺物から、７世紀前半代の遺構と見られる。幅約５m、検出面からの

深さ約８０㎝を測り、北西肩へは急角度で立ち上がり、南東肩へは緩やかな立ち上がりを見せる。形態

や遺構配置などの観点からも古墳周溝ではなく、建物等に付随する施設の可能性があるが、調査区が

狭小であり、判断がつきかねる。

SK０１（第５９・６２図、図版１７）

B７区で検出されたが、狭小な調査区のため、全体を検出できていない。検出面からの深さ１２～３３

㎝を測る落込み。肩部が緩やかに落ち込んでおり、また、底面が凹凸しており、上場も不定形である

ことから、竪穴住居跡とは考えにくい。

SK０２（第６０・６２図、図版１７）

B１２区で検出された。調査区が狭小で全形は不明である。検出面からの深さ３０～５０㎝を測る土坑。

SX０１（第６０図）

B９区で南西端の一部を検出した。検出面からの深さ４～１１㎝を測る浅い落込み。

SX０２（第６０図）

B１０区で検出されたが、全体を検出できていないが、平面不定形で、検出面からの深さ４～９㎝を

測る浅い落込み。底面がかなり凹凸し、上場も不定形であることから、竪穴住居跡とは考えにくい。

風倒木痕（第６１・６２図）

B１４～１５区で検出されたが、全体を検出できていないが、南北３．７m 以上、東西１．２m 以上検出面か

らの深さ１．１～１．３m を測る大型の風倒木痕である。

３．C 区・１４－A 区の遺構

SI０１（第６４・７５・７６図、図版１８）

C１・２区と１４－A１・２区の２つの調査区で検出された竪穴住居跡。全体を検出できなかったが、

１辺７．５m 程度の平面方形プランと推定され、検出面からの深さは２６～４０㎝を測る。また、床面には
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深さ１２～２０㎝の壁溝が廻らされていた。壁溝は外側が垂直に立ち、その部分で幅約３㎝、深さ８～１０

㎝で暗褐色土が認められた。立壁板跡と思われる。また、褐色粘土混黄白色粘砂を主とした貼床土が、

南東の大ピット・中央の溝状の部分などで１２～１５㎝の厚さで見られた。

建物の北西側壁面に L 字型をなすカマドが設置されている。カマド袖は地山土の混在する褐色粘

土で形成されている。南袖は約１m の長さで検出したが、北袖は明瞭に検出できなかった。袖に密

着して袖石と思われる砂岩質の石が検出されている。また、カマド内部には被熱部がなく、底面の検

出は困難を極めたが、土層断面の観察より、セクションポイント p 側の第１５層で被熱土が見られた

ことから、この辺りまでカマド内であったと推定されよう。焚口の被熱部は最厚部で２０㎝に及び、被

熱部下の地山土は砂質化していた。貼床土の第１１層と１２・１２b 層（第７５図）では、このような被熱し

た地山土と見られる黄褐色砂質土が含まれていた。また、焚口の被熱範囲から見て、南袖に直交して

０ ２m

B５区 P４７
１ 灰褐粘質土（焼土粒少し含）
１b 灰褐粘質土（焼土粒含）
１c 灰褐粘質土（焼土粒多く含）
２ 灰黄粘質土（焼土粒多く含）
３ 焼土
４ 暗褐粘質土（焼土粒少し含）

B１１～１２区 SK０２
１ 黒褐色土
１b 黒褐色土＋地山小ブロック多混
１c 黒褐色土（地山小ブロック少混）
１d １b＋炭混
１e １c＋炭混
２ 暗褐色土（地山小ブロック、炭ともに少混）
３ 灰褐色粘質土（地山小ブロック多混）
４ 黒褐色土
４b 黒褐色土（地山小ブロック少混、炭含む）
４c 黒褐色土（ブロック多混）
５ 黒褐色粘質土（地山ブロック多めに混）
５b 黒褐色粘質土（地山ブロック多めに混、炭混じる）
６ 黒褐色粘質土（地山小ブロック、炭混）
６b 黒褐色粘質土（炭入らない）
７ 地山粘質土＋黒褐粘ブロック B１５区 風倒木痕セクション

１ 橙色粘質土
１b 橙色粘質土（８層土小ブロック少混）
１c 橙色粘質土（８層土ブロックやや多く混）
２ にぶい黄橙色細砂質土
３ にぶい黄橙色細砂質土（にぶい黄色粘質

土ブロック混）
３b にぶい黄橙色細砂質土（３層に比してブ

ロックを多く含む）
４ 褐色砂質土
４b 褐色砂質土（にぶい黄色粘質土ブロック多混）
５ にぶい黄褐色土
６ 黒褐色粘質土（地山小ブロック少混）
６b 黒褐色粘質土（ブロックやや多い）
６c 黒褐色粘質土（１層土ブロック、炭混じる）
７ 地山粘質土＋６層土ブロック
８ 暗褐色土（地山小ブロック少混、炭混）

８b 暗褐色土（炭含まない）
９ 地山粘質土＋にぶい黄色粘質土ブロ

ック
９b 地山粘質土＋にぶい黄色粘質土ブロ

ック多混
１０ 黒褐色土
１１ 黒褐色粘質土（地山小ブロック多混）
１１b 黒褐色粘質土（１１層よりブロック少なめ）
１２ 黒褐色粘質土
１２b 黒褐色粘質土（地山ブロック混）
１３ 灰褐色粘質土（１層土ブロック多混）
１３b 灰褐色粘質土（地山ブロック少混）
１３c 灰褐色粘質土（１３b＋炭少混）
１４ 地山粘質土
１４b 地山粘質土（１３層土ブロック少混）
１５ 黒褐色粘質土（地山ブロック混）

B７区 SK０１セクション
１ 黒褐色土（土師器小片、地山小ブロック少混）
２a 黒褐色粘質土（地山小ブロック少混）
２b 黒褐色粘質土（地山小ブロック多混）
３a 黒褐色土（土師器小片、地山小ブロック少混、炭含む）
３b 黒褐色土（ブロック含まない）
４ 黒褐色粘質土（地山小ブロック少混）
５ 地山粘質土＋３層土ブロック
６ 黒褐色粘質土（地山小ブロック、炭混、土師器小片入る）
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検出された部分は煙道ではなく、カマド内に突き出た障壁であったと考えられる。なお、カマド袖の

除去後に、壁溝と袖端の掘りこみ及び袖下のピットを検出した。

柱穴については、主柱穴の有無は明確でないが、カマド奥と南東・北東側壁溝中に、平面楕円形及

び隅丸長方形で、径或いは１辺３５～５０㎝、深さ６０㎝超のピットが見られ、側柱と思われる。

C区 SI０２（第６５・７７図、図版１９）

C３区で検出された。全形を検出でなかったが、１辺２．５m 程度の平面方形プランの竪穴住居跡に

なると思われる。検出面からの深さは２６～３３㎝を測る。床面には黄色粘質土系の貼床土が見られ、直

上で平安時代の土器が検出された。また、貼床上でカマド構築材の一部と見られる焼土塊が土器と一

０ ２m

B・C区基本層序
１ 黒褐色弱粘質土
１b 黒褐色弱粘質土（地山ブロック混（多め））
１c 黒褐色弱粘質土（小さい地山ブロック少混、炭含む）
１d 黒褐色弱粘質土（ブロックやや多めに含む）
２ 黒褐色粘質土
２b 黒褐色粘質土（地山ブロック多混）
２c 黒褐色粘質土＋ブロック＋炭含む（土器入る（B５区）
３ 地山粘質土
３b 地山粘質土（小さい黒褐粘ブロック含む）
３c 地山粘質土（黒褐粘ブロック多混）

４ 黒褐色弱粘（直径２～３mmの小石が入る、小石、土
器含む）

５ 黒褐色粘質土（炭少量、焼土含む、あまりしまっていない）
６ 暗褐色粘質土（地山粘質土ブロック少混）
６b 暗褐色粘質土（ブロック含まない、やや暗めの色感）
７ 黒褐色粘質土（炭、地山小ブロック混）
７b 黒褐色粘質土（ブロックやや多く含む）
８ 黒褐色粘質土（炭、地山小ブロック少量混）
８b 黒褐色粘質土（ブロック多混）
８c 黒褐色粘質土（ブロック、炭ともに含まない）

B５区南壁
B３区南壁B２区南壁 １c 耕土８．８m

３a 耕土８．７m ８．７m
k'耕土k ４j'j l l'１d

１a １b１a２a ５３a ５２c ２b２a

B１１区南壁
B９区南壁 耕土B７区南壁 ８．８m

８．８m １a １c耕土 o'o８．７m ７an n'耕土 m'm １c
３c ８a ８b ８a２c ６b ６a ３a

２b

B１５区南壁B１３区南壁
７a ８．８m

８．７m 耕土 耕土 q'q
p'p

７a３c
８c ８a ３b ８a

C７区北壁
８．８mC５区北壁

C２・C３区北壁 耕土c c'耕土
８．５m８．５m 耕土

b'a' ba １ １b

７６ 灰褐色粘質土
１ ６

C１３区北壁C９区北壁 C１１区北壁８．８m８．８m ８．８m１b 耕土
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緒に出土している。また、調査区の壁際で明確ではないが、建物北西部では落ち込み状の遺構を切り

込んでおり、これも竪穴であった可能性がある。

１４－A区 SI０２（第６５・７７・７８図、図版１８）

１４－A３区で検出された竪穴住居跡。全形を検出できず、規模も明らかでない。検出面からの深さ

は９～２８㎝で、床面からカマド跡と思われる被熱痕、袖石と見られる凝灰岩が検出されたが、カマド

自体のプラン・方向ははっきりできなかった。また、カマドの周辺部からは、壁石と見られる焼けた

石とともに土器がまとまって出土している。

また、竪穴との関係は不明確だが、南東側に近接して鍛冶炉と見られる被熱痕を検出した。被熱範

囲は外側が赤変、内側は青灰色に変色していた。その直東の金床石には鉄片が付着しており、北西部

に凹みがあることから、本来丸かった金床石が半欠したものと見られる。

SI０３（第６４・６５・７６・７７図、図版１８）

１４－A２区で検出された。全形を検出でなかったが、北西－南東方向４．１～４．７m、南西－北東方向

１．９m 以上の不定形で、柱穴や、貼床・硬化面などの痕跡も確認できなかったため、竪穴ではないと

思われる。検出面からの深さは５～２５㎝。

SB０１（第６７・７９図、図版１９）

１４－A６区で検出された掘立柱建物跡。全体を検出できていないが、３間（４．６３m）×１間（１．０２

m）以上の規模で、長軸方位は N６３°W。柱穴は径０．４～０．６m、検出面からの深さ２６～４７㎝を測る。

SB０２（第６６・７９図、図版１９）

１４－A４～５区で検出された掘立柱建物跡。全体を検出できていないが、３間（５．３m）以上の規

模で、長軸方位は N４０°W を指す。柱穴は径０．６～０．８m、検出面からの深さ２８～３８㎝を測る。

SB０３（第６６・７９図、図版１９）

C３～５区と１４－A３～５区の２つの調査区にまたがって検出されている。全体を検出できていな

いが、６間（１１．８m）×１間（３．４m）以上の規模を持つ側柱の掘立柱建物跡で、長軸方位は N４１°W

を指す。柱穴は１辺０．８～０．９m の方形、検出面からの深さ４５～６７㎝を測る。柱穴の土層断面では、

柱痕が確認でき、また、柱痕部分の床面は柱の圧力により硬くしまり、少しくぼんでいた。柱穴から

は少量の土器片の他に牛もしくは馬の顎骨と歯が出土している。

SB０４（第６４・７６図）

１４－A１区で検出された掘立柱建物跡だが、全体を検出できていない。規模１間（１．４m）以上×

１間（１．４m）で、長軸方位 N４０°W を指す。柱穴は径４９～７３㎝、検出面からの深さ２７～３９㎝を測る。

SB０５（第６８図）

１４－A７区で検出された掘立柱建物跡だが、全体を検出できていない。規模１間（１．６５m）以上×

１間（１．４８m）で、長軸方位 N６０°W を指す。柱穴は径３５～５３㎝、検出面からの深さ２３～３６㎝を測る。

SB０６（第７０・８０図）

１４－A１０区で検出された掘立柱建物跡だが、全体を検出できていない。規模１間（３．５m）×１間

（２．１m）以上で、長軸方位 N４１°W を指す。柱穴は１辺０．６～０．７５m の方形で、検出面からの深さ４４

～４７㎝を測る。

SK０１（第６５図）

１４－A３区で検出された。調査区が狭小なため、全体を検出できていない。北西－南東方向１．３m、

南西－北東方向１．０８m 以上、検出面からの深さ５５～６１㎝で、SI０２を切り込んでいる土坑。
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SK０２（第７２・８０図）

１４－A１３区で検出された。全体を検出できていないが、１辺１．６m 程度の隅丸方形プランとなろう

か。検出面からの深さは２７～３２㎝を測る。

SK０３（第６４図）

１４－A２区で検出された。全体を検出できていないが、掘り方は北西－南東方向０．７５m～０．９m、

南西－北東方向１．１８m 以上の平面長方形状になると思われ、検出面からの深さは３２～４１㎝を測る。

SK０４（第７０図）

１４－A１０～１１区で検出された。全体を検出できていないが、掘り方は１辺２．８～３．１m 程度の平面隅

丸方形プランを呈すると思われ、検出面からの深さは７２～８９㎝を測る。東辺で SK０５を切り込む。

０ ２m

１４－A９区・１１区・A１３区 北壁
１ 褐色粘質土（耕土）
２ 暗茶褐色粘質土（床土）
３ 暗褐色粘質土
４ 暗褐色粘質土（土器含む）
５ 暗褐色粘質土（ベース土含む）
６ 黄褐色粘質土（暗褐色粘質土入る）
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３ 黄褐色粘質土
４ 暗褐色粘質土
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０ ２m

１４－A２区 SI０３
１ 暗褐色粘質土
２ 暗褐色粘質土（炭粒、ベースブロック少

量混）
３ 暗褐色粘質土（ベースブロック多量混）

C３区 SI０２セクション
１ 耕土（灰粘）
２ 灰褐粘質土（黄粘土粒少し含）
２b 灰褐粘質土（黄粘土粒含）
２c 灰褐粘質土（黄粘土粒多く含）
２d 灰褐粘質土（黄粘土粒多く含、焼土粒含）
３ 褐色粘質土（黄粘土粒多く含、焼土粒多く含）
４ 淡褐粘質土（黄粘土粒多く含、焼土粒含）
５ 黄色粘質土（褐粘土粒含）
６ 暗褐粘質土
６b 暗褐粘質土（黄粘土粒含）
７ 黄粘土
８ 褐色粘質土（黄粘土粒含）
８b 褐色粘質土（黄粘土粒多く含、焼土粒含）
９ 灰黄褐粘質土（褐粘土粒含）
１０ 灰褐粘質土

１４－A３区 杭から SI０２北東壁面
１ 灰褐色粘質土（旧耕土）
２ 褐色粘質土（炭粒、ベース土ブロック少し混）
３ 暗褐色粘質土（炭粒、ベース土ブロック少し混）
４a 褐色粘質土（ベース土ブロック多く入る、しまり甘い）
４b 褐色粘質土（ベース土ブロック多く入る、焼土入る）
５ 褐色粘質土（木根痕か？）
６a 暗褐色粘質土（ベース土ブロック少し入る）

１４－A３区 SI０２ アゼ１ 南セクション
１ 暗褐色土（地山土ブロック、暗褐色土ブロック多量に含む）
２ 褐色土（地山土ブロック、炭粒、焼土含む）
３ 暗褐色土（地山土ブロック、暗褐色土ブロック含む）
４ 黒褐色土（黒色土ブロック、地山土ブロック少量含む）
５ 暗黄褐色粘質土
６ 暗褐色土

６b 暗褐色粘質土
６c 暗褐色粘質土（ベース土ブロック多く入る）
６d 暗褐色粘質土（ベース土ブロック多量に入り、色黄

味がかる）
７a 灰褐色粘質土
７b 灰褐色粘質土（８層土ブロック入る）
８ 黄褐色地山質土

１４－A２区 SI０３内上面検出遺構（S＝１／６０）
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０ ２m

１４－A３区 SI０２ アゼ２ 北セクション
１ 暗橙褐色土（焼土多量に含む、土器多く含む）
２ 暗褐色土（地山土ブロック多く含む）
３ 暗褐色土（地山土ブロック、焼土含む）
４ ３層に同じ（壁石をすえる時の土）
５ 黄褐色土（地山ブロックをベースに暗褐色土混）

１４－A３区 SK０１・SI０２（カマド辺）
１ 暗茶褐色粘質土（旧耕土）
２ 暗褐色粘質土（しまる、ベース少量混）
３ 暗褐色粘質土（さらさら）
４ 黄褐色粘質土（ベースよりさらさら、粘性弱い、しまり弱い）
５a 褐色粘質土（ベース土粒少し入る）
５b 褐色粘質土（木根痕か？）
６ 暗黄褐色粘質土（焼土粒多く、炭粒少し入る）
７ 褐色粘質土（焼土粒少し、炭粒微量入る）
８a 褐色粘質土（ベース土ブロック少し入る、しまり甘い）
８b 褐色粘質土（ベース土ブロック少し入る、しまり甘い、焼土粒入る）

A３区 SI０２金床石及びカジ炉断面図
１ 青灰
２ 赤

A３区 P４１
１ 暗褐色粘質土
２ 暗褐色粘質土（ベースブロック多量混）
３a 黄褐色粘質土（暗褐色粘少量混）
３b 黄褐色粘質土（暗褐色粘多量混）
４ 暗褐色粘質土（ベース少量混）

ほ場整備農道盛土
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１４－A３区 SI０２カマド平面図（S＝１／３０）
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SK０５（第７０図）

１４－A１１区で検出された。全体を検出できていないが、掘り方は北西－南東方向１．２m、南西－北

東方向１．３５m 以上の平面長方形状になると思われ、検出面からの深さは２２～３４㎝を測る。西辺で SK

０４に切り込まれている。

４．D 区の遺構

SB０１（第８２・８７図、図版１９）

D４～５区で検出されたが、全体を検出できていない。３間（３．９８m）×１間（１．５３m）以上の側

柱建物と思われ、長軸方位 N２８°E を指す。柱穴は径０．４７～０．６４m、検出面からの深さ３２～５８㎝を測

る。

SB０２（第８２・８７図、図版１９）

D３～４区で検出されたが、全体を検出できていない。３間（４．４３m）×１間（１．４３m）以上の総

柱建物と思われ、長軸方位 N４０°E を指す。柱穴は径０．３８～０．７３m、検出面からの深さ２３～５２㎝を測

る。

０ ２m

１４－A９区 P５３・P５４
P５３
１ 暗褐色土（黄褐色粘質土混）
２ 暗褐色土
３ 暗黄褐色土（暗褐色土混）
P５４
１ 暗褐色土
２ 暗褐色土（黄褐色粘質土混）
３ 黒褐色土（黄褐色粘質土混）

１４－A１０区 P５２・P５５（SB０６）
P５２
１ 暗褐色粘質土
２ 暗褐色土（黄褐色粘質土多く混）
３ 暗褐色土
暗褐色土（黄褐色粘質土混）
暗黄褐色土
暗褐色土（黄褐色粘質土混）
暗黄褐色土（暗褐色土ブロック混）
P５５
１ 暗褐色土（黄褐色粘質土少量混）
２ 黄褐色粘質土
３ 暗褐色土（黄褐色粘質土少量混）（１層より暗い）
４ 黒褐色土（黄褐色粘質土少量混）
５ 暗黒褐色土
６ 黄褐色粘質土

１４－A１３区 SK０２
１ 褐色粘質土（耕土）
２ 褐色粘質土（かたくしまる）
３ 暗茶褐色粘質土（炭、焼土多量に入る、ガラスびん）
４ 暗褐色粘質土
５ 黄褐色粘質土
６ 黄褐色粘質土（暗褐色粘質土入る）
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SB０３（第８１・８７図）

D３区で検出された掘立柱建物跡。調査区が狭小なため、全体を検出できていないが、規模２間

（２．２３m）以上×１間（０．９８m）以上で、長軸方位 N３７°E を指す。柱穴は径０．３５～０．５３m、検出面

からの深さ２７～３５㎝を測る。

SB０４（第８３・８９図、図版２０）

D７～８区で検出された掘立柱建物跡だが、全体を検出できていない。３間以上（５．２３m）×１間

（２．０４m）以上の総柱建物と思われる。長軸方位 N２８°E を指す。柱穴は径０．４～０．８６m、検出面から

の深さ１８～３２㎝を測る。ほぼ同位置の SB０８とは建て替えの関係にある。

SB０５（第８２・８８図、図版１９）

D５～６区で検出された掘立柱建物跡。調査区が狭小なため、全体を検出できていない。２間（３．２５

m）×１間（１．４７m）以上の規模を持つ。長軸方位 N８４°E を指す。柱穴は径０．６～０．８m で、壁際に

位置する P１５に至っては径１m 程になると思われる。また、検出面からの深さは４７～５９㎝を測る。

SB０６（第８４・９０図）

D８～９区で検出された掘立柱建物跡だが、全体を検出できていない。規模２間（４．０２m）以上×

１間（１．９３m）以上で、長軸方位 N３３°E を指す。柱穴は径０．５９～０．９８m、検出面からの深さ４７～５４

㎝を測る。

SB０７（第８３・８９図、図版２０）

D６～７区調査区で検出された掘立柱建物跡。調査区が狭小なため、全体を検出できていない。規

模３間（５．５７m）以上×２間（３．８２m）以上の総柱建物と思われる。長軸方位は N２７°E を指す。柱

穴は、北西壁際の P１０１を除けば径１．１～１．８m と大きく、検出面からの深さ３０～７６㎝を測る。

SB０８（第８３・８９・９０図）

D７～８区で検出された掘立柱建物跡。調査区が狭小なため、全体を検出できていない。規模３間

（４．２m）×２間（３．３m）以上の側柱建物と思われる。長軸方位は N３１°E を指す。柱穴は径５０～８３

㎝、検出面からの深さ３２～５２㎝を測る。ほぼ同位置にある SB０４とは建て替えの関係にある。

SD０１（第８２図）

D５区で検出された、北北東－南南西方向に延びる溝。幅０．１９～０．２４m、検出面からの深さ１０㎝弱

を測る。SX０１を切り込んでいる。

SD０２（第８１図）

D３区で検出された、北北東－南南西方向に延びる溝。幅０．２５～０．３４m、検出面からの深さ１６～２１

㎝を測る。SK０４・P２６に切られている。

SK０１（第８２図）

D５区で検出された土坑だが、北側のみの検出に留まった。径１．２m 程度の平面円形もしくは楕円

形プランの掘り方になろうか。検出面からの深さは約１０㎝を測る。

SK０２（第８２・８７図）

D５～６区で検出された。直径１．２m 程度の不整円形で、検出面からの深さ６７㎝を測る。SK０３・SK

０８とともに、柱間距離約２m、軸方位 N２２°E を指す建物の柱列をなす可能性がある。

SK０３（第８２・８７図）

D５区で検出された。調査区が狭小なため、全体を検出できていないが、直径約１．２m、検出面か

らの深さ８０㎝を測る平面円形または楕円形のプランの掘り方と想定される。
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SK０４（第８２・８７図）

D３区で検出された。SD０２を切り込んでいる。直径１．１m 程度の平面略円形を呈し、検出面からの

深さは７３～８３㎝を測る。

SK０５（第８１・８６図）

D１区で検出された。調査区が狭小なため、南東側のごく一部の検出にとどまった。北東－南西方

向１．７８m 以上、南東－北西方向０．３３m 以上、検出面からの深さ３３㎝を測る土坑。

SK０６（第８３・８８図）

D７区で検出された。全体を検出できなかったが、直径１．８m 程度の平面略円形の土坑と想定され

ようか。検出面からの深さは約４０㎝を測る。

SK０７（第８３・８８図）

D６区で検出された。調査区が狭小なため、全体を検出できていない。検出時には１辺３．１m、検

出面からの深さ９～２２㎝の平面方形プランの竪穴ではないかとも考えたが、掘削を進めると、底面が

相当凸凹していることがわかり、竪穴ではないと思われる。須恵器坏蓋・坏身、土師器皿・壺などが

出土している。

SK０８（第８２図）

D６区で検出された。調査区が狭小なため、全体を検出できていない。直径１．２m 程度の平面略円

形を呈すか。検出面からの深さは９０㎝を測る。SB０５の柱穴 P５６に切り込まれる。

SK０９（第８４・９０図）

D９区で検出された。平面プランは１辺１．５～１．９m の平面隅丸方形を呈し、検出面からの深さは１１

～２６㎝を測る。

SK１０（第８５・９０図、図版２０）

D１１区で検出された。調査区が狭小なため、全体を検出できていないが、長径２．９m、短径２．２m 程

度の平面楕円形プランの掘り方を持つと思われる。検出面からの深さは３０～４４㎝を測る。

P１１０（第８５・９１図）

D１２区で検出された。調査区が狭小なため、全体を検出できていない。直径３m 程度、検出面から

の深さ１１８㎝の平面円形または楕円形の掘り方を持つと思われる。

SX０１（第８２図）

D５区で検出された。調査区が狭小なため、全体を検出できていない。平面不整形で、検出面から

の深さ９～１５㎝を測る浅い落ち込み。SD０１に切られる。

SX０２（第８１図）

D１区で検出された。平面不整形で、長径１．５m、短径１m 程度、検出面からの深さ１６～２５㎝を測

る浅い落ち込み。

SX０３（第８１・８６図）

D１区で検出された。調査区が狭小なため、全体を検出できていない。平面不整形で、検出面から

の深さ６～１０㎝を測る浅い落ち込み。未命名の溝状遺構や P５６に切られている。

SX０４（第８１図）

D１区で検出された。調査区が狭小なため、全体を検出できていない。平面不整形で、検出面から

の深さ１０～１５㎝を測る浅い落ち込み。

SX０５（第８３・８８図）

D７区で検出された。長径３．８７m、短径１．５５～１．８３m の平面長楕円形を呈する落込み。検出面から
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の深さは８～１４㎝で、掘立柱建物跡 SB０７の柱穴 P７６を切り込む。覆土は第１層土系を基本とし、一

部に貼り付けたような第２層土が見られるが、覆土も安定せず複雑に混在している。また、底面もか

なりの凸凹が見られることから、この遺構が一体の土坑であるとは考えにくい。
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SX０６（第８３・９０図）

D８区で検出されたが、全体を検出できていない。検出面からの深さは６～１３㎝で、方形の竪穴住

居跡として復元できる可能性がある。なお、底面において貼床・硬化面などの痕跡は確認できなかった。

SX０７（第８４・９１図、図版２０）

D１０区で検出された。調査区が狭小なため、全体を検出できていないが、１辺５．４m 程度、検出面

からの深さ８～１３㎝の平面方形プランの竪穴住居跡として復元できると見られる。底面において貼床
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・硬化面などの痕跡は確認できなかった。また、北東壁側のピットと中央やや南東寄りの地点で見ら

れるピットは直径約０．３m、床面からの深さ５０～６８㎝を測り、主柱穴になると思われる。７世紀初め

の遺物が出土している。また、北東側に近接して焼土が検出されたが、竪穴との関係は明らかでない。

SX０８（第８５・９１図）

D１２区の調査区南西端の方向へ緩やかに落ちて行く部分で検出されたが、全体を検出できていない。

平面不整形で、複数の溝と落込みがつながったような形を呈する。検出面からの深さ２～１４㎝を測る。

０ ２m
D区基本層序
１ 黒褐土
２ 暗褐土
３ 黒褐土
４ にぶい黄褐色土（サラサラした質感、地山小ブ

ロック混）
５ 黒褐色弱粘
６ 黒褐色粘質土（地山ブロック少混）
６b 黒褐色粘質土（炭入る）
７ 黒褐色粘質土（地山小ブロック少混）
８ 黒褐色粘質土（地山ブロック混（やや多い））
９ 黒褐色粘質土（地山ブロック混、粘性やや強い）
１０ 黒褐土＋地山土マーブル状
１１ 黒褐色土（地山ブロック少混）
１２ 黒褐粘＝SX０３
１３ １２層＋地山ブロック＝SX０３
１４ 黒褐粘＝SX０３
１５ 黒褐色土（地山小ブロック少混）
１６ 黒褐色土
１７ 黒褐色粘質土（地山ブロック混）＝SK０５
１８ 黒褐色粘質土＝SK０５
１９ 黒褐色粘質土（地山ブロック少混）＝SK０５
２０ 黒褐色粘質土＝SK０５
２１ 黒褐色粘質土（径５mm 程度の赤褐色土塊

少混）＝SK０５

２２ ２１層土＋地山土マーブル状
２３ 暗褐色粘質土
２４ ６層土＋地山マーブル状
２５ 暗褐色土（サラサラとした質感）
２６ 褐色粘質土
２７ 暗褐色弱粘質土（地山ブロック少混）
２８ 黒褐色弱粘質土（地山小ブロック少混）
２９ 黒褐色粘質土（地山ブロック混）
３０ 黒褐色粘質土
３１ ３０層＋地山小ブロック混
３２ 暗褐色弱粘質土
３３ 黒褐色弱粘質土（地山ブロック少し混じる）
３３b 黒褐色弱粘質土（地山ブロックやや多く混

入、炭入る（少量））
３３c 黒褐色弱粘質土（地山ブロック多く混じる）
３４ 黒褐色粘質土（地山ブロック少混）
３４b 黒褐色粘質土（ブロック多混）
３４c 黒褐色粘質土（３４層＋炭）
３５ 地山土＋６層土（マーブル状に混ざる）
３６ 灰黄褐弱粘（地山小ブロック混）
３７ 地山土＋３６層土（マーブル状に混）
３８ 黒褐色土
ベース 暗褐色粘質土

D１区 SX０３
明黄褐色粘質土（盛土）

D１区 SK０５
盛土８．８m ８．８m耕土 耕土 １６１５

b'a'a b
３６ ４ ２１７ ６ １７ ６１０ １０１２ １９１１２ ２２１８１９１４５１３ ９ ８ ２０

D３区 D４～５区D４区
８．７m

８．６m８．６m 耕土耕土c'c 耕土
e'e６ d'd ６６２３

２８６２４ ６ ２５ ３２２６２６ ベース２７
３０

２９

３１

D７区D６区 D８区
耕土 耕土８．７m ８．７m８．６m 耕土

g'g h'h６ f'f ６
３３

３３ ３３c３５６３３ ３４

D９区
８．７m

耕土i i' D１２区 D１２～１３区
８．３m 耕土３３ ６ ３３c

j'j ８．１m 耕土

k'k ３８
３７ ３６ ３７

第８６図 D区遺構実測図６（S＝１／６０）
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０ ２m

D３区 SK０４
１ 暗灰褐色粘質土（黄色粘土ブロック多く含）
１b 暗灰褐色粘質土（黄色粘土ブロック含）
１c 暗灰褐色粘質土（黄色粘土ブロック少し含）
２ 褐色粘質土（黄色粘土ブロック含）
２b 褐色粘質土（黄色粘土ブロック少含）
２c 褐色粘質土（黄色粘土ブロック含、しまりが

甘い）
３ 黄色粘質土（褐色粘土少し含）
３b 黄色粘質土（褐色粘土多く含）
４ 暗褐色粘質土

D４・５区 SB０１セクション
１ 暗灰褐色粘質土（黄色細粒土粒含、しまりが甘い）
２ 暗褐色粘質土
２b 暗褐色粘質土（黄色粘土粒含む）
２c 暗褐色粘質土（黄色粘土粒少し含む）
３ 褐色粘質土
３b 褐色粘質土（黄色粘土粒少し含む）
４ 暗灰褐色粘質土
５ 黄色粘土

D５区 P１５・SK０２
１ 褐色粘質土（黄色粘土ブロック少し含）
１b 褐色粘質土（黄色粘土ブロック多く含）
１c 褐色粘質土（黄色粘土ブロック少し含、１

層より色淡い）
１d 褐色粘質土（濁黄色粘土粒多く含）
１e 褐色粘質土（黄色粘土ブロック粒多く含）
２ 暗褐色粘質土
２b 暗褐色粘質土（黄色粘土ブロック少し含）
２c 暗褐色粘質土（黄色粘土ブロック多く含）
３ 黄色粘土（褐色粘土ブロック少し含）

D５区 SK０３
１ 耕土
２ 褐色粘質土
３ 暗灰褐色粘質土（焼土粒含）
３b ３層＋黄色粘土粒少
３c ３層－焼土粒＋黄色粘土粒
３d ３層－焼土粒＋黄色粘土粒多
４ 暗褐色粘質土（黄色粘土粒含）
５ 淡褐色粘質土（地山漸移層）
６ 明黄褐色粘土
７ 鉄分滞留層
８ 明黄褐色粘土（よくしまる）

D３区 SB０３エレベーション
１ 耕土
２ 暗灰褐色粘質土
３ ２層＋黄色粘土粒

D３・４区 SB０２セクション
１ 褐色粘質土
１b １層＋黄色粘土粒少
２ 暗褐色粘質土
３ 灰褐色粘質土（黄色粘土ブロック

入る）
３b ３層より黄色粘土ブロック多く入る

８．８m ８．８m

m'l ml'
P３３ １P３３ P３４１

２２

３

P２５ P３５ P１２ P０８８．６m

n n'１ ３１
１ １b １１b４ ３b ２３b ３b ３b３１b ２３

８．６m ８．６m P３５P２６ P２７
p'o'o p

２b
２ １ １１ ５２b ３b１b３ １b３b ３

８．８m８．６m ８．９m

q r sq' r' s'SK０２P１５ １
１ １c

１b
１ ２１c２

３ ５３２
２b ３d２b４ １b ３３b ６３ １d ６

２b ２c １e ２c ３c ４

７ ７８ ３b３d

８．８m

t t'P１６ P３７ P０２ P０１

１ ４２
３b ２ ２２b ２２b３b

３b ３ ２c
２b

３

８．６m P１７ P１６
u'u

２２c ４

３b

第８７図 D区遺構実測図７（S＝１／６０）
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０ ２m

D６区 SB０５セクション
１ 暗褐色弱粘質土
２ 灰褐色粘質土（地山小ブロック混）
２b ２層に比して地山ブロックが多い
３ 褐色粘質土
４ ３層＋地山ブロック
５ 黒褐色弱粘質土（地山ブロック少混）
５b ５層に比して地山ブロックが多い
５c ５層－地山ブロック
６ 黒褐色粘質土（地山ブロック混）
６b ６層に比して地山ブロック多い
６c ６層－地山ブロック
６d 黒褐色粘質土（ややしまっている）
６e ６層に比べて混ざる地山ブロックが小さく、少ない
６f ６層に比べて地山ブロック少ない
７ 地山＋黒褐色粘質土（マーブル状に混、あまりしまって

いない）
８ 黒褐色粘質土
８b ８層＋地山ブロック多
９ 暗褐色弱粘質土
１０ 黒褐色粘質土（地山ブロック少混）
１１ 黒褐色粘質土
１１b１１層＋地山ブロック少
１２ 褐色粘質土（地山ブロック多混）
１２b１２層－地山ブロック
１２c １２層より更に地山ブロックを多く含む
１３ 黒褐色粘質土（地山ブロック混）
１３b 黒褐色粘質土（少ししまっている、地山ブロック少混）
１３c １３b 層＋地山ブロック多混（かなり多い）
１３d１３b 層＋地山ブロック混
１４ 黒褐色粘質土（地山ブロック混）
１５ 暗褐色粘質土（あまりしまっていない、地山小ブロック混）
１５b１５層＋地山ブロック多混（かなり多い）
１６ 灰褐色粘質土（地山ブロックやや多混）
１７ 地山質土（黒褐色粘質土少混）

D６区 SK０７
１ 灰褐色粘質土
１b １層＋黄色粘土粒
１c 灰褐色粘質土（土のしまりが甘くボソボソとした感じ）
１d １層＋黄色粘土粒多
２ 灰褐色粘質土（焼土粒含）
３ 濁灰褐色粘質土（灰色粘質土ブロック、黄色粘質土

ブロック含）

D７区 SK０６
１ 灰褐色粘質土
１b １層＋黄色粘土粒少
２ 黒褐色粘質土
２b ２層＋黄色粘土粒多

D７区 SX０５
１ 灰褐色粘質土
１b １層＋黄色粘土粒
１c １層＋黄色粘土粒多
２ 灰白色粘質土（褐色粘土ブロック含）
３ 黒褐色粘質土
３b ３層＋黄色粘土粒
４ 黄色粘質土

D６区 SK０７土器出土状況（S＝１／３０）

８．９m

v'v 耕土

３１ ２１c
N

SP�
S

SP�
暗灰褐色粘質土１b

１d

w'w

P５７P６１ P５６ SK０８ P１５８．６m
５b１２b rx'x ５b４

１２ ５c１３８b５３ ６f
１ ６ １４ １６ ６c８b １３b８２b ６e２ １７６e ６c ６b１５１５b１３c

７

１３d

P５９ P５７ P９３８．６m

y'y ５b １０

５９
１１１２６ １１b

６b
６d １２c１２

７ ６c

８．９m
z'z

耕土

暗灰褐色粘質土
１

１b ２

２b

８．６m
４ A'１ １A

３b

３ ２１b １c３b １c １b 濁灰色粘質土（焼土含）１b

８．６m
１ １c １ B'B

１b １b１c ２ ３（木根？）木根？
２

第８８図 D区遺構実測図８（S＝１／３０、１／６０）
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０ ２m

D６～７区 SB０７
１ 黒褐色土（地山小ブロック少混、土器入る）
２ 黒褐色粘質土（地山ブロック混）
３ 黒褐色粘質土
４ 黒褐色粘質土（地山ブロック混、あまりしまっていない（ややフカフカ））
５ 黒褐色土（地山ブロック多混）
６ 黒褐色弱粘質土（地山ブロック少混）
７ 黒褐色土（サラサラした質感、地山小ブロック多混、炭少し入る）
８ 黒褐色土（サラサラした質感、地山小ブロック少混）
９ 黒褐色粘質土（地山ブロック多混）
１０ 暗褐色粘質土（地山小ブロック多混、炭少し入る）
１１ 橙色粘質土（暗褐粘小ブロック少混）
１２ 黒褐色粘質土（地山小ブロック少混）
１３ 暗褐色粘質土（地山ブロック混）
１４ 黒褐色粘質土（小石入る、地山ブロック少混、ややしまり気味）
１５ 黒褐色粘質土（地山小ブロック若干混、炭少し入る、ややしまる）
１６ 黒褐色粘質土（地山ブロック多混（相当量））
１７ 黒褐色粘質土（地山小ブロック若干混）
１８ 黒褐色粘質土（地山小ブロック少混）
１９ 明褐色粘質土（土器入る、黒褐粘若干入る）
２０ 黒褐色粘質土（地山小ブロック混）
２１ 黒褐色粘質土（あまりしまっていない（ややフカフカ）、地山小ブロック多混）
２２ 黒褐色粘質土（あまりしまっていない）
２３ ２１層に比べて地山ブロックの混じり具合が少ない、またブロックもやや小さい
２４ 黒褐色土（サラサラした質感、にぶい褐色粘質土ブロック少混

２５ 黒褐色粘質土（地山小ブロック混、炭少し入る）
２６ 黒褐色粘質土（地山ブロック多混、炭少し入る）
２７ 黒褐色粘質土（地山小ブロック混、土器入る）
２８ 黒褐色粘質土（地山小ブロック混）
２９ 黒褐色粘質土（地山小ブロック少混）
３０ 黒褐色粘質土（地山小ブロック混）－３０～３２層他に比べてやや粘性強い
３１ 黒色粘質土（地山小ブロック混）
３２ 黒色粘質土（地山小ブロック混（３１層に比べると少なめ））
３３ 地山土＋縦状に黒褐色粘質土（あまりしまっていない）
３４ 黒褐色粘質土（地山ブロック多混、あまりしまっていない（ややフカフカ））
３５ 黒褐色土（地山小ブロック混、炭入る）→柱痕？
３６ 黒褐色粘質土（地山小ブロック少混、炭少し入る）
３７ 黒褐色粘質土（地山小ブロック若干混）
３８ 黒褐色粘質土（地山土ブロック多混、あまりしまっていない（ややフカフカ））
３９ 黒褐色土（ややサラサラした質感）
４０ 黒褐色土（地山小ブロック多混）
４１ 極暗褐色土（ややサラサラした質感、地山小ブロック少混）
４２ 黒褐色粘質土（地山小ブロック少混、炭少、赤褐色土の粒（径２～１０

mm 程度）若干入る）
４３ 黒褐色弱粘質土（地山ブロック若干混、炭少）→柱痕？
４４ 黒褐色弱粘質土→柱痕？
４５ 黒褐色弱粘質土（地山小ブロック混）→柱痕？
４６ 黒褐色粘質土（地山ブロック混、あまりしまっていない）
ベース 明褐色粘質土

D７～９区 SB０４・０６・０８セクション
１ 褐色粘質土
１b １層＋黄色粘土ブロック
１c １層＋黄色粘土ブロック多
１d １層＋暗褐色粘土ブロック
１e １層に比してしまりが甘い
２ 暗褐色粘質土
２b ２層＋黄色粘土ブロック
２c ２層＋黄色粘土ブロック多
３ 灰褐色粘質土
４ 黄色粘質土（褐色粘土ブロック含）
４b ４層＋褐色粘土ブロック多
５ 褐色粘質土（しまりがなくボソボソ、黄

色粘土ブロック含む）

P７３P７２ P７５P７４８．６m
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１ ３５９ ２５２０ １４ １５１３ ２７ ３６３６１６ ３０１９ ２９３ ２ ３７３７２１ ２１２２４ ３４ ３８
２３１８１７２３ ３２２８３１３３

P７６P７５８．６m
４１ ３９４０ ３９D D'
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３７
４５４４４６３８
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P６４ E'E

１b １ ２１d１１b耕土 ３２b １ 耕土

１ １灰褐色粘質土 １ 灰褐色粘質土１b ２c １b５ ２b１c ２b １b１c １b１d ４１b １b１c １b １c１b ４１c

SB０４８．６m
F'F P７９P６３

耕土 耕土１＝溝 ２c
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第８９図 D区遺構実測図９（S＝１／６０）
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０ ２m

D８区 SX０６
１ 耕土
２ 灰褐色粘質土
３ 褐色粘質土
３b 褐色粘質土（黄色粘土粒混）
３c 褐色粘質土（黄色粘土粒多混）

D９区 SK０９
１ 黒褐色土（サラサラしている、地山小ブロックやや多、炭粒混）
２ 黒褐色粘質土（地山ブロック少混）
２b ２層よりも地山ブロックが少ない
３ 灰褐色粘質土（地山土少混）
４ 黒褐色粘質土（地山ブロックやや少混）
５ 地山土＋黒褐色土（マーブル状に混ざる、地山土の割合が多い）
６ 褐色粘質土（地山小ブロック多混、あまりしまっていない）

D１１区 SK１０
１ 黒褐色土（地山ブロック混、炭混じり）
１b 黒褐色土（ブロック混じらない）
２ 灰黄褐土（サラサラした質感、地山ブロック混、土器含む）
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３b 黒褐色土（ブロックの混じりがやや多い）
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りが少ない）
５ 黒褐色粘質土（地山ブロック混）
５b 黒褐色粘質土（少し炭入る、ブロックの混じりも少ない）
５c 黒褐色粘質土（ブロックが多量に混じる）
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第３節 遺 物

１．A 区（第９２図）

SK０１出土の土師器�１、珠洲焼甕２および SX０１出土の土師器�３は１２世紀後半代のもの。SX０２

出土の加賀焼すり鉢４は１３世紀代に、P１出土の９は１２世紀後半代に位置付けられる。５～８は SX

０５出土である。６は口径１４．３㎝、器高４．３㎝の坏 B 身であり古代�期（第３・４節の編年は田嶋明人

１９８８「古代土器編年軸の設定」『シンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題』石川考古学研究会

・北陸古代土器研究会に依拠した。）に位置付けられる。

２．B 区（第９３図）

SK０１出土の１２は口径１１．６㎝の古代�期の坏 H 蓋。SK０２出土の１５は、口径１０．９㎝を測る古代�１期

の坏 H 身であり、林窯跡群産とみてよかろう。１６～２３は SD０１出土である。１６は口径１６．３㎝の偏平な

器形をなす坏 H 身であり、１７は口径１５．０㎝、外面はヘラ切り後不調整である。古代�１期のものであ

０ １０cm

1
3

2

4

5

6

8

7
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第９２図 A区出土遺物（S＝１／３）
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る。１９の蓋は口径１２．８㎝、器厚は０．３～０．４㎝と薄く、断面赤褐色の精緻な胎土をもつ。搬入品とみら

れる。２０は口径４２．４㎝、頸部から折れて体部となるが、この屈折点以下の体部内面がよく摩耗してい

る。２２は中実の大型高坏脚部である。外面は縦位のケズリにより仕上げる。２３は須恵質の紡錘車であ

る。SD０１覆土とその上の耕作土間から出土しており他よりもたらされた可能性がある。台形を呈し、

底部直径６．６㎝、頂部直径３．４㎝、高さ２．３㎝、半欠しており重量５１．５g、完形であれば１００g ほどであ

ろう。底面は平坦に、側面は凹みを持ち、緩やかに頂部となる。中央に直径１．１㎝の孔を穿つ。この

孔部分を含め表面に顕著な摩耗は認められない。SD０１は古代�１期の遺構とみてよかろう。

２４は SX０１出土であり、有蓋高坏の蓋とみられる。２６は P４７出土の羽口である。内面は輪積みのま

まであり、外面はハケメ調整する。直径は復元で１２．０㎝である。外面には溶解したガラス質の滓が付

着し、内・断面は還元し淡紫～淡灰白色を呈する。当初は土師器転用羽口とみたが該当する器種は見

あたらず、専用品として製作したものと考えたい。２７は口径３８．０㎝を測る鉢。P１９出土の２８は器厚１

㎝前後と厚く、内面に輪積み痕を残し、外面には縦位にハケ調整を加える。焼成は甘く、内壁約０．２

㎝は淡橙色、ほかは淡黄橙色を呈する。４０と同じくカマドに伴う円筒形土器とみたい。砂粒の含みが

少なく軽量な胎土や色調は９３と酷似する。２９～３１は農道拡張区出土である。農道拡張区は、使用中の

農道にかかり当初調査対象から外していた箇所であるが、B５区端で直径約５０㎝の被熱面が検出され

たことから拡幅した箇所である。２９は口径４２．４㎝を測る鍋であり、外面及び内面上半をカキメ調整し、

外面下半は手持ちケズリを加える。奈良時代以降の所産である。

３．C 区（第９４・９５図）

３２～４２は SI０１出土であり、そのうち３２、３３、３７～３９、４２はカマド焚口部の被熱床面にのった状態

で出土したもので、本遺構の年代を示唆する遺物である。３２の坏 H 身は口径９．０㎝を測り、最終段階

で小径化した中でも特に小型の部類である。３３の坏 G 蓋は口径７．８㎝、つば部は水平に長く伸び、薄

いかえり高０．７㎝、直径０．７㎝の小型乳頭状つまみをもつ。３４は焚口から L 字に曲がって伸びる煙道

部壁に口縁部を接した状態で出土した。口径９．３㎝、器高３．７㎝を測る。端正な形をなし、底部外面を

ていねいにロクロヘラケズリする。口縁部内面と外面の一部には褐色の漆状物が付着する。以上の須

恵器については古代�２期としてよかろう。３７は焚口前の被熱部上で４２、３８とともに出土した（第９４

図）。裾の大きく開く底脚高坏である。３８は丸い体部、内湾する口縁部をもつ把手付鉢である。口縁

は水平をなさず凸凹し雑な作りの印象を受ける。内面はナデで仕上げる。外面はハケメ調整するが被

熱によるものか淡赤褐色を呈し、把手部分を含め器表がぼろぼろと剥離している。３５、４０、４３は床か

ら１０～５０㎝上がった遺構覆土からの出土である。３６の横瓶は端部に円形の重ね焼き痕が残り、内部の

釉溜まりからも横立し焼成したことがうかがえる。３９は口径１６．４㎝の小型の甕である。４０は C２区で

床面より１５㎝浮いた覆土中出土の円筒型土器であり、上下端部分が遺存している。上端は上面及び内

面に０．８～０．９㎝幅の面を取り、下端は先細りさせ端部を丸く収める。内面は輪積み痕を残したままナ

デ仕上げし、外面は縦位にカキメを加える。上半の色調は内面暗桃色、外面淡黄橙色。下半は上半よ

り堅緻であり、強く被熱した印象を受ける。上半の内外色変化が漸移的なのに対し、下半は器肉中程

で内面淡赤褐色、外面淡褐～淡灰色と二分される。ただ、先細りする下端から約３㎝の範囲は淡黄橙

色を呈し、特に外面は上半と同じくやや甘い焼成である。円筒型土器について、その用途はカマドに

ともなう煙道・煙突などの排煙施設の部材との考えがあるが、本品についても、形状や被熱状況から

みて排煙部材の可能性を考えるものであり、下半の先細り部分を何かに差し込んで使用したことを推

測したい。本品について、単体であったか、さらに延長したかは判断しがたいが、上端部の内傾する
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幅広の面取りについて、さらに上に円筒を継ぎ足す際に有効ではなかいかと考える。４２の甑は焚口内

外から出土したものが接合した。上下で直接接合する部位はないが口径２４．０㎝、器高３４．７㎝と推測す

る。堅緻な焼成で、器厚は０．６㎝と薄い。

４４は口径１４．６㎝、４５は口径１６．５㎝、ともに SI０２内の貼り床直上出土の土師器甕である。ともにく

びれ、やや伸張する頸部を持つ。P１３出土の４６は、内面黒色処理の底脚高坏である。

４．平成１４年度調査 A 区（第９５図）

４８～５４は平成１４年度調査 A 区出土の遺物である。５１は中実の高坏脚部で、外面ケズリにより仕上

げ、坏部は黒色化しミガキを加える。５２の坏 G 身は口径１０．８㎝、端正な器形をなし、底部はヘラケ

ズリする。５３の皿は口径１４．８㎝、器高１．９㎝、古代�２期に位置付けられる。

５．D 区（第９６・９７図）

５６～５９は SK０３出土である。５７は口径１２．０㎝、丸身を帯びた底部を持ち器高４．８㎝、端部を丸く収

める立ち上がり高は１．５㎝を測る。古墳時代第４様式�１期のもの。６０～６３は SK０４出土である。６０は

肩部弱く段をなし、段をなす口唇部には浅い沈線を加える。同�１期のもの。６１は口径１１．８㎝の有蓋

高坏である。三方透かしを持ち坏底部外面にはカキメを加える。同�２期に下る可能性がある。６２の

高坏脚裾部は大きくなめらかに開く。６３は高い脚部を持つ土師器�である。６４～６６は SK０６出土のも

の。６４は口径１２．６㎝、立ち上がり高２．１㎝を測る。同�１期のもの。６５の高坏は透かしを持たない。６７

～７６は SK０７覆土中からの出土であるが、うち６９～７４は出土状況を図化（第９６図）した。中でも６９～
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第９５図 C区出土遺物２（SI０２、ピット、S＝１／３）、平成１４年度調査A区出土遺物（S＝１／３）
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第９６図 D区出土遺物１（SD、ピット、包含層、S＝１／３）



第４節 小 結

－１２０－

７１は接して出土しており一括品としてよいものである。６７はゆがみの大きいもので、口径１４．６㎝。天

井部と口縁部の境は沈線により稜状とし、口唇端部の内傾面は浅い沈線により描出する。６８は天井部

２／３程度に回転ヘラ削りを加え、偏平な天井部から段を持って口縁部に至る。口唇部内面には面を

取る。６９は口径１３．０㎝、焼成はやや甘く、内面に同心円当て具痕が残る。内径する立ち上がり高１．８

㎝、端部に内傾する面を持つ。７０は底部内面に同心円当て具痕が残る。淡灰白色の生焼け品であり、

口径１２．３㎝を測るが、堅緻な焼成であればもう少し小径であったと推測される。７１は平坦な底部２／

３の範囲に回転ヘラ削りを加える。内傾する立ち上がり高２．０㎝、段はなさず、沈線を一条加える。

７２は口径１１．８㎝、立ち上がり高１．３㎝、丸い底部を持ち器高は５．２㎝と高い。内面に同心円当て具痕が

残り、口唇部は丸く収める。７３は口径１４．９㎝、器高５．２㎝、あまり腰の張らない丸い体部をもつ�で

あり、口縁部は外反する。内面を黒色処理しミガキを加える。外面の調整は摩耗のため不鮮明だが、

上半は平行タタキを加えている。SK０７について、７２に同�２期に下る可能性があるが主体は�１期とし

てよかろう。７７～７９は SK０９出土。７７はやや偏平な器形をなし、口径１５．６㎝、器高４．２㎝を測る。先

細りする口唇部は、内面にわずかだが面を設ける。なお、図化していないが SK１０からは、古墳時代

第４様式�２期～古代�１期に位置付けられる作りの雑な坏 H 蓋が出土している。

８０の大型長脚高坏は竪穴住居とみられる SX０７床面で横倒し状態で出土した（第９１図）。口縁部が

短く外反する�形坏部をもち坏部内面を黒色処理する。８１は P１７出土の坏 G 蓋。口径１１．６㎝を測る。

P３４出土の８２は口径１１．６㎝、器肉０．３～０．４㎝と薄く赤褐色の発色をなす胎土からも土師器�とみた。

摩耗し調整は不鮮明であり、あるいは坏 H 蓋の可能性もある。

P４２出土の８３は口径１６．８㎝、器高２．１㎝、古代�２期に位置付けられる。P５６出土の８４は透かしを持つ

壺脚部であり、外側をつまみ出した接地面は平坦とする。破断面赤茶色をなす精良な胎土を持つ。P

６９出土の土師皿８６、８７は１３世紀前半に位置付けられるものである。P７２出土の８８は口径１２．９㎝、肩部

は沈線により稜を描出し、口唇部の面は沈線をめぐらし段状とする。P１１７出土の土師皿８９は１５～１６

世紀代に位置付けられる。P１１８出土の�９０は糸切り底を持ち、１２世紀後半代に位置付けられる。

９１～９３は遺物包含層出土である。９２のカマド型土器は平面隅丸の長方形をなすとみられ、内面には

輪済み痕を弱く残し、外面はケズリののち縦位にハケメ調整を加える。９３は器種・器形不明だが、内

面の輪積み痕や、１㎝前後の器厚、外面のハケメ調整、砂粒の含みが少なく軽量な胎土、焼成、淡黄

橙色の色調および外面のハケメ調整が B 区 P１９出土の２８と酷似しており、同じくカマド部材の一つ

と推測する。図の上下左右について不安があるが、輪積み痕からみて、一端の丸く収まる部位にあた

り、小孔をもつ可能性もあるが、４１のように大きく開口することはない。部分的に器壁は２～３枚重

ねられており、最厚部で約２㎝を測る。内側の一枚をカキメ、タタキ調整した後、さらに外側に肥厚

しケズリ、縦位のハケメを加えている。

第４節 小 結

平成１２年度調査区域は矢田野遺跡の南西部分が対象となった。事前の分布調査結果を裏付けるよう

に A～C 区南あるいは西端部では遺構分布は希薄となり、大型の風倒木痕（B 区）や大小の木根跡が

目立ち、集落端部の状況をうかがわせた。主体は JR 北陸線沿いの D 区とこれに接する範囲にある。

D 区に位置する土坑 SK３～７などが古墳時代第４様式�１期（６世紀中葉）に位置付けられ、これら

に重複して検出された８棟を越える掘立柱建物群についても直接時期を示す資料はないが、遺物分布

からみて該期に属するものが多いであろう。６世紀後半の活動は希薄となり、ついで古代�期（７世

紀前半）段階で L 字形カマドを持つ竪穴住居跡 C 区 SI０１や B 区 SK０１・０２、SD０１が存在し、第２の
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第９７図 D区出土遺物２（SK、S＝１／３）



第４節 小 結

－１２２－

盛期となる。以後は希薄であり、顕著な遺構は検出されなかったが、古代�期（８世紀前半）、古代

�２期（９世紀中頃）、中世２様式期や室町時代の遺物が散発的に認められた。出土遺物では特にカマ

ド型土器、円筒形土器、紡錘車、羽口等が注意され、器種・器形不明の９３については、カマドと煙突

をつなぐ接続部品の可能性があり類品の増加が待たれる。

調査
年度

報告
番号

種 類
地 区

遺 構 口径（cm） 器高（cm） 色調（内）
胎 土 焼

成
調 整（内）

備 考
図化
番号器 種 層 位 底径（cm） 重量（ g ） 色調（外） 調 整（外）

０１ １
土師器

A５
SK０１ 橙

粗砂少量含 良
ナデ

３８�（底部） ７．１ 橙 ナデ、糸切り

０１ ２
珠洲焼

A５
SK０１ 灰 細砂少量、

粗砂少量含
良

ロクロナデ
３７

甕 灰 ロクロナデ

０１ ３
土師器

A
SX０１ （３．１） 鈍黄橙色 細砂少量、

粗砂少量、
礫少量含

良
ナデ

３４
�（底部） ６．９ 鈍黄橙色 ナデ、糸切り

０１ ４
加賀焼 A３～

４区
SX０２ ３３．８ 灰黄

細砂少量含 良
ロクロナデ、タタキ

２９
すり鉢 鈍黄 ロクロナデ、タタキ

０１ ５
須恵器

A８
SX０５ １６．０ 灰

細砂微量含 良
ロクロナデ

３２
坏蓋 灰 ロクロナデ

０１ ６
須恵器

A８
SX０５ １４．３ ４．３ 灰

粗砂微量含 良
ロクロナデ

３１
有台坏身 ９．０ 灰 ロクロナデ、ヘラケズリ

０１ ７
須恵器

A８
SX０５ （１４．４） 灰

細砂少量含 良
ロクロナデ

３３
坏身 灰 ロクロナデ

０１ ８
須恵器

A８
SX０５ ２４．０ 灰白 細砂少量、

粗砂微量含
良 ３０

甕 灰白

０１ ９
土師器

A１
P１ 鈍黄橙色

細砂微量含 良
ナデ

３６
壺（底部） ７．６ 鈍黄橙色 ナデ、糸切り

０１ １０
須恵器

A９
P２４ １５．９ 黄灰 細砂少量、

粗砂少量含
良

ロクロナデ
３５

高坏 灰黄褐 ロクロナデ

０１ １１
土師器

B３／４
SI０２ １３．６ 鈍橙色 細砂並量、

粗砂少量含
良

ロクロナデ
１６

甕 セクション 鈍橙色 ロクロナデ

０１ １２
須恵器

B７
SK０１ １１．６ 灰白 細砂微量、

粗砂並量含
良

ロクロナデ
２６

坏蓋 青灰色 ロクロナデ、ヘラケズリ？

０１ １３
土師器

B７
SK０１ １４．６ 灰褐 細砂並量、

粗砂並量含
良

ナデ
２８

甕 鈍黄褐 ナデ

０１ １４
須恵器

B７
SK０１ ２５．０ 青灰色

細砂多量含 良
ロクロナデ

２７
甕 灰色 ロクロナデ

０１ １５
須恵器

B１１
SK０２ １０．９ ６．９ 灰黄 細砂並量、

粗砂微量含
良

ロクロナデ
２５

坏身 ４．４ 灰白 ロクロナデ、ヘラケズリ

０１ １６
須恵器

B１
SD０１ １６．３ ３．２ 灰色 細砂少量、

粗砂微量含
良

ロクロナデ後ナデ
１８

坏蓋 セクション 灰色 ヘラケズリ、ロクロナデ

０１ １７
須恵器

B３
SD０１ １５．０ ４．１ 灰色 細砂並量、

粗砂少量含
良

ロクロナデ
１５

坏身 灰色 ロクロナデ、ヘラ切り

０１ １８
須恵器

B１
SD０１ １２．６ 灰白色 細砂少量、

粗砂少量含
良

ロクロナデ
１９

坏身 セクション 灰色 ロクロナデ

０１ １９
須恵器

B３
SD０１ １２．８ （２．３） 青灰色

精緻 良
ロクロナデ

１４
坏蓋 暗青灰色 ロクロナデ→ヘラ切り

０１ ２０
須恵器

B３
SD０１ ２１．９ 明青灰色

細砂少量含 良
ロクロナデ、ナデ

１３
甕 青灰色 ロクロナデ

０１ ２１
土師器

B３
SD０１ 暗灰色 細砂並量、

粗砂並量含
良

ロクロナデ
１０

壺 淡黄橙色 ロクロナデ

０１ ２２
土師器

B３
SD０１ 橙色 細砂多量、

粗砂多量含
良

ハケメ、ハケ状工具によるケズリ
１１

高坏 橙色 ケズリ

０１ ２３
須恵器

B３
SD０１ 径６．６ ２．３

細砂並量含 良 ４６
紡錘車 ②層 （５１．５） 淡灰 ナデ

０１ ２４
須恵器

B９
SX０１ 灰白色 細砂並量、

粗砂並量含
良

ロクロナデ
１７

高坏蓋 灰白色 ロクロナデ

０１ ２５
須恵器

B８
P３０ （１６．１） 明青灰色

細砂少量含 良
ロクロナデ

１４９
甕 青灰色 ロクロナデ

０１ ２６
土製品

B５
P４７ 灰白色 細砂並量、

粗砂少量含
良

接合痕
２４

羽口 灰白色 付着物あり

０１ ２７
須恵器

B９
P３５ ３８．０ 灰白色

細砂少量含 良
ロクロナデ

２３
鉢 灰色 カキメ

０１ ２８
土製品

B６／B５
P１９／農道拡張区 橙色 細砂少量、

粗砂微量含
良

ナデ
１４６

円筒形土器 橙色 ハケナデ

０１ ２９
土師器

B９
４２．４ 鈍黄橙色

細砂少量含 良
ハケナデ、ナデ

外面、スス付着 ２０
鍋 検出面 鈍黄橙色 ハケナデ、ナデ

第８表 出土遺物観察表１
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調査
年度

報告
番号

種 類
地 区

遺 構 口径（cm） 器高（cm） 色調（内）
胎 土 焼

成
調 整（内）

備 考
図化
番号器 種 層 位 底径（cm） 重量（ g ） 色調（外） 調 整（外）

０１ ３０
土師器

B５
２２．６ 鈍黄橙色 細砂少量、

粗砂少量含
良

ハケナデ後強いナデ
２１

甑 検出面 鈍黄橙色 ハケナデ後ナデ

０１ ３１
土師器

B５
農道拡張区 １５．６ 浅黄橙色 細砂並量、

粗砂少量含
良

ケズリ→ナデ、ナデ
２２

甕 橙色 ナデ、ハケメ

０１ ３２
須恵器

C２
SI０１ ９．０ ２．７ 灰白色

細砂微量含 良
ロクロナデ

８
坏身 底直 ６．４ 灰色 ロクロナデ、ヘラ切り後ナデ

０１ ３３
須恵器

C１
SI０１ ７．８ ３．１ 明青灰色 細砂微量、

粗砂並量含
良

ロクロナデ
７

坏蓋 焚口周辺床直 ０．６ 明青灰色 ロクロナデ、ヘラ切り

０１ ３４
須恵器

C１
SI０１ ９．３ ３．７ 灰黄褐色

細砂少量含 良
ロクロナデ

９
無台坏身 焚口�３ ６．５ 灰黄色 ロクロナデ、ヘラケズリ

０１ ３５
須恵器

C１
SI０１ 灰白色

細砂少量含 良
ロクロナデ

４２
有台坏身 底＋１０～５０㎝ ９．０ 灰色 ロクロナデ

０１ ３６
須恵器

C２／C２
SI０１／SI０１ 明青灰色

細砂少量含 良
同心円タタキ

４０
横瓶 肩部斜面 明青灰色 平行タタキ→カキメ

０１ ３７
土師器

C１
SI０１ 燈色 細砂並量、

粗砂多量含
良

ロクロナデ、ケズリ、ナデ
６

高坏 焚口�１ １４．２ 燈色 ロクロナデ

０１ ３８
土師器

C１／C１
SI０１／SI０１ １１．２ 鈍褐

細砂並量、
粗砂並量含

ヤ
ヤ
不
良

ナデ
２

鉢
焚口周辺床直／
焚口�２

鈍橙 ハケメ

０１ ３９
土師器

C１
SI０１ １６．４ 浅黄橙色 細砂少量、

粗砂並量含
良

ナデ、ハケ後ナデ？
３

甕 焚口周辺床直 橙色 ナデ→ハケ

０１ ４０
土師器

C１
SI０１ 灰色 細砂多量、

粗砂多量含
良 ３９

（把手） 底＋１０～５０㎝ 浅黄橙色

０１ ４１
土製品

C２
SI０１ ２０．１ 橙色 細砂並量、

粗砂多量含
良

ナデ
５

円筒形土器 底より１５㎝浮く ８．６ 鈍橙 ハケナデ、ナデ

０１ ４２
土師器

C１／C１
SI０１／SI０１ （２４．０） ３４．７ 燈

細砂並量、
粗砂少量含

良

ナデ後指とヘラ状工具に
よる縦ナデ、口縁部ナデ

１
甑

焚口�２／
焚口焼土直上

１１．６ 燈
ハケメ、口縁部は後
ナデ

０１ ４３
製鉄関連

C１
SI０１ 長３．０ 厚２．４

細砂少量含 石８
鉄滓 底＋１０～５０㎝ 幅２．０ １８．４

０１ ４４
土師器

C３
SI０２ １４．６ 鈍橙色 細砂並量、

粗砂少量含
良

ケズリ、ハケナデ、ナデ
４３

甕 床面�１ 鈍赤褐色 ハケナデ、ナデ

０１ ４５
土師器

C３／C３
SI０２／SI０２ １６．５ 橙色 細砂並量、

粗砂並量含
良

ケズリ、ナデ、ナデ 風化、摩耗著
しい

４４
甕 床直�４／床直�５ 橙色 ハケナデ、ナデ

０１ ４６
土師器

C５
P１３ 黒色 細砂並量、

粗砂並量含
良

ミガキ
１４８

高坏 ２．９ 橙色 ナデ

０１ ４７
土師器

C１２
P２２ １９．２ 橙色 細砂並量、

粗砂並量含
良

不明
４５

甕 橙色 不明

０２ ４８
土師器

A/A
SI２�２／SI３西半
土器集中地点

（１５．２） 浅黄橙色
細砂多含 良

ヨコナデ、ケズリ→
ナデ １４３

甕 浅黄橙色 不明

０２ ４９
土師器

A
SI３西半覆土 １５．９ ４．８ 鈍橙色

粗砂多含 良
ヨコナデ、ケズリ

１４２
甕 鈍橙色

０２ ５０
須恵器

A１
P３６ １．２ 灰白色

細砂少量含 良
ロクロナデ

１３３
有台坏身 ８．０ 灰白色 ナデ

０２ ５１
土師器

A１０
P６７ （７．３） オリーブ黒色

細砂多量含 良
ミガキ

１３１
高坏 鈍褐色 ミガキ

０２ ５２
須恵器

A５
１０．８ （４．４） 灰色

細砂多含 良
ロクロナデ

１９２
坏身 �１ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ ５３
須恵器

A５
１４．８ １．９ 灰色

細砂少量含 良
ロクロナデ

１３２
皿 �１ １１．８ 灰色 ロクロナデ

０２ ５４
土師器

A６
壁面 鈍橙色

粗砂多量含 良
ナデ、ケズリ

１４１
壺 鈍橙色 ヨコナデ、ハケ

０１ ５５
須恵器

D５
SK０２ ３１．２ 灰黄

細砂少量含 良
ロクロナデ

５７
甕 灰 ロクロナデ

０１ ５６
須恵器

D５
SK０３ 灰白色

細砂少量含 良
ロクロナデ 天井部内面同心

円当具痕残る
５６

坏蓋 灰白色 ロクロナデ、ヘラケズリ

０１ ５７
須恵器

D５
SK０３ １２．０ ４．８ 明青灰色

細砂少量含 良
ロクロナデ

５５
坏身 ６．８ 明青灰色 ロクロナデ→ヘラ切り

０１ ５８
土師器

D５
SK０３ 浅黄橙色 細砂並量、

粗砂多量、
礫並量含

良
不明

５４
甕 橙 ナデ、ハケのちナデ

０１ ５９
須恵器

D５
SK０３ ２２．９ 灰色

細砂少量含
ヤ
ヤ
良

ロクロナデ
１４７

甕 灰色 ロクロナデ

０１ ６０
須恵器

D７
SK０４ １４．６ 灰色

細砂少量含 良
ロクロナデ

１５０
蓋 灰色 ロクロナデ、ロクロケズリ

第９表 出土遺物観察表２



第４節 小 結

－１２４－

調査
年度

報告
番号

種 類
地 区

遺 構 口径（cm） 器高（cm） 色調（内）
胎 土 焼

成
調 整（内）

備 考
図化
番号器 種 層 位 底径（cm） 重量（ g ） 色調（外） 調 整（外）

０１ ６１
須恵器

D７
SK０４ １１．８ 灰色

細砂少量含
ヤ
ヤ
甘

ロクロナデ 三方透かし、
脚基部径４．０㎝

７６
高坏 灰色 ロクロナデ

０１ ６２
土師器

D７
SK０４ 橙色 細砂並量、

粗砂少量含
良

不明
１５１

高坏 １４．６ 橙色 不明

０１ ６３
土師器

D１
SK０４ 灰白 細砂微量、

粗砂微量含
甘

ナデ
７７

有台碗 ５．８ 灰白 ナデ

０１ ６４
須恵器

D７
SK０６ １２．６ 明青灰色

細砂少量含 良
ロクロナデ

５１
坏身 明青灰色 ロクロナデ

０１ ６５
須恵器

D７
SK０６ 灰色

細砂少量含 良
ロクロナデ

７５
高坏 灰黄色 ロクロナデ

０１ ６６
須恵器

D７
SK０６ １８．０ 灰白色

細砂少量含 良
ロクロナデ

５０
壺 灰白色 ロクロナデ

０１ ６７
須恵器

D６
SK０７ １４．６ ５．６ 灰色 細砂多量、

粗砂多量含
良

ロクロナデ 底部内面同心
円当具痕残る

４７
坏蓋 灰色 ロクロナデ

０１ ６８
須恵器

D６
SK０７ １５．５ （３．５） 明青灰色

細砂少量含 良
ロクロナデ

４８
坏蓋 明青灰色 ロクロナデ、ヘラケズリ

０１ ６９
須恵器

D６
SK０７② １３．０ ５．１５ 灰 細砂少量、

粗砂微量含
甘

ロクロナデ 底部外面同心
円当具痕残る

６０
坏身 ９．７ 灰 ロクロナデ、ケズリ

０１ ７０
須恵器

D６／D６
SK０７⑥／SK０７ １２．３ ５．６ 灰白

細砂少量含
ヤ
ヤ
甘

ロクロナデ
７０

坏身 灰白 ロクロナデ、ケズリ

０１ ７１
須恵器

D６
SK０７⑤ １１．７ ４．８ 灰

細砂少量含 良
ロクロナデ 底部外面ヘラ

刻み「－」
６９

坏身 ７．８ 灰 ロクロナデ

０１ ７２
須恵器

D６
SK０７① １１．８ ５．２ 灰 細砂少量、

粗砂少量含
良

ロクロナデ 底部内面同心
円当具痕残る

７２
坏身 ３．９ 灰 ロクロケズリ、ロクロナデ

０１ ７３
土師器

D６
SK０７ １４．９ ４．５ 黒色

細砂微量含 良
ナミガキ

４９
内黒碗 鈍橙色 ナデ？

０１ ７４
土師器

D６／D６
SK０７③／④ １３．６ （１１．５） 鈍黄橙 細砂少量、

粗砂並量含
良

ハケメ
７１

甕 鈍黄橙 ナデ、ハケメ

０１ ７５
土師器

D５
SK０７ １２．１ 橙色

細砂少量含 良
ナデ

５８
甕 赤橙色

０１ ７６
土師器

D６
SK０７ １７．０ 暗横橙 細砂多量、

粗砂多量含
良

ナデ、ケズリ
５９

甕 浅黄橙 不明

０１ ７７
須恵器

D９
SK０９ １５．６ ４．２ 灰白色

細砂少量含 良
ロクロナデ

７４
坏蓋 灰色 ロクロナデ、ヘラケズリ

０１ ７８
須恵器

D９
SK０９ ２３．６ 明青灰色

細砂少量含 良
ロクロナデ

８０
甕 青灰色 ロクロナデ

０１ ７９
土師器

D９
SK０９ ２４．２

粗砂多量含 良
ケズリ後ハケ

５２
甑 浅黄橙色

０１ ８０
土師器

D１０
SX０７ １８．８ １６．４ 内黒 細砂並量、

粗砂並量含
良

内黒、ミガキ
５３

高坏 （１２．４） 浅黄橙色 ハケ、口縁外側ナデ

０１ ８１
須恵器

D４
P１７ １１．６ 灰白

細砂少量含 良
ロクロナデ

６４
坏蓋 灰白 ロクロナデ

０１ ８２
土師器

D５
P３４ １１．６ ３．８ 橙色 細砂少量、

粗砂微量含
良

ミガキ
６５� 橙色 ナデ、指圧痕

０１ ８３
須恵器

D２
P４２ １６．８ ２．１ 灰 細砂少量、

粗砂微量含
良

ロクロナデ
６３

盤 １４．０ 灰 ロクロナデ、ヘラ切り後ナデ

０１ ８４
須恵器

D１
P５６ 青灰色

粗砂微量含 良
ロクロナデ

６２
壺（脚部） １５．２ 青灰色 ロクロナデ

０１ ８５
須恵器

D９
P６６ （９．８） 灰白

細砂微量含 良
タタキ

７８
甕 灰色 タタキ

０１ ８６
中世土師器

D６
P６９ １４．３ 橙色

粗砂多量含 甘
ナデ

６６
皿 橙色 ナデ→ナデ

０１ ８７
中世土師器

D６
P６９ ７．７ 浅黄橙色

精緻 良
ナデ

６７
皿 １．６ 浅黄橙色 ナデ、ナデ

０１ ８８
須恵器

D６
P７２ １２．９ 灰白

細砂微量含 良
ロクロナデ

６８
坏蓋 灰 ロクロナデ、ヘラケズリ

０１ ８９
中世土師器

D１２
P１１７ ７．７ １．６ 鈍黄橙

細砂微量含 良
ナデ

７３
皿 ４．４ 鈍黄橙 ナデ

０１ ９０
中世土師器

D１２
P１１８ 鈍黄橙

細砂微量含 良
ナデ

７９� ８．０ 鈍黄橙 ナデ、ロクロ糸切り

０１ ９１
土師器

D５
１８．０ 橙 細砂並量、

粗砂並量含
良

口縁ナデ、体部ケズリ
６１

甕 包含層 橙 ハケ後ナデ、ハケ

０１ ９２
土製品

D５
橙色

細砂少量含 良
ナデ

接合痕、明瞭 ４
竈型土器 包含層 鈍黄橙色 ハケ、ナデ

０１ ９３
土製品

D５
橙色

細砂少量、
粗砂微量含

良
ナデ、肥厚しナデ

１２円筒形
土器？

包含層 浅黄橙色
平行タタキ、ケズリ
→ハケ
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第６章 平成１４年度調査

第１節 調査の概要

調査区は排水路敷設箇所等を対

象に設定され、広範囲にわたるこ

とから、A～G 区に分けて調査を

実施した。グリッドは各区におい

て１０m を基本に、調査区中央ラ

インに任意に設定した。各区の遺

構検出面は概ね、標高８．０～８．５m

を測るが、谷部にかかる C・D・

F 区の一部では４．６～７．０m、古墳

墳丘部にかかる F 区では８．９～

９．１m を測り、後世の削平・改変

も考慮されようが、やや起伏のあ

る地形が窺える。基本層序は遺構

検出面の直上に耕土・客土層が認

められる簡易なものであり、C・

D 区では客土層が厚い状況である。

遺構は古墳周溝、竪穴建物、掘立

柱建物、土坑、溝等を検出し、遺

物は須恵器、土師器、珠洲焼、中

世土師皿、埴輪、紡錘車、土錘、

刀子等を確認しており、時期は古

墳、古代を主体とするが、中世以

降のものも認められる。古墳周溝

は B・F 区、竪穴建物は E・F・

G 区、掘立柱建物は F・G 区を中

心に認められ、谷部に当たる C・

D 区は希薄である。

なお、A 区は平成１３年度調査 C

区に接することから第５章に譲り、

以下、B 区より順に報告する。

E 区

F区

D区

C区

B区

G区

A区

G区

第９８図 調査区配置図（S＝１／３，０００）

第６章 平成１４年度調査

－１２５－



第２節 遺構と遺物

１．B 区

調査区は周知の遺跡である矢田借屋古墳群の東方に位置し、北陸本線に直行する形で、北西から南

東に延び、北西部は G 区、南東部は C 区につながる。遺構検出面は耕土直下３０㎝、標高７．８～８．４m

を測り、４区までは８．３～８．４m で平坦であるが、５区より南東は一段下がり、７．８～８．０m となる。

５区より南東は遺構の状況等から削平を受けているものと考える。遺構は古墳周溝、竪穴建物の他に

多数の小穴を検出しているが、小穴の大多数は木根によるものと考えられる。遺物は主に６世紀後半

～７世紀前半の須恵器や土師器等が出土している。

古墳（第１００～１０２図）

１～２区に位置する。墳丘部は調査対象外のため周溝のみの調査である。周溝は調査区北東端から

北西端にかけて弓なりに巡っており、墳丘の規模・形状は周溝の規模や拡張トレンチの状況等から、

直径約１１m を測る円墳と考えられる。周溝は上幅１．１～３．８m、下幅０．６～１．２m、深さ０．２～０．７m を測

り、幅、深さ共に一定ではない。北東の拡張トレンチから南東部にかけては上幅３．２～３．３m、下幅１．０

～１．２m を測り、幅が広く、調査区南西端付近が上幅１．１m、下幅０．６m と狭小となり、北西の拡張ト

レンチ箇所が上幅３．８m を測り、最大となる。なお、調査区南西部において一部拡張トレンチを開け

たが、水道管等埋設により削平を受けていたため、周溝規模の確認には至っていない。また、そのト

レンチから南西側の一部は、北東から南西方向に走る SD２に切られる。深さは北東側と北西側が深

く、０．５～０．７m を測り、調査区南西側が０．２～０．３５m と浅くなる。断面形は概ね、逆台形を呈し、周

溝外側が内側に比べて緩やかに立ち上がり、底面は平坦ではなく、小穴が多数みられる。覆土は暗褐

色粘質土を主体とし、中層は炭粒と地山ブロックが少量混じり、下層は地山ブロックが多量に混じる

差異が認められる。周溝内部からは須恵器蓋、坏、高坏、甕、壺、提瓶、土師器甕、甑等の多量の土

器（第１０４～１１０図１～１０６）やフイゴの羽口（第１１０図１０８）や紡錘車（第１１０図１０７）、凝灰岩、鉄滓等

が出土しており、特に周溝南西部に集中して認められ、層位的には中層から下層上位、検出面から深

さ３０～４０㎝にかけて多く、底面に付くものはほとんどない。また、周溝北西部においては検出面（標

高約８．４m）で、提瓶が３個体一括して出土しており、周溝北西端の外部より刀子が１点認められる。

また、提瓶はほぼ完形で出土しているのに対し、その他の器種のほとんどは破片であることや６世紀

後半から７世紀前半代を主体とする時期幅をもち、出土層位での時期的な違いは認められないこと等

から、古墳周溝の機能廃絶後に一括廃棄されたものの可能性がある。周溝北西部では細礫集中箇所が

認められ、小松市教育委員会が近隣で古墳主体部の礫床を確認していることから、同様な性格と考え

られ調査を行なったが、礫床の位置や広がり具合から、古墳に伴う礫床とは考えにくく、また、３～

４区で確認した旧道の一部と思われる細礫と類似しており、それに続くものと判断した。

SI１（第１０３図）

３区に位置する。北西－南東４．５m、北東－南西２．７m 以上を測り、西部において約１０㎝の掘り込み

面が確認できる。主柱穴ははっきりと分からないが、土層断面図 C ラインのものを北西－南東柱列

と推定でき、覆土は暗褐色粘質土を主体とする。北部に位置する SK１は、覆土が暗褐色粘質土を主

体とし、地山ブロックが多量に混じる特徴を持つ。南西部には焼土が集中して認められ、その下部に

は P４８を伴う。遺物は SK１を中心に７世紀前半を主体とすると考えられる須恵器や土師器が出土し

ており、第１１０図１１０～１１３を図化した。

第２節 遺構と遺物
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０ ２m

０ １０m

１区

a a' ８．７m １
a a'２３

１区 ８７ ４
８ ８５６

１ 暗茶褐色粘質土（耕土）
２ 暗褐色粘質土
３ 暗褐色粘質土（炭粒、地山ブロック入る）
４ 暗褐色粘質土（地山微量混、SD３覆土）
５ 暗褐色粘質土（地山多量混）
６ 暗褐色粘質土（地山少量混、SD２覆土）
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第９９図 B区遺構全体図（S＝１／２００）、調査区断面図（S＝１／６０）
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第１０１図 B区遺構実測図２（S＝１／６０・１／３００）
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２．C 区（第１１１図）

C 区は排水路敷設箇所であり、B 区から北東に折れ始まり、北東側の林裾に

沿って延長約６７m で D 区に接する。調査区南東側の低地部は、調査時、約２

m の盛土がなされ水田となっていた。調査区幅は２m だが６～７区間につい

ては堆積土が１．５m 近くあり危険であったことから、法面を設け調査区下幅は

約１m となった。１区地山面標高７．６m、ここから下りはじめ、３区７．５m、６

区６．１m、６～７区間で谷底にかかり D 区との交差地点で７．０m を測る。１～

３区は地山まで削平を被り、中央には水路跡が残る。木根跡等とみられる小ピ

ットを多数検出し、中には遺物を伴うピット３個を数えたが図化に耐えるもの

はない。C 区は、集落域である A・B 区と E・F 区間に存在した旧谷に面した

傾斜地にあたるとみられる。

１ 暗褐色土
２a 暗黄褐色土
２b 〃（地山土ブロック少量含む）
２c 〃（地山土ブロック含む）
２d 〃（やや粘質、地山土ブロック含む）
２e 〃（やや粘質）
２g 〃（しまる）
２h 〃（地山土ブロック多量に含む）
３a 黒褐色土（地山土少量含む）
３b 〃（地山土多く含む）
３c 〃（しまる）
４ 暗褐色粘質土（地山土多く含む）
５ 暗褐色土（しまる）
６ 褐色粘質土（しまる）
７ 黒褐色粘質土
８ 暗褐色土と地山土の漱移層
９ 橙褐色粘質土
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第１１１図 C区遺構全体図（S＝１／２００）、調査区北西壁断面図（S＝１／６０）
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３．D 区（第１１２図）

D 区は排水路敷設箇所であり、新設農道（幹線１‐３‐１号）に平行し始まり、約９０m 北西向し JR

北陸線に接する。調査区幅は２m、延長約１００m。水路はさらに線路下を横断する暗渠となる計画で

あり、この調査区北端の暗渠工事にかかる箇所では７×１５m の調査範囲となっている。

D 区は現状では線路沿いの５区辺りから９区に向けては極緩い傾斜地形だが、地山面標高は南端の

０区で７．４m、３区７．２m、６区６．３m、７区５．８m（現地表下８０㎝）、９区で４．６m（現地表下１．６m）を

測り、すぐ脇の９区東端（第 B 図アイ断面）では６．２m と急に高くなる。線路際で最深部は現地表下

５m を超えることを表土剥ぎ時に確認しており、現状で線路より南側に広がる幅約６０m の谷が本来

は線路北側の D 区にも伸びており、これが大幅な客土により埋められ平坦化されていることが確認

された。この谷主軸は、C６区で確認された谷地形につながる可能性が高い。

また、１～３区では堆積土に一帯の農地改変の履歴が比較的良好に観察された（第１１２図 D０～３

区土層断面）。それによると、１層は現在の畑耕土、２a 層はそれに伴う客土、２b 層は平成１０年ま

での畑耕作土、３層はそれ以前の水田耕土・床土。地元住人によると、一帯は昭和３３年頃に水田から

畑に改変されたといい、その改変後の畑耕土が２c 層とみられる。４a 層はこれに伴う客土。各時期

の改変に際してはそれ以下の堆積土や周辺の地山の削平も行っているようであり、客土中には黄色の

地山土粒の混入が頻繁に認められる。０～３区周辺は５０年弱の間に水田→畑→水田→畑→畑と改変さ

れ、約６０㎝人為的に盛土がなされたわけであり、今回さらに盛土のうえ水田化されるものである。一

方で、平成１２年度調査区域など耕土直下で地山となる場所も多く、近年の矢田野台地一帯は大幅な切

り盛りを行いながら、時々に応じて農地改変を行ってきたことが窺える。また、３区の最下で検出さ

れた不定形の SK２（５・６層）や、D１杭周囲の窪みは風倒木跡とみられ、しまりの甘い地盤であ

ったことも度重なる農地改変の背景にあるのかもしれない。

遺構検出は地山面まで下げて行ったが、ピット、土坑等は地山直上に堆積する褐色粘質の地山漸移

層上あるいはその上の暗褐色粘質土層から掘り込まれる。多くは C 区と同様木根跡とみられるが、

１区から３区にかけては古代から中世にかけての遺物を伴う土坑、溝、ピットが比較的集中して認め

られた。中でも１区検出のピットは P８をはじめ形状のしっかりしたものがある。掘立柱建物柱穴と

もみられたが、全容は明らかにできなかった。

SK１（第１１３図）

７区に位置する一辺約１．１m、深さ約１．１m の略方形の土坑で、やや凹む底面からほぼ垂直に壁が立

ち上がる。覆土は底面の曲線にあわせ堆積し、下位では壁面が崩落したためか、オーバーハングし地

山質の８層が入り込む。遺物は伴わず時期は不明確だが、形状からみて素堀り井戸の可能性がある。

その他、風倒木跡とみられる２区 SK２からは土師器細片が、３区に位置し、幅約６０㎝、長さ３．２m

以上、深さ５～１０㎝を測る SD１からは須恵器甕小片が出土。また、いずれも小径で浅いピットが多

いが６区 P１からは中世土師器皿小片が、５区 P２はピット中位に堆積する５a 層上で３～５㎝の円

礫多数が検出され、その中より中世土師皿が出土。３区 P３、２区 P４からは須恵器甕片が出土。３

区 P５からは珠洲焼甕片、１２世紀頃の土師器�片が、１区 P６からは須恵器有台杯（１２１）が、同区

P７中位からは中世以降とみられる細身小型の土錘（１２２）が出土している。径約８０㎝、深さ約３８㎝

を測る１区 P８からは土師器細片が出土している。また、５区検出面出土の陶錘１２３は近世以降の所

産とみられる。同じく５区検出面出土の１２４は台形をなす凝灰岩製紡錘車である。角を少し欠き、最

大径３．９㎝、厚さ１．６㎝、重量２９．９g。頂部がやや平坦さを欠くが、全面よく磨かれ平滑をなし、特に、
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１ 灰褐色粘質土【現在の畑耕土】）
２a 暗褐色粘質土【１層に伴う客土】
２b 〃（地山土粒含）【平成１１年までの畑耕土】
２c 〃（地山土粒多く含）【約４０年前の畑耕土】
３ 灰褐色粘質土【それ以前の水田耕土、床土】
４a 褐色粘質土【３層に伴う客土】
４b 〃（地山土混ざる）
４c 〃（色明るい）
５ 黒色シルト質土

（僅かに地山土小ブロック含む）【風倒木痕か】
６ 暗灰色シルト質土

（僅かに地山土小ブロック含む）【風倒木痕か】

１ 表土
２a 淡褐色粘質土
２b 〃（３ブロック混）
３a 暗褐色粘質土
３b 〃（４ブロック混）
４ 褐色粘質土【地山漱移層】
５a カクラン土（暗褐色粘質土）
５b 〃（褐色粘質土）
５c 〃（灰褐色粘質土）
５d 〃（灰褐色粘質土ブロック含）

１ 暗灰色粘質土【旧耕土】
２ 灰褐色粘砂質土
３ 暗褐色粘砂質土
４ 淡褐色砂質土
５ 淡褐色粘土

０ ２m

０ １０m

５区
１０区

５
５区０ ２６．９m

５
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第１１２図 D区遺構全体図（S＝１／２００）、調査区壁断面図（S＝１／６０）
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わずかに凹む側面上半部はよく磨かれる。底部から側面へ角は丸く、頂部へは鋭角をなす。中央には

直径０．７３～０．８㎝の隅丸方形がかった孔を穿つ。線刻等の加飾はなく、また、外面に顕著な使用痕跡

は認められないが、頂部の孔縁がわずかに欠けており使用に伴う欠損の可能性もある。

１a 褐色粘質土
１b 〃（２ブロック微量含）
１c 〃（２ブロック少し含）
１d 褐色粘質土【地山土漸移層】

２ 暗橙色粘質土
３ 暗褐色粘質土
４ 黒褐色粘質土
５ 褐色粘質土（しまりない）
６ 黄褐色粘質土
７a 暗黄褐色粘質土
７b 暗褐色粘質土
８ 黄褐色粘質土
９ 暗褐色粘質土

１ 表土
２ 淡褐色粘質土
３ 褐色粘質土
４a 淡褐色粘質土
４b 淡褐色粘質土

（地山土ブロック多く含）
５a 暗褐色粘質土
５b 〃（地山土ブロック含）
６ 黒褐色粘質土

１ 暗褐色粘質土【表土】
２ 淡褐色粘質土
３ 暗褐色粘質土
４ 褐色粘質土

０ ２m

６．９m １

ウ エ２
ウ エ

３

４a ４a
P２ ４b ５b
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第１１３図 D区遺構実測図（S＝１／６０）、出土遺物（１～３；S＝１／３、４；S＝１／２）
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４．E 区（第１１４図）

JR 北陸線に沿って設けられる排水路敷設箇所であり延長約１６０m、調査区幅は２m。北東端はほ場

整備事業地端の市道に接し、南西端は F 区に続く。また、平成１１年度調査の D 区とは約６m の間隔

をおいて平行し、E１区は平成１１年度 D１区に、E１４区は同 D１４区に並ぶ。さらに、平成１１年度調査

A・C 区はその北西端がそれぞれ E４・E１１区において接する。調査区域は昭和３３年頃に実施された

耕地整理により削平が加えられているが地山までは及ばず、地山直上の２層（厚さ１０～３０㎝）中に収

まる。その上に１層（耕土、厚さ約２０㎝）が客土されている。地山面標高は１区で８．１m、５区８．４m、

１０区８．５m、北東端の１７区８．４m とゆるい起伏をなしている。

SI１（第１１５・１１８図）

E５杭周囲に位置する。SK４が南西端に重複しており、断面観察から SK４は SI１埋没中途で掘り

込まれたものとみられる。調査区外にのびており全容は不明だが、一辺４m 前後の隅丸方形あるい

は長方形をなすと推測する。深さは約５０㎝を測る。壁面からゆるく底面にいたり、底面は浅い碗形を

なしやや凸凹する。内部から須恵器、土師器が出土しているが、特に、底から１０～１５㎝上に堆積する

２a 層下半から集中して出土した。その分布は SK４上を中心とし、SI１、SK４の埋没途中に投棄さ

れた可能性が高い。出土遺物は７世紀第１四半期が主体だが、古代以降の坏・甕が少量認められる。

１２５～１３０を図化した。１２５～１２７は焼成が甘く、軟質である。１２６の坏 H 身は底部外面をヘラケズリし、

１２７の低脚有蓋高坏はカキ目調整する。SK４上面で出土した１２９の非ロクロ甕は外面に目の細かいハ

ケ目調整を施す。遺構検出面出土である１３０のロクロ成形長胴甕は時期の下るものである。

SB１（第１１５・１１８図）

E１１杭周囲に位置し、平成１１年度調査 D 区検出の SB０４と合わせ全容がほぼ窺えた。３間×４間、

６×４．２m、東西桁方位 N－２７°－W の方形の建物であり、南面は２間とみられる。P７・７b・１９お

よび H１１調査ピットを柱穴とする。P７・７b は一辺５０～６０㎝、深さ３０～５０㎝、平面、断面とも方形

をなす。P７検出面下１０㎝からは１３９の坏 A 身が出土している。８世紀代のものであろう。

SB２（第１１５・１１８図）

６区に位置する。P３６・３７・３８・３９を東西方向柱穴とし、長さ５m、N－６０°－E を向く。南北方向

の伸びは不明。各柱穴は一辺５０～６０㎝の方形あるいはやや長方形をなし深さ５０㎝前後を測る。P３７・

３８底面には柱あたりかとみられる直径２０㎝程の凹みが認められた。P３６から土師器、須恵器片が、P

３７からは土師器片が、P３８からは須恵器片が、P３９からは古代の須恵器坏、蓋片が出土している。

柱穴群（第１１６図）

７区は広範囲に褐色土に覆われ、当初 SX１としていたが、１０㎝程掘り下げたところ端正な平面形

の大小ピットが検出された。調査区長軸に方向を同じくする柱穴列のあることが想定されるが、H１１

年度 D 区では調査区に斜行する掘立柱建物も確認されており、柱穴組み合わせは確定できていない。

また、平行する H１１年度 D７区でも同様の広範囲の覆土下からピットが検出されており、あるいは竪

穴状遺構の存在も推測される。

SK１（第１１６・１１８図）

１２区に位置する。直径約１．６m の不整円形をなす。断面隅丸逆台形を呈し、深さ３６㎝。底面から壁

面に沿って堆積する２層からは甑口縁部片が、底面より２８㎝上がった１層上半よりは１３１の坏 G 蓋が

出土した。天井部外面に厚く緑色釉を被り、外面に坏 G 身とみられる口縁部片が窯着する。７世紀

第１四半期に位置付けられる。
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SK２（第１１６図）

１１区に位置し、調査区外へ伸びている。一辺約１．５m を測り、隅丸方形あるいは長方形をなすと推

測される。断面逆台形を呈し、深さ約３０㎝。土器細片が出土したが、時期の判明するものはない。

SK３（第１１６・１１８図）

８区に位置する。短辺約１．６m、長辺１．６m 以上の隅丸長方形をなすとみられ、断面隅丸逆台形、深

さ約５０㎝。底面はわずかに凹凸をなす。１３２の須恵器器台は包含層中からの出土であり、約９m 離れ

た７区 SD２出土片と接合している。口径３６．０㎝と推測したが小片であり不安が残る。外反する口縁

部は端部を丸みを持った三角形とし、口唇外面に浅く沈線を加える。体部内面当て具痕はロクロナデ

によりかすかとなっている。ざらつく胎土は在地のものとみられる。６世紀前半～中頃の所産であろ

う。他に須恵器・土師器細片多数が出土している。

SK４（第１１５図）

５杭西に位置し、長径約１．６m、短径約１．２m の不整楕円形を呈し、深さ５１㎝。断面観察では SK４

は SI１埋没中途で掘り込まれたものとみられ、上位に堆積する２a 層下半で土器が集中して出土した。

出土遺物は SI１で触れたが、SI１・SK４の埋没途中に投棄された可能性が高い。

SK５（第１１５図）

５区に位置する。直径約１m の円形を呈し、深さ２５㎝。土師器堝、羽口片などが出土している。

SK６（第１１５・１１８図）

５区に位置する。短辺約７０㎝、長辺８０㎝以上の隅丸長方形を呈し、深さ１５㎝。１３３の土師器�、１３４

の須恵器坏 A 身のほか、土師器長胴甕が出土している。ともに古代の所産である。

SK７（SX２）（第１１７・１１８図）

２区に位置する。上縁で一辺２．８m の不整方形をなし、当初は SX２と呼称した。縁からは緩やか

に下り、中央部で一辺約１．２m の隅丸方形、深さ２m 以上の土坑となる。壁面は平滑さを欠いており、

西壁は垂直から下半でややオーバーハング、東壁は弱く外傾する。覆土は、上半は碗状に、下半は水

平堆積し、全般にしまりは弱くさらさらする。土坑中途の３b 層は内側に張り出し天井部をなしてい

たような固着感のある土であり、底辺の３c 層はしまりをもっていた。狭小で危険なため最下まで掘

りきれていないが、不整な形状や覆土の状況からみて、貯蔵穴の類であろうか。検出面～検出面下１

m では７世紀前半の高坏脚透かし部や、古代に属する須恵器坏 B 身、土師器甕片が、検出面下１m

～底にかけては古代に位置付けられる１３５の須恵器坏蓋のほか、７世紀前半代の須恵器坏、古代の須

恵器杯 B 身、１４後半～１５世紀代の中国製青磁碗などが出土している。青磁碗からみて中世以降の所

産とみたい。

SD１（第１１６図）

１１区に位置する。長さ約４．３m、幅約７m、深さ約２０㎝を測り、北東端を柱穴とみられる P５に切

られる。南西半部の覆土には粘土塊、焼土粒が多数含まれた。古代以降とみられる土師器片が出土し

ている。出土遺物および調査区に沿う配置からみて SB１に関連する溝とみたい。

SD２（第１１６図）

７区柱穴群の西端に位置し調査区を横断する幅約１．２m、深さ１５㎝弱の溝状遺構である。隣接する

SX１のような凹みの一部をなすのかもしれない。７世紀第１四半期の須恵器・土師器が出土してい

る。

SD３（第１１７図）

２区に位置する。幅３．４m、断面碗形をなし、深さ約３０㎝。調査区を横断しており、あるいは土坑
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１ 灰褐色粘質土
２a 褐色粘質土
２b 〃（地山土ブロック多く混）
２c 〃（地山土ブロック少し、焼土粒混）
２d 〃（地山土ブロック僅かに含む、色暗い）

３ 黄色地山土（褐色粘ブロック少し含）
４ 暗褐色粘質土（褐色粘ブロック少し含）
５a 淡褐色粘質土（褐色粘ブロック少し含）
５b 〃（褐色粘ブロック多く含）
６ 暗黄褐色粘質土（地山土ブロック、焼土粒含）

１a 暗褐色粘質土
１b 〃（地山土ブロック多く含）
１c 〃（地山土ブロック含）
２ 褐色粘質土（１ブロック含）

１a 暗褐色粘質土（黄色地山土ブロック少し含）
１b 〃
２ 黄色地山土＋暗褐色粘質土
３ 褐色粘質土（黄色地山土ブロック含）

１ 褐色粘質土（しまり甘い）
２ 灰褐色粘質土
３ 褐色粘質土
４a 暗褐色粘質土
４b 〃（地山土ブロック含）
５ 褐色粘質土（地山土ブロック含）

１a 暗褐色粘質土
１b 〃（焼土粒含）
２ 褐色粘質土（焼土粒含）
３ 淡褐色粘質土（焼土粒含）
４ 淡黄褐色粘質土

１a 褐色粘質土
１b 〃（地山土ブロック含）
２a 淡褐色粘質土

（地山土ブロック少し含）
２b 〃（地山土ブロック多く含）
３a 黄色地山土（１ブロック含）
３b 〃（褐粘ブロック含）
４ 淡褐色粘質土

０ ２m

SK４・S I１内遺物出土状況（S＝１／３０、Noは取り上げ番号）
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１ 灰黄褐色粘質土
（地山土ブロック、焼土粒、炭粒多く含）

２a 暗褐色粘質土
２b 〃（地山土ブロック含）
２c 〃（地山土大ブロック含）
３ 褐色粘質土

（地山土ブロック、焼土粒、炭粒含）
４a 黄色地山土
４b 〃（褐色粘ブロック含）

１a 暗褐色粘質土
１b 〃（地山土ブロック混）
２ 褐色粘質土

１a 褐色粘質土（地山土ブロック少し含）
１b 〃（地山土ブロック含）
１c 〃（地山土ブロック多く含）
２a 暗褐色粘質土（地山土ブロック少し含）
２b 〃（地山土ブロック多く含）

１a 淡褐色粘質土（地山土ブロック含）
１b 〃（地山土ブロック多く含）
２ 淡灰褐色粘質土（地山土ブロック、焼土粒含）
３ 淡黄褐色粘質土
４a 灰褐色粘質土（焼土粒、地山土粒含む）
４b 〃（焼土粒多く含む、地山土粒含む）

５a 褐色粘質土
５b 〃（焼土粒、地山土粒含）
６a 淡黄褐色粘質土
６b 〃（地山土ブロック多く含）

１ 淡褐色粘質土
２ 灰褐色粘質土（客土）
３ 灰褐色粘質土（黄色粘地山土ブロック含）
４ 褐色粘質土（地山土ブロック含）
５ 黄色地山土（褐粘ブロック含）
６ 暗黄褐色粘質土（炭粒、焼土粒多く含）

１ 灰褐色粘質土
２ 褐色粘質土
３ 黄褐色粘質土（褐粘ブロック混）
４ 褐色粘質土（地山土ブロック少し混）
５a 暗褐色粘質土
５b 〃（地山土ブロック少し混）

１ 灰褐色粘質土
２a 褐色粘質土
２b 〃（地山土ブロック混）
３ 黄褐色粘質土

０ ２m

柱穴群

ヤP５６モ

SD２ P５７
SX１ E８

P４８ P４２P４７ホ P４０
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かもしれない。最下には E 地区では希な砂質土（５層）が堆積する。６世紀後半～７世紀前半に位

置付けられる須恵器甕口縁部が出土している。

SD４（第１１７図）

E１区に位置する調査区を横断し、幅８０㎝、東側で段をなし、深さ約３０㎝。底面より１５世紀代の古

瀬戸平碗が出土しており、当期頃の溝とみられる。

ピット（第１１５・１１６・１１７・１１８図）

１３８は E９区の P１出土の高坏蓋。小径で、端正な形をなす。天井部外面のケズリ調整は、つまみ

貼り付けに伴うナデ調整により不明瞭となっている。７世紀第１四半期のものであろう。１４０は E７

区 P４２出土の土師器非ロクロ甕。摩耗により不鮮明だが、外面は縦位にハケ目を加えるようである。

P７出土の１４１の須恵器甕は焼成が甘く淡橙色を呈する。１４０、１４１は E 区の主体となる７世紀前半代

の所産であろう。

１ 灰褐色粘質土
２ 褐色粘質土
３a 暗灰褐色粘質土（地山土粒含）
３b 〃（地山土粒多く含）
４a 暗黄褐色粘質土（地山土粒含）
４b 〃（地山土粒多く含）
５ 黄褐色粘砂質土

１ 灰褐色粘質土
２ 褐色粘質土
３a 褐色粘質土（しまる）
３b 〃（色淡い）
３c 〃（地山土ブロック含）
４ 黄褐色地山土

（褐色ブロック少し含）

１ 灰茶褐色粘質土
２a 褐色粘質土
２b 〃（地山土少量混）
２c 〃（地山土多量混）
２d 〃（さらさらする）
２e 〃（地山土ブロック含む、さらさら）
３a 暗黄褐色粘質土（２少量混）
３b 〃（もろい）
３c 〃（ブロック状をなす、もろい）

１ 灰褐色粘質土（しまり甘い）
２ 淡褐色粘質土（褐粘ブロック含）
３ 褐色粘質土（地山土ブロック含）
４a 黄色地山土（褐粘ブロック含）
４b 黄色地山土（褐粘ブロック多く含）
５ 暗褐色粘質土

１ 淡褐色粘質土（しまる）
２ 褐色粘質土
３a 暗黄褐色粘質土

（地山土ブロック少し含む）
３b 〃（地山土ブロック多く含む）
４ 濁黄色粘質土

０ ２m
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５．F 区

調査区は周知の遺跡である矢田野古墳群に近接し、北陸本線に並行する。北東部は E 区、南西部

は D 区とつながる。遺構検出面は耕土直下３０～５０㎝で、１～８区が標高８．１～８．３m、古墳が存在す

る９区より南西は８．９～９．１m と高くなるが、１４区からは地形が谷部に当たるため、徐々に低くなり、

調査区南西端で７．５m を測る。遺構は古墳周溝、竪穴建物、柱列、溝等を確認し、遺物は主に６世紀

後半～７世紀前半の須恵器や土師器が出土しており、古墳周溝からは円筒埴輪片がみられる。

古墳１（第１２０・１２１図）

１０～１２区に位置する。周溝は調査区北西端から北東端にかけて弓なりに巡っており、墳丘の規模・

形状は周溝の規模等から直径約９m の円墳と推定できるが、断面観察から北東部に溝が延びる可能

性があること、また、さらに北東端でその溝を掘り込むように存在する溝を確認でき、一連の溝とし

て考えた場合、他の形状も十分に考えられる。周溝は上幅２．５m、下幅０．８m、深さ０．４m を測り、そ

れに対して、北東方向に走る溝は上幅１．４m、下幅０．６m、深さ０．４～０．５５m を測り、前者に比べて規

模は小さく、やや深くなる傾向にある。周溝覆土は表土層、その下層に黒褐色粘質土、暗褐色粘質土、

地山が混じる淡暗褐色粘質土を基本とし、墳丘部は上層から表土、暗褐色粘質土、黒褐色粘質土とな

る。遺物は墳丘部や周溝内部から６世紀後半（中頃？）から７世紀代にかけての須恵器や土師器を主

として、古代に属すると思われるものも混じって出土しており、B 区検出の周溝と比べて遺物量は少

なく、円筒埴輪片が認められる。また、主に墳丘部の表土直下層の暗褐色粘質土及び黒褐色粘質土か

ら出土しており、周溝内部出土のものも同様で、最下層である淡暗褐色粘質土からはほとんど認めら

れない。埴輪片は墳丘部付近を中心に、南西側で出土している。第１２４図１５０～１５９を図化した。

古墳２（第１２０・１２１図）

１３～１４区に位置する。１３・１４区において北西から南東方向に走る溝を確認し、共に内側にやや湾曲

する形状をとることから、同一の溝の可能性があり、両溝の内側の遺構密度が低いことや周辺遺跡の

状況から古墳周溝と判断した。墳丘の規模、形態は検出した周溝がわずかであるため不明であり、調

査区と線路の間には一部墳丘部の旧状を残すと思われる高まりの箇所が残っているが調査には至って

いない。両溝は上幅２．３～２．４m、下幅０．５～０．８m、深さ０．５５～０．７５m を測り、断面形は１３区が逆台形、

１４区は底部箇所が狭い三角形に近い形態である。覆土は暗褐色粘質土と黒褐色粘質土が互層状になっ

ており、共に底部及び北東肩立ち上がり部に地山ブロックが混じる土層が認められ、また、両肩上部

には地山ブロックが少量混じる高まりがみられる。遺物は６世紀後半から７世紀前半の須恵器や土師

器が少量出土しているが、埴輪片は認められない。

SI１（第１２２図）

２区に位置する。北東－南西４．６５m、北西－南東１．５m 以上、深さ０．４５m を測り、平面形は隅丸方

形を呈すると考えられる。覆土は暗褐色粘質土を主体とし、全体的に地山ブロックが混じる。床面は

平坦で硬くしまる。遺物は古代と考えられる須恵器片等が出土している。

SI２（第１２２図）

６区に位置する。１／２以下の検出であり、東西３．９m 以上、南北１．１m 以上、深さ０．２m を測る。

内部には直径０．２～０．４５m を測る小穴が確認でき、最も西側の小穴には焼土ブロックや炭粒がみられ、

被熱の痕跡が伺える。また、調査区南壁にかかる中央付近では粘土塊が認められる。遺物は須恵器や

土師器片が出土しているが時期は不明である。
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SI３（第１２２図）

８区に位置する。１／２以下の検出であり、東西５．２m、南北１．３５m 以上、深さ０．２～０．４m を測る。

覆土は暗褐色粘質土を主体とし、全体的に地山ブロックが混じる。遺物は７世紀前半と考えられる土

器が北東部から集中的に出土しており、第１２４図１４３～１４５を図化した。

柱列（第１２３図）

３～４区に位置する。P１－P２－P３で構成する柱列は東西両側でそれに係る小穴が認められなか

ったことから、南北方向に延びると考えられ、遺物は P３から土師器片が出土しているが時期は不明

である。P６～９等で構成する柱列は、北東軸をもつ建物になる可能性があり、遺物は P６から土師

器片が確認できた以外は出土していないため時期は不明である。その他にも多数の小穴を確認してい

るが、その大半は木根によるものと考えられる。

SK４（第１２２図）

６区に位置する。直径１．１m、深さ０．６５m を測り、平面形は略円形を呈する。覆土は暗褐色粘質土

を主体とし、周囲には同規模の土坑が集中する。遺物は出土していない。

SK７（第１２２図）

９区に位置する。調査当初、東西方向に走る溝として約１０㎝掘り下げたところ、中央付近で土坑を

検出したものである。南北０．８m、東西０．７m、深さ０．３５m を測り、平面形は楕円形を呈する。覆土は

暗褐色粘質土を主体とし、全体的に地山ブロックが混じる。土坑東側上端部からは６世紀後半と考え

られる須恵器高坏、セット関係になると推定する須恵器坏・蓋が出土しており、第１２４図１４７～１４９を

図化した。

SK９（第１２２図）

７区に位置する。南北１．０５m 以上、東西１．２５m、深さ０．４５m を測り、平面形は隅丸方形を呈する

と考えられる。覆土は暗褐色粘質土を主体とし、全体的に地山ブロックが混じり、深さ１０～２０㎝の第

３層土では焼土ブロックや炭粒が認められる。遺物は須恵器片が出土しているが時期は不明である。

SD１（第１２３図）

１区に位置する。幅７．４５m、深さ０．２～０．６m を測る。覆土は暗褐色粘質土を主体とし、断面形は逆

台形を呈し、西側は段堀り状となる。底面はほぼ平坦であり、部分的に硬くしまる。遺物は７世紀後

半から８世紀代と考えられる須恵器や土師器片が出土している。

６．G 区

調査区は北東端を B 区に接し、そこから南西方向に北陸本線に並行して延び、８区と１１区間は５０

m 間隔があく。遺構検出面は１～８区が標高８．１～８．３m を測るが、１２区から南西は徐々に低くなり、

１５区南西端で６．８m を測る。１６区から南西は更に掘り下げを行ったが、地山は確認できていない。遺

構は主に１～８区間において竪穴建物、土坑等を確認し、１１区から南西は希薄である。遺物は主に６

世紀後半～７世紀前半の須恵器や土師器が出土している。なお、１～４区間の中央部、５～８区間の

北部は削平を受けている。

SI１（第１２６図）

３区に位置する。北東－南西６．０m、北西－南東３．２m 以上、深さ０．１５m を測る。主柱穴は SK４等

の土坑や小穴で構成すると考えられる。SK４・６・９は４本柱を構成する配置としては適当である

が、長軸０．７～１．０m、深さ０．３５～０．５m を測り、柱穴にしては規模が大きいように思われることから、

SK１１と SK９の北西部に位置する小穴の可能性もある。床面は北西部の SK４の周りから南西部にか
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３ 暗褐色粘質土
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５ 暗黄褐色粘質土（暗褐色粘質土少量混）
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第１１９図 F区遺構全体図（S＝１／２００）、調査区断面図（S＝１／６０）
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０ ２m

古墳２９．２m

b b' 古墳２（周溝）
１ 暗黒褐色弱粘質土（砂利混、表土）
４ 暗褐色粘質土
５ 黒褐色粘質土
７ 暗褐色粘質土（地山少量混）
８ 黒褐色粘質土（暗褐色粘質土少量混）
１０ 黒褐色粘質土（地山ブロック少量混）
１４ 黒褐色粘質土（地山ブロック多量混）
１５ 暗褐色粘質土（黒褐色粘質土、地山ブロック多量混）
２１ 暗褐色粘質土（地山微量混）
３２ 暗褐色粘質土（黒褐色粘質土少量混）
３４ 暗褐色粘質土（地山多量混）
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１０
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１５７

古墳１（周溝）
１ 茶褐色弱粘土（表土）
２ 黒褐色弱粘土（植物質混、炭粒少量混、包含層か）
３ 暗褐色弱粘土（植物質混、炭粒少量混）
４ 暗褐色弱粘土（３層土より褐色強い）
５ 暗褐色弱粘土（３層土より暗い、炭粒多い）
６ 暗褐色弱粘土（３層土より暗い）
７ 淡暗褐色弱粘土（地山質土多量混、植物質混、炭粒少量混）
８ 淡暗褐色弱粘土（７層土より地山質土多量混）
９ 淡暗褐色弱粘土（８層土より地山質土多量混）
１０ 黒褐色弱粘土（植物質混、地山質土極少量混）

１１ 黒褐色弱粘土（１０層土より地山質土多い）
１２ 暗褐色弱粘土（植物質、炭粒、褐色ブロック少量混）
１３ 暗褐色弱粘土（植物質混、土器入る）
１４ 黒褐色弱粘土（植物質混）
１５ 淡暗褐色弱粘土
１６ 黒褐色弱粘土（植物質、土器入る）
１７ 淡暗褐色弱粘土（７層土より暗い）
１８ 淡暗褐色弱粘土（１７層土より暗い）
１９ 淡暗褐色弱粘土（７層土より黒色強い、別遺構か）
２０ 淡暗褐色弱粘土（１９層土より淡い）

第１２１図 F区遺構実測図２（S＝１／６０・１／２００）
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１ SI１、SK１・３（a－a'）

１ 暗茶色粘質土（耕土）
２ 暗褐色粘質土
３ 暗褐色粘質土（地山少量混）
４ 暗褐色粘質土（地山多量混）
５ 黄褐色粘質土（地山、暗褐色粘質土少量混）
６ ３層土（炭粒混）
７ ３層土（黒褐色粘質土混）
８ ４層土（炭粒混）
９ 暗褐色粘質土（地山多量混（ブロック塊大きい））

SI１（b－b'）
１ 暗茶褐色粘質土（耕土）
２ 暗褐色粘質土（地山少量混）
３ 暗褐色粘質土（地山少量混、炭粒少量混）
４ 暗褐色粘質土（地山少量混）
５ 暗黄褐色粘質土
６ 暗褐色粘質土（地山多量混）
７ 暗褐色粘質土（地山多量混）
８ 暗褐色粘質土（地山少量混）
９ 暗褐色粘質土

b'b
２ ６ ３９ ５６ ７ ４５ ５ ７４９ 地山 ９７ 地山８

６

b' c'

SI２

SI２（a－a' c－c'）
１ 暗褐色粘質土（地山ブロック（１㎝程）少量混）
２ 暗褐色粘質土（地山ブロック（５㎝程）入る）
３ 暗褐色粘質土（地山ブロック（１㎝未満）少量混）
４ 暗黄褐色粘質土（地山ブロック）
５ 暗褐色粘質土
６ 暗褐色粘質土（地山少量混）
７ 暗黄褐色粘質土（暗褐色粘質土少量混）
８ 暗茶褐色粘質土（硬くしまる）
９ 暗褐色粘質土（地山少量混）
１０ 暗褐色粘質土（地山少量混）
１１ 暗褐色粘質土
１２ 暗褐色粘質土（黒褐色粘質土少量混）
１３ 暗褐色粘質土（黒褐色粘質土多量混）
１４ 暗褐色粘質土（地山多量混）
１５ 暗黄褐色粘質土（暗褐色粘質土少量混）

SI２（b－b'）
１ 暗褐色粘質土（焼土ブロック（１mm 程）、炭粒少量混）
２ 淡褐色粘質土（焼土ブロック（１mm 程）、炭粒少量混）
３ 暗赤褐色粘質土（焼土、硬くしまる）
４ 暗褐色粘質土（炭粒、地山混）
５ 暗褐色粘質土
６ 暗黄褐色粘質土（３層土少量混）

a a'
cb

８．４m ８．４m２１ １１１０ c'b b' c
２１３ １２ １３５４ ４６ ４ ３ １４６

５
７６

８ ９耕土
８．４m

a'a ５６
６６ SI３

１ 暗茶褐色粘質土（耕土）
２ 暗褐色粘質土（地山（１㎝程）少量混）
３ 暗褐色粘質土（地山微量混）
４ 暗褐色粘質土（地山多量混）
５ 暗褐色粘質土（地山少量混）
６ 暗褐色粘質土（地山多量混）
７ 暗褐色粘質土（地山多量混）
８ 暗黄褐色粘質土（暗褐色粘質土少量混）

２ ４ ６
１５１５ ３ １４５１４

８

SI３

a'a
b'

b

b b'
８．４m

a'a
１

５ ６ ２５５
６ ５ ７ ８ ４３

SK９

SK４
SK７

８．５m ８．４m

１４
４３ ４ ６１ ２ ２

５ ５３
７ ７８ ８６ ８．４m

SK９
１ 暗茶褐色粘質土（耕土）
２ 暗褐色粘質土
３ 暗褐色粘質土（焼土ブロック、炭混）
４ 暗褐色粘質土（地山少量混）
５ 暗褐色粘質土（地山多量混）
６ 暗褐色粘質土
７ 暗褐色粘質土（地山少量混）
８ 暗褐色粘質土（地山多量混、炭粒混）

７ １ ２９１０
SK４
１ 暗褐色粘質土（炭粒少量混）
２ 暗褐色粘質土（地山少量混）
３ 暗褐色粘質土
４ 暗褐色粘質土（地山多量混）
５ 暗褐色粘質土（地山少量混）
６ 黒褐色粘質土
７ 暗褐色粘質土（地山多量混）
８ 暗褐色粘質土
９ 暗褐色粘質土（６層土少量混）
１０ 暗茶褐色粘質土（硬くしまる）

３
４５

SK７
１ 暗褐色粘質土（地山多量混）
２ 暗褐色粘質土
３ 暗褐色粘質土（地山（１㎝未満）微量混）
４ 暗褐色粘質土（地山（１㎝程）多量混）
５ 暗褐色粘質土（地山（１㎝未満）微量混、サラサラしている）

１m

第１２２図 F区遺構実測図３（S＝１／３０・１／６０）
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０ ２m

P１ P１～３・６～９他
１ 暗褐色粘質土
２ 暗褐色粘質土（地山微量混）
３ 暗褐色粘質土（地山多量混）
４ 暗茶褐色粘質土
５ 黄白灰色粘質土（地山）
６ 黄白灰色粘質土（暗褐色粘質土少量混）
７ 暗褐色粘質土（地山少量混）
８ 暗黒褐色粘質土
９ 黄白灰色粘質土（暗褐色粘質土微量混）

P３ P２

８．５m
７ ２ １ ５ ６ ５７２ １ ２

１ ９１２ １１１
８７６ ６３ ９１ ８ ９２８３９ ８

２

b a'e f'

P７
P６

c' P８

P９

a
c

f e'b'

８．５m
１ ４ a'a

１ ６１２ ５１ ６２１
２

３ ３
３

８．５m８．５m

e e'b b'
１１１１

８．５m８．５m

fc' f'c
１１１ １

SD１

８．４m

１

２

４ ６
５ 地山７８ １２９

１３ １０
９８ １１

SD１
１ 暗茶色粘質土（耕土）
２ 暗褐色粘質土（地山（１mm 程）少量混）
３ 暗褐色粘質土（地山（１～２㎝程）少量混）
４ 暗褐色粘質土（地山（１㎝程）少量混）
５ 暗褐色粘質土（地山多量混）
６ 暗褐色粘質土（地山微量混）
７ 暗褐色粘質土（地山少量混）
８ 黄褐色粘質土（暗褐色粘質土少量混）
９ 暗褐色粘質土
１０ 黒褐色粘質土（地山少量混）
１１ 黒褐色粘質土
１２ 黄褐色粘質土（暗褐色粘質土微量混）
１３ 暗褐色粘質土（地山（３㎝程）多量混）

第１２３図 F区遺構実測図４（S＝１／６０）
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けて、焼土や炭粒が認められ、大変脆くなっており、また、北西部の中央付近において、多量の焼土

層が認められることから、炉跡の可能性がある。遺物は６世紀後半から７世紀前半の須恵器や土師器

が出土しており、第１２８図１６０～１６３を図化した。

SI２（第１２６図）

５区に位置する。１辺４．０～４．５m、深さ０．２～０．３m を測り、平面形は方形を呈すると考えられる建

物跡である。主柱穴は４本柱をとると考えられ、内部において３基確認している。床面は部分的に大

変脆くなっており、特に北西部から南西部に位置する小穴にかけては炭粒や焼土が溝状に広がりをみ

せる。遺物は東部において土師器甕や壺が一括して出土しており、第１２８図１６４・１６５を図化した。

SI３（第１２６図）

７区に位置する。北－南１．１m、東―西４．６m、深さ０．４m を測る。１／２以下の検出であることや

東部が撹乱により壊されていることから全体の平面形は捉えにくい面があるが、やや不整形な平面形

を確認できることから、数基の遺構が切り合っている可能性があり、出土遺物から他の遺構に後出す

ると考えられる。第１２８図１６６・１６７を図化した。

柱列（第１２７図）

２区に位置する。P４０～４２で構成する柱列で、東西方向でつながる柱穴を確認できなかったことか

ら南北方向に延びると考えられ、P４５が柱列として可能性がある。遺物は P４２から須恵器や土師器片

が出土しているが時期は不明である。

SK１・２・１２（第１２７図）

８区に位置する。３基は切り合い関係をもって存在し、SK２が最も新しく、次に SK１が続き、SK

１２が最も古い。SK２は第５・６層土に対応し、両側壁は直に立ち上がる。SK１は第７～２０層土に対

応し、中層から下層にかけては炭粒、焼土が多量に認められ、東側壁部には地山ブロックが混じる。

SK１２は第２１～２４層土に対応する。遺物は６世紀後半から７世紀代の須恵器蓋、坏、高坏、甕や土師

器甕、椀等が多量に出土しており、SK１から１２にかけての調査区南壁側に集中してみられ、第７層

土からの出土が多い。第１２８～１３０図１６８～２０８を図化した。

第３節 まとめ

平成１４年度調査では、古墳から中・近世にかけての遺構・遺物を確認しており、その主体期はおお

まかに①古墳時代後期、②古代前半、③中世に大別できると考えられる。①期では B・F 区の古墳（周

溝）、B・E・F・G 区の竪穴建物等が確認でき、これらは６世紀後半から７世紀前半を主体とするも

のである。古墳は周溝のみの調査であり、墳丘部の詳細が分からないこと等からはっきりしないが、

位置関係から B 区は百人塚古墳、F 区は矢田野古墳の範疇におさまる可能性がある。②期では８世

紀代と考える E 区の掘立柱建物が確認でき、その他に詳細時期は不明であるが、E・F・G 区におい

ても古代に属すると考えられる竪穴建物や掘立柱建物を確認している。③期では１２世紀、１４・１５世紀

の遺物が出土する D・E 区の土坑や溝が確認できた。

第３節 まとめ
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０ １０m

０ ２m

１区 １０区
b

SK３b'

１１区６区

P１２

８．５m

１６区

２区 １

P４３ SK３
１ 暗褐色粘質土（黄褐色粘質土

ブロック多量混）

１２区７区a
P４５ P４２

P６

P４１a'

SI３

２区P４０

３区
８．６m １

a' a２
３

４１３区８区
１ 盛土
２ 暗褐色粘質土（包含層に相当）
３ 暗褐色粘質土（炭粒、焼土ブロック入る）
４ 暗褐色粘質土（地山ブロック多量に入る）

SK１２

SK７
SK９

SK６SK８ ５区９．１m
SK１SK１１ b b'

１
SI１ ２

SK２４区 ３
SK４

４

１ 客土
２ 褐色粘質土
３ 暗褐色粘質土
４ 暗褐色粘質土（地山（木根））

１４区SK３９区

５区

SI２ １５区

第１２５図 G区遺構全体図（S＝１／２００）、調査区断面図（S＝１／６０）
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０ ２m

a ８．４m

a a'f'
SK４ f SK９

１
２３

８．４m

b'bc' a'c
１ ２

SI１ ４２３SK８
g g' ８．４m

c c'
b'

b １
SK１１e' ２e

８．４md'

d d'd ２

４５１ １SK７SK６８．４m ４８．４m
３

e e' f f'１ ８．４m
３ ４２

g２ g'３ １
２１１ １３ １ ２４３a－a'

１ 暗褐色粘質土
２ 赤褐色粘質土（焼土）
３ 暗褐色粘質土（赤褐色粘質土混）

b－b'
１ 暗褐色粘質土
２ 暗褐色粘質土（地山少量混）
３ 暗褐色粘質土（地山多量混）
４ 暗黄褐色粘質土

c－c'
１ 暗褐色粘質土
２ 暗褐色粘質土（地山多量混）

１ ６ ５ ４２ ５５
d－d'
１ 暗褐色粘質土
２ 暗褐色粘質土（地山多量混）
３ 暗褐色粘質土（地山少量混）
４ 暗褐色粘質土（焼土ブロック少量混、土器

入る）
５ 暗褐色粘質土（焼土ブロック少量混、地山

多量混）

e－e'
１ 暗褐色粘質土（地山混、土壁崩落土？）
２ 暗褐色粘質土（焼土ブロック少量混）
３ 暗褐色粘質土（溝状の遺構）

f－f'
１ 暗褐色粘質土
２ 暗褐色粘質土（地山多量混、炭粒少量混、土器入る）
３ 黄褐色粘質土（暗褐色粘質土少量混、やわらかい）
４ 暗褐色粘質土（地山少量混、焼土少量混）

g－g'
１ 暗褐色粘質土
２ 暗褐色粘質土
３ 暗褐色粘質土（炭粒混）
４ 暗褐色粘質土（地山多量混）
５ 暗褐色粘質土（地山少量混）
６ 暗褐色粘質土（炭粒混、地山多量混）SI２

a
d

d
d'

SI３d'

ac' a'b'

b a'
b

８．５m

b'b
５

７

１
２２

電
柱

８．５m ３３a a'４
（撹乱）

５ ６
５

c
７ ７８

b'
SI３
１ 客土
２ 暗褐色砂質土
３ 暗褐色粘質土（地山少量混、遺物入る、包含層）
４ 黄褐色粘質土（電柱埋設時の撹乱）
５ 暗褐色粘質土
６ ５層土（地山微量混）
７ ５層土（地山多量混（硬くしまる））
８ 暗褐色粘質土（硬くしまる）

８．３m

a a'
１１ １８．３m

b. b'
１１

８．３m

c c'
１m１ １

SI２ １ 暗褐色粘質土

第１２６図 G区遺構実測図１（S＝１／３０・１／６０）
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０ ２m

a'a cb

SK１ SK２

SK１２

c'

８．３m ８．３m
１ ３b b'２ c c'１

８ ２４
４６ ７ ３

５b' ５

６

１
２
３８．３m
４２３a ５ a'２３ １４ ５２４ ７９２１ ８

１５２２ １２１９ ９ １０ ６１８１５１７１６１５ １４１１
１９ ２０ １７１９

１３ SK１２（b－b'）
１ 暗褐色粘質土（炭粒、焼土ブロック混）
２ 暗褐色粘質土（炭粒、地山（１cm 未満）微量混）
３ 暗褐色粘質土
４ 暗褐色粘質土（炭粒、地山少量混）
５ 暗褐色粘質土（炭粒、焼土多量混、黒灰色粘質

土混）
６ 暗褐色粘質土（炭粒、焼土少量混）
７ 暗褐色粘質土（地山微量混）
８ 暗褐色粘質土

SK１（c－c'）
１ 暗褐色粘質土（土器入る）
２ 暗褐色粘質土（焼土、炭粒少量混、土器多く入る）
３ 暗赤褐色粘質土（炭粒多量混）
４ 暗赤褐色粘質土（暗褐色粘質土多量混）
５ 暗褐色粘質土（地山多量混）
６ 暗褐色粘質土（黒灰色粘質土混）

SK１・２・１２（a－a'）
１ 耕土（客土）
２ 床土（客土）
３ 暗褐色粘質土
４ 暗褐色粘質土（土器入る）
５ 暗褐色粘質土（焼土ブロック混）
６ 暗褐色粘質土
７ 暗褐色粘質土（焼土、炭粒少量混、土

器多く入る）
８ 暗赤褐色粘質土（炭粒多量混）
９ 褐色粘質土（炭粒、焼土粒少量混）
１０ 褐色粘質土（炭粒、大径の焼土粒混）
１１ 暗褐色粘質土（炭粒、焼土粒少量、地

山多量混）

１２ 暗赤褐色粘質土（暗褐色粘質土多
量混）

１３ 暗褐色粘質土（地山多量混）
１４ 暗褐色粘質土（黒灰色粘質土混）
１５ 暗褐色粘質土（地山多量混）
１６ 黒褐色粘質土（地山少量混）
１７ 暗褐色粘質土（地山少量混）
１８ 黒褐色粘質土（地山少量混）
１９ 黒褐色粘質土
２０ 黒褐色粘質土（地山僅かに混）
２１ 黒褐色粘質土
２２ 黒褐色粘質土（地山混）
２３ 暗褐色粘質土
２４ 暗褐色粘質土（地山少量混）

P４５P４４
a'a

b P４０
c'c P４３P４２P４１

b'

８．５m

a a'
１

１

８．５m ８．５m２ ２
b ２ ２ b' c c'

１ １
３１２３ １２３

３
P４０～４５
１ 暗褐色粘質土
２ 暗褐色粘質土（地山少量混）
３ 暗褐色粘質土（地山多量混）

第１２７図 G区遺構実測図２（S＝１／６０）
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調査
年度

報告
番号

種 類
地 区

遺 構 口径（cm） 器高（cm） 色調（内）
胎 土 焼

成
調 整（内）

備 考
図化
番号器 種 層 位 底径（cm） 重量（ g ） 色調（外） 調 整（外）

０２ １
須恵器

B２
古墳周溝 ９．１ ３．３ 灰色 緻密、１mm 以

下粗砂多量含
良
好

ヨコナデ D
２１１無台坏 ６．９ 灰色 ヨコナデ、ケズリ

０２ ２
須恵器

B２
古墳周溝 （９．５） ３．２ 灰色 ２mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ
D５１

無台坏 �１４７ ７．２ 灰色 ロクロナデ

０２ ３
須恵器

B２
古墳周溝 （１２．８） ２．８ 灰オリーブ色 １mm 以下粗

砂やや多量含
良
好

ヨコナデ
ゆがみ大きい

D
２１０無台坏 ９．９ 灰色 ヨコナデ、ケズリ

０２ ４
須恵器

B２
古墳周溝 （１２．３） ３．５ 灰白色 緻密、０．５mm 以

下粗砂少量含
良
好

ヨコナデ D
１７１坏身 �２３２・２５４ １０．６ 灰黄色 ロクロナデ

０２ ５
須恵器

B２
古墳周溝 １２．１ ４．２ 黄灰色 緻密、０．５mm 以

下粗砂少量含
良
好

ヨコナデ D
２０３坏身 �２３７ １０．０ 灰色 ヨコナデ、ケズリ

０２ ６
須恵器

B２
古墳周溝 １１．６ ５．０ 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ
へら記号あり

D
１７４坏身 �１１８・２３８ ７．９ 灰色 ロクロナデ、ケズリ、ケズリ

０２ ７
須恵器

B２
古墳周溝 １２．０ ４．４ 灰色 良

好
ロクロナデ D

１８９坏身 ６．２ 灰色 ロクロナデ、ケズリ

０２ ８
須恵器

B２
古墳周溝 １２．６ ４．９ 灰白色 ヤ

ヤ
甘

ロクロナデ、不定方向ナデ
D６９

坏身 ５．７ 灰白色 ロクロナデ、ヘラキリ→ナデ

０２ ９
須恵器

B１
古墳周溝 （６．０） ４．１ 灰色 良

好
ロクロナデ

D８
坏身 １２．３ 灰色 ロクロナデ

０２ １０
須恵器

B１
古墳周溝西側 １２．０ ５．０ 灰色 良

好
ロクロナデ

D３
坏身 �３２ 灰色 ロクロナデ、ケズリ、ナデ

０２ １１
須恵器

B１
古墳周溝西側 １０．８ ４．３ 灰色 良

好
ロクロナデ、ナデ

D１２
坏身 �１ （６．８） 灰色 ロクロナデ、ケズリ

０２ １２
須恵器

B２
古墳周溝 １２．５ （４．１） 青灰色 １mm 以下

細砂並量含
良
好

ヨコナデ、カキメ
D４４

坏身 �２２３ 暗青灰色 ヨコナデ、ヨコ、ケズリ

０２ １３
須恵器

B２
古墳周溝 １１．４ ４．６ 灰黄色 １mm 以下

粗砂並量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D７０

坏身 ７．６ 黄灰色 ロクロナデ、ヘラキリ→ナデ

０２ １４
須恵器

B２
古墳周溝 １１．４ ４．４ 灰白色 １mm 以下細砂多、

１～３mm 粗 砂・５
mm 礫少量含

良
好

ヨコナデ、一方向のナデ
D３３

坏身 �２ 灰白色 ヨコナデ、ヨコ、ケズリ

０２ １５
須恵器

B１
古墳周溝 （４．５） 灰色 良

好
ロクロナデ、ナデ

D６
坏身 �２３ １４．２ 灰色 ロクロナデ、ケズリ、ナデ

０２ １６
須恵器

B２
古墳周溝拡張部 １３．１ （４．３） 鈍褐色 １mm 以下細砂

多、粗砂少量含

ヤ
ヤ
良

ヨコナデ
D５４

坏身 褐灰色 ヨコナデ、ヨコ、ケズリ

０２ １７
須恵器

B１
古墳周溝 １４．２ ４．０ 灰白色 ０．５mm 粗

砂多量含
良
好

ヨコナデ、櫛状工具によるナデ D
１７６坏身 １２．３ 灰色 ヨコナデ

０２ １８
須恵器

B２
古墳周溝 （１２．２） ４．１ 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D４０

坏身 �２４６ ８．８ 灰色 ロクロナデ、ヘラキリ

０２ １９
須恵器

B２
古墳周溝 １２．０ ４．１ 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D４２

坏身 �２９・２３１・２３２
・２３７・２４９ ８．５ 灰白色 ロクロナデ、ケズリ

０２ ２０
須恵器

B２
古墳周溝 １４．２ （４．０） 灰白色 ０．５mm 以下

粗砂多量含
甘

ロクロナデ、ナデ
D４３

坏身 羽口まわり ８．８ 灰白色 ロクロナデ、ケズリ、ヘラキリ→ナデ

０２ ２１
須恵器

B２
古墳周溝北拡張部 １６．６ （５．５） 灰色 １．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、タタキ？→ナデ
D６２

高坏 灰 ロクロナデ？

０２ ２２
須恵器

B２
古墳周溝拡張部 １４．５ （３．８） 灰色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

ヨコナデ D
１８３高坏 灰色 ヨコナデ

０２ ２３
須恵器

B２
古墳周溝 １７．１ （５．３） 灰白色 １mm 以下

粗砂並量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D５６

高坏 �２１４・東５ 灰白色 ロクロナデ、ヘラキリ→横方向ナデ

０２ ２４
須恵器

B２
古墳周溝 １２．８ （５．３） 灰色 良

好
ロクロナデ、ナデ D

１６１高坏 �１５５・１６０まわり 灰色 ロクロナデ、ケズリ

０２ ２５
須恵器

B２
古墳周溝 １３．４ 鈍黄橙色 １mm 以下細砂多、１

～３mm 粗砂少量含
良
好

ヨコナデ、ナデ
D３６

高坏 �３・２４３・２６７ １６．０ 鈍黄橙色 ヨコナデ、ケズリ

０２ ２６
須恵器

B１
古墳周溝 １２．８ （４．２） 灰色 緻密、０．５mm 以

下粗砂少量含
良
好

ヨコナデ D
２２０高坏 検出面 褐灰色 ヨコナデ

０２ ２７
須恵器

B２
古墳周溝 （１４．０） １３．９ 灰白色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D５０

高坏 �１４４・２０９ １１．７ 灰色 ロクロナデ

０２ ２８
須恵器

B２
古墳周溝 １１．７ １４．６ 灰黄色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ
D３０

高坏 �４３・１１７まわり・③ １１．１ 灰黄色 ロクロナデ

０２ ２９
須恵器

B２
古墳周溝拡張部 （９．８） 灰色 １mm 以下

粗砂並量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D６０

高坏 灰色 ロクロナデ

０２ ３０
須恵器

B１
古墳周溝 （９．９） 灰色 良

好
ロクロナデ

D１０
高坏 １２．８ 灰色 ロクロナデ、ケズリ

０２ ３１
土師器

B２
古墳周溝 ２１．２ （５．３） 黒色 １mm 砂粒

少量量含
良
好

ミガキ
内黒 D２６

高坏 浅黄橙色 不明

０２ ３２
土師器

B２
古墳周溝 （１０．４） 鈍橙色 ２mm 以下粗砂多、

２．５mm 礫少量含
良
好

不明
D４９

高坏 �１５０ １２．９ 鈍橙色 不明

０２ ３３
土師器

B２
古墳周溝 （７．５） 鈍橙色 １．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ミガキ、指ナデ
内黒

D
２０４高坏 �１６６ 褐灰色 ハケ

第１１表 遺物観察表１
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調査
年度

報告
番号

種 類
地 区

遺 構 口径（cm） 器高（cm） 色調（内）
胎 土 焼

成
調 整（内）

備 考
図化
番号器 種 層 位 底径（cm） 重量（ g ） 色調（外） 調 整（外）

０２ ３４
須恵器

B２
古墳周溝 １１．１ ２．９ 灰白色 １mm 以下粗砂多、

２．５mm 礫少量含
良
好

ロクロナデ、カキメ、ナデ ツマミ径０．９
㎝

D３９
蓋 �１１７ 鈍黄橙色 ロクロナデ、ナデ

０２ ３５
須恵器

B２
古墳周溝 （２．３） 灰色 ０．５mm 以下

粗砂少量含
良
好

ヨコナデ D
２０８蓋 �１９まわり 赤灰色 ヨコナデ

０２ ３６
須恵器

B１
古墳周溝西側 １３．４ ３．８ 灰色 良

好
ロクロナデ、ナデ ツマミ径２．１

㎝
D７

蓋 �１６ 灰色 ロクロナデ

０２ ３７
須恵器

B２
古墳周溝拡張部 １２．８ ３．３ 灰黄色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ ツマミ径１．９
㎝

D５２
蓋 灰色 ロクロナデ、他不明

０２ ３８
須恵器

B２
古墳周溝 １３．０ ３．０ 灰色 良

好
ロクロナデ ツマミ径１．９

㎝
D１９

蓋 �１３４ 灰色 ロクロナデ、ケズリ

０２ ３９
須恵器

B１
古墳周溝西側 （１０．６） （３．５） 灰色 良

好
ロクロナデ、ナデ ツマミ径２．２

㎝
D４

蓋 �４２ 灰色 ロクロナデ

０２ ４０
須恵器

B２
古墳周溝 ９．１ ２．６ 灰色 緻密、１mm 以

下粗砂少量含
良
好

ヨコナデ D
２１５蓋 灰色 ヨコナデ、ケズリ

０２ ４１
須恵器

B２
古墳周溝 １２．２ ２．９ 鈍黄橙色 １．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D３２

蓋 �６ 灰黄褐色 ロクロナデ、ケズリ？

０２ ４２
須恵器

B２
古墳周溝拡張部 １５．２ ３．５ 灰色 １mm 以下

粗砂並量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D５９

蓋 灰色 ロクロナデ、ヘラキリ→ナデ？

０２ ４３
須恵器

B２
古墳周溝 １１．６ ３．９ 鈍黄橙色 １mm 以下

粗砂多量含
甘

ロクロナデ ツマミ径２．５
㎝

D３７
蓋 �２５４ 鈍黄橙色 ロクロナデ、ケズリ、ナデ

０２ ４４
須恵器

B１
古墳周溝西側 （１．９） 灰黄色

粗砂多量含 良
好

ヨコナデ D
１８１蓋 �１０ 黄灰色 ヨコナデ、ケズリ

０２ ４５
須恵器

B１
古墳周溝西側 １４．０ ４．６ 灰色 良

好
ロクロナデ ツマミ径４．１

㎝
D２

蓋 �３５ 灰色 ロクロナデ、ケズリ

０２ ４６
須恵器

B１
古墳周溝西側 １５．１ ５．７ 灰色 良

好
ロクロナデ ツマミ径２．５

㎝
D１

蓋 �４９ 灰色

０２ ４７
須恵器

B２
古墳周溝 １４．７ ４．８ 灰黄褐色 ２mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D６６

蓋 灰黄褐色 ロクロナデ、ヘラキリ→ナデ

０２ ４８
須恵器

B２
古墳周溝 （１４．４） （４．７） 灰黄色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D３８

蓋 �１２・１３２・２１０ 灰黄色 ロクロナデ、ヘラキリ→ナデ

０２ ４９
須恵器

B２
古墳周溝 １３．５ ４．６ 灰色 ２mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ
D６７

蓋 灰色 ロクロナデ、ヘラキリ→ナデ

０２ ５０
須恵器

B２
古墳周溝 １５．５ ４．２ 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ
D６８

蓋 灰色 ロクロナデ

０２ ５１
須恵器

B１
古墳周溝 １３．６ 灰色 良

好
ロクロナデ

D１１
蓋 灰色 ロクロナデ、ケズリ、ロクロナデ

０２ ５２
須恵器

B２
古墳周溝 １４．５ ３．８ 灰色 良

好
ロクロナデ D

１８８蓋 灰色 ロクロナデ

０２ ５３
須恵器

B２
古墳周溝 （１４．１） ４．２ 灰色 １mm 以下粗

砂やや多量含
良
好

ヨコナデ D
１７８蓋 灰色 ロクロナデ

０２ ５４
須恵器

B２
古墳周溝 （１３．１） ３．９ 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D４１

蓋 �２３９ 灰色 ロクロナデ、ケズリ、ヘラキリ→ナデ

０２ ５５
須恵器

B２
古墳周溝 １２．２ ４．１ 灰黄色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ
D５３

蓋 �１１５ 黄灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ ５６
須恵器

B１
古墳周溝西側 １２．５ ３．５ 灰色 良

好
ロクロナデ

D５
蓋 �２５ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ ５７
須恵器

B１
古墳周溝拡張部 ２０．８ （８．８） 灰色 良

好
ロクロナデ、タタキ

D９
甕 灰色 ロクロナデ、タタキ

０２ ５８
須恵器

B２
古墳周溝拡張部 （１３．６） （７．２） 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、タタキ
D５８

甕 灰色 ロクロナデ、タタキ

０２ ５９
須恵器

B２
古墳周溝 （９．４） 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ヨコナデ、タタキ D
１８４甕 �３２ 灰色 ヨコナデ

０２ ６０
須恵器

B２
古墳周溝 （１１．５） 灰色 １mm 粗砂多、６

mm 礫少量含
良
好

ロクロナデ、タタキ D
１８５甕 �３５ 灰色 ロクロナデ、タタキ

０２ ６１
須恵器

B１
古墳周溝拡張部 （９．２） 灰色 ３mm 礫微

量含
良
好

ヨコナデ D
２１９甕 灰黄色 ヨコナデ、カキメ

０２ ６２
須恵器

B２
古墳周溝 ３５．８ ６２．２ 灰色 良

好

ロクロナデ、タタキ
D３１

甕 �９・１４・１０７
・１１１・２１４ 灰色 カキメ、ロクロナデ、タタキ

０２ ６３
土師器

B２
古墳周溝 １２．７ （５．５） 鈍黄橙色 ２～０．５mm 粗砂

多、４mm 礫少、
赤色粒多量含

良
好

ヨコナデ、他摩耗
D
１７２ヨコナデ、ハケ甕 �１６４ 鈍橙色

０２ ６４
土師器

B１
古墳周溝西側 １７．７ ５．４ 灰白色 １．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ヨコナデ、ハケ D
１８０甕 �２４ 灰白色 ヨコナデ

０２ ６５
土師器

B２
古墳周溝 １５．５ ４．９ 鈍橙色 ０．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ヨコナデ、ハケ D
１７３甕 �２０４ 鈍橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ ６６
土師器

B２
古墳周溝 １６．７ （４．６） 浅黄橙色 ０．５mm 砂

粒多量含
良
好

ヨコナデ D
１４６甕 鈍黄橙色 ヨコナデ、ハケ

第１２表 遺物観察表２
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調査
年度

報告
番号

種 類
地 区

遺 構 口径（cm） 器高（cm） 色調（内）
胎 土 焼

成
調 整（内）

備 考
図化
番号器 種 層 位 底径（cm） 重量（ g ） 色調（外） 調 整（外）

０２ ６７
土師器

B２
古墳周溝 （２０．３） （４．０） 浅黄橙色 １．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ヨコナデ D
２１８甕 鈍橙色 ヨコナデ

０２ ６８
土師器

B２
古墳周溝 （１５．５） 浅黄橙色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

ヨコナデ、ケズリ他
D７１

甕カ 橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ ６９
土師器

B１
古墳周溝西側 （２２．７） ３．４ 浅黄橙色 ２．５mm 以下

砂礫多量含
良
好

ヨコナデ D
２０６甕 検出面 鈍橙色 ヨコナデ

０２ ７０
土師器

B２
古墳周溝 （２１．８） 浅黄橙色 １mm 大粗

砂多量含
良
好

ヨコナデ、ハケ、ケズリ
D３４

甕 �１ 浅黄橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ ７１
土師器

B２
古墳周溝 ２３．７ （１２．４） 浅黄橙色 １mm 程度

砂粒少量含
良
好

ケズリ D
１４７甕 浅黄橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ ７２
土師器

B１
古墳周溝西側 鈍黄橙色 １mm 以下細砂多、

２mm 粗砂少量含
良
好

ナデ D
１８６把手 鈍橙色 指ナデ

０２ ７３
土師器

B１
古墳周溝西側 浅黄橙色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ケズリ
把手径３．０㎝

D
１９５把手 �１９ 鈍黄橙色 ハケ、指頭圧痕

０２ ７４
土師器

B１
古墳周溝 鈍黄橙色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

摩耗
把手径３．４㎝

D
１９６把手 検出面 鈍黄橙色 指ナデ（指頭圧痕）

０２ ７５
土師器

B２
古墳周溝 浅黄橙

粗砂多量含 良
好

D
１９７把手 �１７５ 鈍橙色 ハケ、ナデ

０２ ７６
土師器

B２
古墳周溝 鈍黄橙色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

ケズリ D
１９８把手 �２５０ 橙色 強い指ナデ

０２ ７７
土師器

B２
古墳周溝 浅黄橙色 ３mm 礫微、１mm 以

下粗砂多、赤色粒含
良
好

ハケ
把手径３．６㎝

D
１９９把手 �２５２ 浅黄橙色 ハケ、指ナデ

０２ ７８
須恵器

B２
古墳周溝 灰白色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

タタキ→ナデケシ？ D
１８７把手 �１９ 灰白色 タタキ

０２ ７９
土師器

B１
古墳周溝拡張部 １１．８ ５．１ 浅黄橙色 ０．５mm 砂

粒少量量含
良
好

ミガキ？
D１８� ４．４ 浅黄橙色 ミガキ

０２ ８０
須恵器

B２
古墳周溝 （１７．６） （３．８） 鈍黄橙色 １mm 以下

粗砂多量含
甘

ロクロナデ
D４６

壺 �２２２ 鈍黄橙色 ロクロナデ

０２ ８１
須恵器

B２
古墳周溝 １４．７ （５．４） 灰色 良

好
ロクロナデ、タタキ

D２７
壺 �６５ 灰色 ロクロナデ

０２ ８２
須恵器

B２
古墳周溝西側 （６．７） 灰黄色 ０．５mm 以下

粗砂並量含
良
好

ロクロナデ
D５５

小型壺 ５．０ 灰白 ロクロナデ、ケズリ、ヘラキリ

０２ ８３
須恵器

B２
古墳周溝 ６．１ １０．１ 灰色 良

好
ロクロナデ、ナデ

D２３
小型壺 灰色 ロクロナデ、ナデ

０２ ８４
須恵器

B２
古墳周溝拡張部 １０．７ （６．５） 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ
D５７

小型甕 灰色 ロクロナデ

０２ ８５
須恵器

B１
古墳周溝西側 （１２．７） （４．４） 灰色 １mm 以下

粗砂少量含
良
好

ヨコナデ D
２０７短頸壺 灰色 ヨコナデ

０２ ８６
須恵器

B２
古墳周溝 ７．０ （７．６） 灰色 良

好
ロクロナデ

D２０
短頸壺 �１０６ 灰色 ロクロナデ

０２ ８７
須恵器

B２
古墳周溝 （５．９） 白灰色

甘 D２８
長頸壺 �５２ 白灰色

０２ ８８
須恵器

B２
古墳周溝 （１２．７） 白灰色

甘
ロクロナデ

D２９
長頸壺 �６０ 白灰色 不明

０２ ８９
須恵器

B２
古墳周溝 ９．６ １７．９ 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ
D３５

台付壺 �⑤・８５まわり
・２２４・２３０ １０．０ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ ９０
須恵器

B２
古墳周溝 １１．１ （３．０） 黄灰色 ３mm 礫微、

粗砂多量含
良
好

ヨコナデ D
１５１� 灰白色 ヨコナデ

０２ ９１
須恵器

B２
古墳周溝 （７．９） 灰色 ０．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ヘラナデ
D４８� �１５３ 灰色 ロクロナデ？ナデ

０２ ９２
須恵器

B２
古墳周溝 （６．２） 灰色 良

好
ロクロナデ

D２５� ６．４ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ ９３
土師器

B２
古墳周溝 （９．５）（１４．０） 鈍橙色 １mm 程度

砂粒少量含
良
好

ヨコナデ、ケズリ、ナデ D
１４５壺 �１１９ 鈍橙色 ヨコナデ、ハケ、ナデ

０２ ９４
須恵器

B２
古墳周溝 灰白色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

ヨコナデ
D４５

壺 灰色 ヨコナデ

０２ ９５
須恵器

B２
古墳周溝拡張部 （５．６） （９．２） 灰色 １mm 以下

粗砂並量含
良
好

ロクロナデ、横方向ナデ、指ナデ D
１８２提瓶 灰色 カキメ、横方向ナデ

０２ ９６
須恵器

B１
古墳周溝 （２１．７） 灰色 良

好
ロクロナデ、ナデ

D１５
提瓶 �③④ 灰色 カキメ

０２ ９７
須恵器

B１
古墳周溝 ８．７ （２６．０） 灰色 良

好
ロクロナデ

D１６
提瓶 �②③１４４４ 灰色 カキメ、ロクロナデ

０２ ９８
須恵器

B１
古墳周溝 （６．５）（１３．７） 灰白色 １．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、横方向ナデ D
１７５提瓶 �８ 灰色 ロクロナデ、ヨコナデ、カキメ

０２ ９９
須恵器

B２
古墳周溝（東） ８．４ ２３．５ 暗オリーブ灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、他不明 円形浮文（一
対）

D２２
提瓶 灰色 ロクロナデ、カキメ

第１３表 遺物観察表３
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調査
年度

報告
番号

種 類
地 区

遺 構 口径（cm） 器高（cm） 色調（内）
胎 土 焼

成
調 整（内）

備 考
図化
番号器 種 層 位 底径（cm） 重量（ g ） 色調（外） 調 整（外）

０２ １００
須恵器

B１
古墳周溝 （１５．０） 灰色 良

好
ロクロナデ

D１４
提瓶 �②④ 灰色 ロクロナデ、カキメ

０２ １０１
須恵器

B２
古墳周溝 ６．２ ２０．２ 暗青灰色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

ヨコナデ
D２４

提瓶 �８３・１０９～１１２まわり 暗青灰色 ヨコナデ、カキメ

０２ １０２
須恵器

B１
古墳周溝 ８．５ １７．９ 灰色 良

好
ロクロナデ、タタキ、ナデ

D１３
提瓶 �① 灰色 ロクロナデ、カキメ

０２ １０３
須恵器

B２
古墳周溝 ７．４ （２９．９） 橙色 １mm 以下細砂多、３

mm 以上礫少量含
不
良

ナデ、ヨコナデ
D２１

提瓶 橙色 ヨコナデ、カキメ

０２ １０４
須恵器

B２
古墳周溝 ８．７ ２９．４ 灰色 ０．５mm 以

下粗砂多量
含

良
好

ロクロナデ、ナデ、指頭圧痕、ヨコナデ
D４７

提瓶 �１５０まわり・１５４
・１５５・１６０まわり 灰色 ロクロナデ、カキメ

０２ １０５
須恵器

B１
古墳周溝 １２．７ １９．５ 灰色 良

好
ロクロナデ

D６５
平瓶 �１４・２５ 灰色 ロクロナデ、カキメ、タタキ

０２ １０６
須恵器

B２
古墳周溝 灰白色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ナデ D
２０２カマドカ 灰白色 タタキ、ナデ

０２ １０７
石製品

B２
古墳周溝 長３．３ 厚１．０ 淡黄

D６１
紡錘車 ③ 幅４．０ １３．０ 色

０２ １０８
土製品

B２
古墳周溝 長１０．０ 厚６．７ 鈍橙色 ２mm 以下

粗砂並量含
良
好

D
１７９羽口 �９４・１２３・１８９ 幅７．３ 灰白色

０２ １０９
須恵器

B１
P６９ １３．２ ４．０ 灰白色 １mm 以下細砂多、３

mm 以上礫少量含
不
良

ヨコナデ D
２０５坏身 １０．５ 灰白色 ヨコナデ

０２ １１０
土師器

B３
SK１ （１７．９） （３．４） 鈍黄橙色 ２mm 以下

粗砂多量含
良
好

摩耗
D７３

甕 鈍黄橙色 摩耗

０２ １１１
土師器

B３
SI１（SK１） （７．５） 赤灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ミガキ
D７２

高坏 橙色 ミガキ

０２ １１２
土師器

B３
SI１（SK１） １３．８ ７．０ 橙色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ナデ
ヘラ記号あり D６４

鉢 ５．１ 鈍黄橙色 ミガキ

０２ １１３
土師器

B３
SI１（SK１） １６．６ ６．１ 橙色 ２mm 以下

粗砂多量含
良
好

ヨコナデ、ミガキ
ヘラ記号あり D６３

鉢 ７．２ 灰褐色 ミガキ

０２ １１４
須恵器

B１
包含層 １５．３ ４．１ 灰色 良

好
ロクロナデ ツマミ径２．５

㎝
D１７

蓋 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ １１５
須恵器

B３
包含層 （８．７） ２．７ 灰黄色 ３mm 以下

粗砂多量含
良
好

ヨコナデ D
１５０蓋 黄灰色 ヨコナデ

０２ １１６
須恵器

B２
包含層 １２．４ ３．８ 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ヨコナデ D
１７７坏身 灰色 ヨコナデ

０２ １１７
石製品

B１
礫北横排土 長４．６ 厚１．１

石１
管玉 幅１．２ １２．１

０２ １１８
金属製品

B２
古墳 長４．３ 厚０．７

金３
刀子 幅１．４ ３．４

０２ １１９
金属製品

B２
古墳周溝拡張部 長４．２ 厚０．７

金２
？ 幅９．３ ７６．３

０２ １２０
金属製品

B１
礫溜まり近く 長１２．５ 厚１．６

金１
刀子 幅３．０ ２５．６

０２ １２１
須恵器

D１
P６ 灰色 良

好
ロクロナデ D

１９０有台坏 １１．９ 灰色 ロクロナデ

０２ １２２
土製品

D１
P７底＋１０cm 長４．５ 良

好
D
１３６土錘 幅１．４ ６．２ 鈍黄橙色

０２ １２３
陶製品

D５－９
検出面 長４．１ 良

好
D
１３４土錘 幅２．９ ３９．５ 鈍黄褐色

０２ １２４
石製品

D５－９
検出面 径３．９ 厚１．６ 良

好 凝灰岩
D
１３５紡錘車 ２９．９ 灰白色

０２ １２５
須恵器

E４
SI１（SK４） １３．９ ４．２ 灰黄色 １mm 以下

細砂並量含

ヤ
ヤ
甘

ロクロナデ、ナデ D
１２７坏身 �４ 鈍褐色 ロクロナデ

０２ １２６
須恵器

E４
SI１南端（SK４） １４．６ ４．２ 鈍黄橙色 ２～３mm

粗砂少量含

ヤ
ヤ
甘

ロクロナデ、ナデ D
１３８坏身 灰黄色 ロクロナデ

０２ １２７
須恵器

E４
SI１（SK４） １４．６ ７．７ 灰白色 １mm 粗砂少、３

mm 粗砂微量含

ヤ
ヤ
甘

ヨコナデ D
１２９高坏 �６ １０．６ 黄灰色 ヨコナデ、カキメ

０２ １２８
須恵器 E４／E４

・５

SI１南 半（SK４）／
SI１北半 灰色 良

好

ロクロナデ D
１６３短頸壺 灰色 ロクロナデ

０２ １２９
土師器

E４
SI１（SK４） １８．４ 鈍黄橙色 ２mm 以下

粗砂多量含
良
好

ヨコナデ、ケズリ→指ナデ D
１２６甕 �２他 鈍黄橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ １３０
土師器

E４
SI１（SK４）検出面 ２３．５ 浅黄橙色

粗砂並量含 良
好

ヨコナデ、カキメ D
１２８甕 鈍橙色 ヨコナデ、カキメ

０２ １３１
須恵器

E１２
SK１（SK４） １２．６ ２．７ 灰白色 １mm 前後

粗砂並量含
良
好

ロクロナデ D
１３９坏蓋 灰白色 ロクロナデ、ヨコ、ケズリ、ナデ

０２ １３２
須恵器

E８／E８
SK３／SD２ （３６．０） 灰色 １mm 粗砂

少量含
良
好

ロクロナデ、カキメ→タタキ D
１２２器台 灰色 ロクロナデ、タタキ→ナデ
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調査
年度

報告
番号

種 類
地 区

遺 構 口径（cm） 器高（cm） 色調（内）
胎 土 焼

成
調 整（内）

備 考
図化
番号器 種 層 位 底径（cm） 重量（ g ） 色調（外） 調 整（外）

０２ １３３
土師器

E５
SK６ ８．７ １．９ 鈍黄橙色 ２～３mm

粗砂少量含
良
好

摩耗 D
１２５� ６．０ 浅黄橙色 摩耗

０２ １３４
須恵器

E５
SK６ １４．６ ３．２ 浅黄色

甘
ロクロナデ D

１９１坏 １１．０ 浅黄色 ロクロナデ

０２ １３５
須恵器

E２
SK７（SX２） １２．４ 灰色 良

好
ロクロナデ D

１９３蓋 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ １３６
土師器

E７
SD２ １３．５ 浅黄橙色 ２mm 以下

粗砂多量含
良
好

カキメ D
１２４甕 浅黄橙色 ロクロナデ、カキメ

０２ １３７
須恵器

E２
SD３ 灰色 良

好
ロクロナデ D

２０９有台坏 １０．２ 灰色 ロクロナデ

０２ １３８
須恵器

E９
P１ １３．０ ４．９ 灰黄色 ２～３mm 粗砂、１

mm 細砂少量含
良
好

ロクロナデ D
１２１高坏蓋 灰色 ロクロナデ

０２ １３９
須恵器

E１０
P７ １２．４ ３．７ 灰色 １mm 粗砂

少量含
良
好

ロクロナデ D
１４０無台坏 ８．４ 灰色 ロクロナデ、ヨコ、ケズリ

０２ １４０
土師器

E７
P４２ １６．７ 浅黄橙色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ハケ D
１２３甕 浅黄橙色 摩耗

０２ １４１
須恵器

E７
P４２ ２３．２ 浅黄橙色 １mm 砂粒

少量含
甘

ヨコナデ、ナデ、タタキ D
１４８甕 浅黄橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ １４２
須恵器

E３
P５０ 灰白色

甘
ロクロナデ D

１４９有台坏 ９．９ 灰白色 ケズリ

０２ １４３
土師器

F２
SI３ １９．０ （２６．５） 鈍黄橙色 １mm 以下細砂多、

２mm 粗砂少量含
良
好

ヨコナデ、ケズリ D
１０６甕 �５他 鈍黄橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ １４４
土師器

F２
SI３ １８．９ ３１．３ 浅黄橙色 ０．５～１mm

砂粒多量含
良
好

ヨコナデ、ナデ、ケズリ D
１０７甕 �４・５ １０．７ 鈍橙色 ヨコナデ、ハケ、ナデ

０２ １４５
須恵器

F２
SI３ １４．６ （５．５） 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、同心円タタキ D
１０５壺 �４他 灰色 ロクロナデ、タタキ

０２ １４６
須恵器

F８
P３２ （９．０） 灰色 ０．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ナデ、ロクロナデ D
１０８� ３．５ 灰色 ナデ、ロクロナデ、ケズリ→ナデ

０２ １４７
須恵器

F９
SK７ （１４．６） ４．７ 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ D
１０９蓋 ８．８ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ １４８
須恵器

F９
SK７ １２．２ ５．０ 灰色 １．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ D
１１９坏身 ８．５ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ １４９
須恵器

F９
SK７ （１１．１）（１１．４） 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ？ D
１２０高坏 灰色 ロクロナデ、ナデ、カキメ

０２
１５０
－１

土製品
F１２

古墳１ ２１．２ （３．９） 黄橙色 １mm 以下の粗砂多、
気泡有、赤色粒含む

並
摩耗 D

２０１埴輪 墳丘部 浅黄橙色 摩耗

０２
１５０
－２

土製品
F９

古墳１ （８．７） 橙色 １mm 以下の粗砂多、
気泡有、赤色粒含む

並
摩耗 D

２０１’埴輪 周溝 橙色 ハケ

０２
１５０
－３

土製品
F１２

古墳１ （６．７） 橙色 １mm 以下の粗砂多、
気泡有、赤色粒含む

並
摩耗 D

２０１’’埴輪 橙色 摩耗

０２ １５１
土製品

F１１
古墳１ 灰黄に近い灰色 ２mm 以下の粗砂並、

３～４mm 礫少
良
好

ハケ、不定方向ナデ D
１１０埴輪 墳丘部 鈍褐色 ハケ、貼付突帯、透孔、ヨコナデ、ヘラ描写

０２ １５２
須恵器

F１２
古墳１ １２．４ （１．５） 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ D
１１５蓋 灰黄色 ロクロナデ、ケズリ、ロクロナデ

０２ １５３
須恵器

F１１
古墳１ （１２．０） ２．５ 灰黄色 ０．５mm 以下

粗砂多量含

ヤ
ヤ
甘

ロクロナデ D
１１３無台坏 ９．１ 灰黄色 ロクロナデ

０２ １５４
須恵器

F１２
SD２ （１４．０） ２．９ 鈍黄橙色 １mm 以下

粗砂多量含
不
良

ロクロナデ D
１１８無台坏 （１０．１） 鈍黄橙色 ロクロナデ

０２ １５５
須恵器

F１０
古墳１ （１３．７） ３．４ 灰色 １．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ D
１１２無台坏 （１０．４） 灰色 ロクロナデ

０２ １５６
須恵器

F１２
古墳１ １０．３ ３．６ 灰色 ０．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ D
１１７坏身 �４ ７．３ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ １５７
須恵器

F１１
古墳１ １３．５ ５．５ 灰色 １mm 以下

粗砂並量含
良
好

ロクロナデ D
１１１坏身 墳丘部 ８．８ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ １５８
須恵器

F１０
古墳１ １２．１ （７．４） 灰色 １mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ、ナデ D
１１６高坏 �１１他 灰色 ロクロナデ、ケズリ→ナデ、カキメ

０２ １５９
須恵器

F１２
古墳１ （１１．２） 灰色 ０．５mm 以下

粗砂多量含
良
好

ロクロナデ D
１１４壺 灰色 ロクロナデ

０２ １６０
須恵器

G３
SI１ １２．９ ４．９ 灰色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

ヨコナデ、一部ナデ
D７７

蓋 灰色 ヨコナデ、ヨコ、ケズリ

０２ １６１
須恵器

G３
SI１ （４．５） 灰色 良

好
ロクロナデ、ナデ D

１６２蓋 検出面 １６．０ 灰色 ロクロナデ、ナデ

０２ １６２
須恵器

G３
SI１ （１４．３） （５．６） 灰白色 １mm 以下

細砂並量含
ヨコナデ、ナデ

D７８
高坏 灰白色 ヨコナデ、ヨコ、ケズリ

０２ １６３
土師器

G３
SI１ １６．８ （１０．０） 鈍黄橙色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

ヨコナデ、ナデ、ケズリ
D７９

甕 鈍黄橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ １６４
土師器

G５
SI２ １２．７ （４．３） 橙色 ２mm 以下

粗砂多量含
良
好

ヨコナデ？、ミガキ
D７６

高坏 鈍黄橙色 ヨコナデ、ミガキ？
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調査
年度

報告
番号

種 類
地 区

遺 構 口径（cm） 器高（cm） 色調（内）
胎 土 焼

成
調 整（内）

備 考
図化
番号器 種 層 位 底径（cm） 重量（ g ） 色調（外） 調 整（外）

０２ １６５
土師器

G５
SI２ １９．６ ３０．５ 橙色 ０．２mm 砂

粒多量含
良
好

ヨコナデ、ナデ、ケズリ
D７５

甕 橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ １６６
須恵器

G７
SI３ （１５．８） ６．７ 灰色 １mm 以下細砂

多、２mm 粗砂、
４mm 礫少量含

ヨコナデ
D７４

有台坏 灰色 ヨコナデ

０２ １６７
土師器

G７
SI３ （４．３） 灰黄色 １mm 程度

砂粒少量含
良
好

不明 D
２１３鍋 灰黄色 不明

０２ １６８
須恵器

G８
SK１２ （１．９） 灰色 良

好
ロクロナデ D

１６８蓋 �１９他 １３．０ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ １６９
須恵器

G８
SK１２ （８．８） （２．９） 灰黄色

粗砂並量含 良
好

ロクロナデ D
１０１蓋 暗褐粘 灰黄色 ロクロナデ、カキメ

０２ １７０
須恵器

G８
SK１２ （１．７） 灰色 良

好
ロクロナデ D

２１６蓋 暗褐粘 １１．８ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ １７１
須恵器

G８
SK１２ １２．４ ２．９ 灰色 良

好
ロクロナデ ツマミ径２．１

㎝
D
１５３蓋 灰色 ロクロナデ

０２ １７２
須恵器

G８
SK１２ １２．３ ４．０ 黄灰色 良

好
ロクロナデ

D９６
蓋 ６．４ 黄灰色 ロクロナデ

０２ １７３
須恵器

G８
SK１２ １３．５ ４．５ 灰黄褐色

粗砂並量含 良
好

ロクロナデ
D９７

蓋 灰黄褐色 ロクロナデ

０２ １７４
須恵器

G８
SK１２ １３．３ ４．１ 灰色 良

好
ロクロナデ D

１００蓋 ６．４ 灰色 ロクロナデ

０２ １７５
須恵器

G８
SK１２ （１３．６） ４．０ 灰色

粗砂多量含 良
好

ロクロナデ
D９９

坏身 �１６ （７．６） 灰色 ロクロナデ

０２ １７６
須恵器

G８
SK１２ （６．２） 灰色 良

好
ロクロナデ D

２００高坏 検出面 灰色 ロクロナデ

０２ １７７
須恵器

G８
SK１２ ６．４ ５．８ 灰色

粗砂並量含 良
好

ロクロナデ D
１０３短頸壺 暗褐粘 ２．８ 灰色 ロクロナデ、ケズリ

０２ １７８
須恵器

G８
SK１２ （１２．６）（１０．０） 灰黄色 粗砂、礫並

量含
良
好

ロクロナデ
D９５

短頸壺 暗褐粘 灰黄色 ロクロナデ、カキメ

０２ １７９
土師器

G８
SK１２ １５．６ ５．６ 黒色

粗砂多量含 良
好

ナデ→ミガキ、内黒 D
１０４高坏 鈍橙色 ナデ→ミガキ、、ケズリ

０２ １８０
土師器

G８
SK１２ １０．０ ５．９ 浅黄橙色 ０．５mm 砂

粒多量含
良
好

不明 D
１６９� 暗褐粘 浅黄橙色 不明

０２ １８１
土師器

G８
SK１２ １３．２ （３．６） 鈍黄橙色 ０．２～０．５mm

砂粒多量含
良
好

ヨコナデ、ハケ、ナデ D
１６０甕 鈍橙色 ヨコナデ

０２ １８２
土師器

G８
SK１２ １１．４ （５．４） 褐灰色 良

好
ヨコナデ、ナデ D

１５９甕 鈍黄橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ １８３
土師器

G８
SK１２ （１３．０） （４．２） 浅黄橙色

粗砂多量含 良
好

ヨコナデ、ケズリ
D９８

甕 �１８ 鈍橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ １８４
土師器

G８
SK１２ １３．８ （５．０） 鈍橙色 ０．２～０．５mm

砂粒多量含
良
好

ヨコナデ、ナデ D
１５８甕 暗褐粘 鈍橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ １８５
土師器

G８
SK１２ １９．６ （５．４） 灰白色 ０．２mm 砂

粒多量含
良
好

ヨコナデ D
１６７甕 最下層 灰白色 カキメ、ヨコナデ？

０２ １８６
土師器

G８
SK１２ （２５．８） （８．２） 鈍黄橙色 ０．５mm 砂

粒多量含
良
好

ヨコナデ、ナデ D
１５４甕 暗褐粘 鈍黄橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ １８７
土師器

G８
SK１２ （１８．６）（１５．０） 鈍褐色

粗砂並量含 良
好

ヨコナデ、ケズリ D
１０２甕 暗褐粘 橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ １８８
須恵器

G８
SK１ １０．４ ４．２ 黄灰色

粗砂並量含 良
好

ロクロナデ
D９３

坏身 ６．７ 黄灰色 ロクロナデ

０２ １８９
須恵器

G８
SK１ １０．６ ４．０ 灰白色 良

好
ロクロナデ、ナデ D

１６６坏身 ７．０ 灰白色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ １９０
須恵器

G８
SK１ １０．７ ４．６ 鈍黄橙色 粗砂、礫並

量含
良
好

ロクロナデ
D８９

坏身 �１０ ７．６ 鈍黄橙色 ロクロナデ

０２ １９１
須恵器

G８
SK１ １０．０ （３．３） 灰色 良

好
ロクロナデ D

１５７高坏 灰色 ロクロナデ

０２ １９２
須恵器

G８
SK１ （６．４） 灰白色 １mm 以下

細砂並量含
良
好

ヨコナデ？
D８１

高坏 ８．５ 灰白色 ヨコナデ

０２ １９３
須恵器

G８
SK１ ６．８ ４．２ 灰色 良

好
ロクロナデ D

１５６蓋 １１．２ 灰色 ロクロナデ、ロクロナデ、ケズリ

０２ １９４
須恵器

G８
SK１ １１．０ ４．３ 灰黄色 緻密、２mm 礫少、

１mm 以下粗砂
並、赤色粒量含

良
好

ヨコナデ D
２１４蓋 ９．０ 灰色 ヨコナデ、ケズリ

０２ １９５
須恵器

G８
SK１ １１．３ ４．４ 灰黄色

粗砂多量含 良
好

ロクロナデ
D９０

坏身 �１４ ６．０ 灰黄色 ロクロナデ

０２ １９６
須恵器

G８
SK１ （１２．４） ４．１ 灰黄色 粗砂、礫並

量含
良
好

ロクロナデ
D８７

坏身 �４ （６．６） 灰黄色 ロクロナデ

０２ １９７
須恵器

G８
SK１ １１．３ ４．４ 灰色

粗砂並量含 良
好

ロクロナデ
D９１

坏身 ６．８ 灰黄色 ロクロナデ
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調査
年度

報告
番号

種 類
地 区

遺 構 口径（cm） 器高（cm） 色調（内）
胎 土 焼

成
調 整（内）

備 考
図化
番号器 種 層 位 底径（cm） 重量（ g ） 色調（外） 調 整（外）

０２ １９８
須恵器

G８
SK１ １１．１ ４．３ 灰白色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

ヨコナデ、ナデ
D８４

坏身 �１２ 灰色 ヨコナデ、ヨコ、ケズリ

０２ １９９
土師器

G８
SK１ １０．８ ４．９ 灰黄色 １mm 以下細砂多、２

～３mm 細砂少量含
良
好

ヨコナデ、荒いミガキ
D８５� �８ 灰黄色 ナデ

０２ ２００
土師器

G８
SK１ （７．４） 浅黄橙色 １mm 細 砂 多、２

mm 粗砂少量含
良
好

摩耗
D８３

高坏 �１５ １１．３ 浅黄橙色 ミガキ

０２ ２０１
土師器

G８
SK１ １５．４ （６．１） 鈍橙色 ０．５mm 砂

粒多量含
良
好

ヨコナデ、ハケ、ナデ D
１７０甕 鈍褐色 ヨコナデ、ハケ

０２ ２０２
土師器

G８
SK１ １４．２ （４．４） 浅黄橙色 ０．２mm 砂

粒多量含
良
好

ヨコナデ、ナデ D
２１２甕 鈍橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ ２０３
土師器

G８
SK１ （１８．６）（１２．０） 浅黄橙色

粗砂多量含 良
好

ヨコナデ、ケズリ
D９２

壺 浅黄橙色 ヨコナデ、ハケ

０２ ２０４
土師器

G８
SK１ ２０．１ 橙色 １mm 以下細砂多、

２mm 粗砂少量含
良
好

ケズリ
D８６

甕 �９ 橙色 摩耗

０２ ２０５
土師器

G８
SK１ （２７．３） 灰黄褐色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

ヨコナデ、ナデ
D８２

堝 �３ 灰黄褐色 ヨコナデ

０２ ２０６
土師器

G８
SK１ ３６．１ ７．２ 灰黄褐色

粗砂多量含 良
好

ケズリ
D８８

鉢 �１１ 灰黄褐色

０２ ２０７
土師器

G８
SK１ （１２．８） 浅黄橙色 １mm 程度

砂粒少量含
良
好

ケズリ D
１５２甕 浅黄橙色 ハケ、ナデ

０２ ２０８
須恵器

G８
SK２ １８．６ ３．８ 白灰色 ロクロナデ D

１９４蓋 白灰色 ロクロナデ

０２ ２０９
須恵器

G７
P６ ９．４ （３．１） 灰色 良

好
ロクロナデ D

２１７壺 灰色 ロクロナデ

０２ ２１０
須恵器

G６
P１２ （２．０） 灰色 良

好
ロクロナデ D

１５５坏身 ７．０ 灰色 ロクロナデ

０２ ２１１
須恵器

G６
P１２ （１６．８） ２．６ 灰黄色

粗砂並量含 良
好

ロクロナデ
D９４

皿 １４．０ 灰黄色 ロクロナデ

０２ ２１２
土師器

G６
P１２ （４．０） 鈍黄橙色 １mm 程度

砂粒少量含
良
好

ハケ、ナデ、ヨコナデ、ケズリ D
１６５台付鉢 鈍黄橙色 ヨコナデ

０２ ２１３
須恵器

G２
検出面 １５．０ ３．９ 灰白色 １mm 以下

細砂多量含
良
好

ヨコナデ、ナデ
D８０

有台坏 １０．３ 暗青灰色 ヨコナデ、ヨコ、ケズリ

０２ ２１４
須恵器

G
表採 １１．２ ５．０ 灰黄色 １mm 前後

粗砂並量含
良
好

ロクロナデ D
１３７無台坏 ７．８ 灰黄色 ロクロナデ、ケズリ

第１７表 遺物観察表７
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第７章 平成１５・１６年度調査

第１節 調査の概要

１ 調査に至る経緯と経過

平成１５・１６年度の２ヶ年調査は、これまでの北陸本線東側の調査から西側の月津町・扇原町地内に

移った。月津町・扇原町の事業地には矢田野遺跡及び矢田借屋古墳群が含まれており、事業は同じく

県営ほ場整備事業（矢田野台地地区）に係るものである。本調査は平成１５・１６年度に石川県教育委員

会から財団法人石川県埋蔵文化財センターに委託され、農道整備に伴い遺跡が損壊を受ける８７０㎡（１５

年度）・１３０㎡（１６年度）を対象に実施した。

平成１５年度調査は調査部調査第２課和田龍介、林大智が担当し、平成１５年７月７日～９月２５日にか

けて実施した。調査区は A～D 区にあたる。

平成１６年度調査は調査部調査第２課白田義彦、荒木麻里子が担当し、平成１６年６月２４日～７月２１日

にかけて実施した。調査区は E・F 区にあたる。

２ 調査の概要

本調査区は矢田野遺跡・矢田借屋古墳群に位置する４箇所である。矢田借屋古墳群は矢田野遺跡の

第１３１図 平成１５・１６年度調査位置図
（S＝１／２５，０００）

第１３２図 平成１５・１６年度調査区
（S＝１／２，０００）

第１節 調査の概要
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範囲中に含まれており、A・B 区が矢田借屋古墳群、C～F 区が矢田野遺跡に相当する。本遺跡の位

置する月津台地は、後世の開発・農地整備等による地形改変・損壊が著しく、３基検出された古墳も

墳丘を削平されわずかに周溝が確認できたのみであった。

A・B 区では計２基の古墳を検出した。この内 A 区の古墳は、小松市平成１３年度調査分の矢田借

屋１５号墳の延長部分に相当し、本報告でも１５号墳として扱う。さらにその北東側では、１１号墳の延長

が想定されたが、削平などが著しく確認できなかった。基本的に古墳時代の遺構が残っていたのは調

査区南端から１０～１２m ほどで、それ以北は削平・埋め立て等により遺構を確認できていない。B 区

で検出された周溝の一部は未発見の古墳であり、新たに１８号墳とした。B 区は調査区が台状に残る地

区で、その周囲は削平により約２m ほど現地形が下がっていた。谷部に向かう南北のトレンチを設

定し、削平部分も遺構確認を行ったが全く遺構・遺物共に確認されなかった。

C 区は現農道部分を調査対象としているが、一部で削平や自動車の通行により遺構面が損壊してお

り、わずかに旧地形を残す部分で竪穴住居１棟を確認した。この竪穴住居も上部をかなり失っており、

検出面から床面までわずか２０cm ほどであった。

D 区はこれらの中では最も遺存状況のよい調査区であった。住居などは確認されず、土坑やピット、

小溝などが確認されている。またこの調査区では古代の遺物を出土している。

E 区は C 区で対象とした農道の南側延長、現市道との合流部分を調査した。この調査区も後世の

０ ３０m

第１３３図 矢田借屋古墳群古墳配置模式図（S＝１／５００）
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撹乱による損壊が著しかったが、古墳の周溝と思われる溝を確認している。

F 区は C 区の西側延長部分と、現地形の台地端部を調査した。C 区では検出しきれなかった竪穴

住居の延長部分を確認したが、その他の大部分は散漫な遺構の分布を示している。

本報告では遺構図１／８０、断面図１／４０、遺物１／３の縮尺とした。断りのない限りはこの縮尺で

示す。

第２節 遺構と遺物

１．A 地区の調査

矢田借屋１５号墳

［規模］１５号墳は前述のように小松市調査分から延長する。周溝および主体部は造り替えが認められ

た。SD０１、SD０２、SK０１で構成され、SD０１を埋め立てて SD０２・SK０１が構築される。周溝は調査区

東端から西端を結び、わずかに弧を描いて巡る。規模は全体の約８分の１ほどと極めて狭い範囲のた

め想定が難しいが、小松市調査区分と合成すると約１１～１２m ほどが想定される。平面プランからは

墳形は円墳と考えられる。墳丘は削平を受け失われている。

［周溝］周溝は SD０１・SD０２の２条を検出した。合流部分が撹乱により損壊を受けていたため層序で

の切り合いを確認できなかったが、遺構面やわずかに残った合流部の土層観察から SD０１→SD０２の先

後関係を確認した。

SD０１は旧１５号墳周溝で、緩やかに弧を描きながら調査区南端～北端を結び、溝幅１．８m、黄褐色土

地山面から溝深０．６～０．６５m を測る。南端部分で後述する SK０１が埋没後に構築されている。埋土は

地山粒・ブロックを含む暗茶褐色～暗茶灰色土である。SD０２に比して複雑な堆積を示しており、人

為的な埋め立てを想定できる。遺物は２～４が出土している。有台杯（３）は表土～撹乱付近の出土

で８世紀中葉に想定されよう。杯（２）は TK４３式期併行だが、当該期の在地窯に見られる成形・調

整の粗雑化が目立つ。

SD０２は新１５号墳周溝で、SD０１の北側に弧を描き、SD０１を切りながら南側へ続く。SD０１合流部付

近からややきつい弧を描くようである。切り合い箇所については撹乱が著しく、明確に層序で示すこ

とはできなかった。溝幅１．５～１．６m、検出面よりの溝深０．６m を測る。埋土は地山粒・ブロックを含

む暗茶褐色～暗茶灰色土で、堆積状況から自然埋没と見ることができる。遺物は図示し得るものはな

く、細片がごくわずか出土したのみである。

［主体部］新１５号墳の主体部と考えられる SK０１を検出した。SK０１は SD０１のほぼ中央部分、埋め立

て後に構築される。ほぼ南北に軸を有し、長辺は一部を確認したのみであるが、短辺１．２～１．２５m、

残存長辺２．２５m、坑深０．４m を測る。礫敷・粘土殻等の主体部構造を示すような傍証を得られなかっ

たが、SD０１掘り下げ時に平面プランとして確認できたため主体部と判断した。南端には須恵器小型

甕（１）が正位でほぼ坑底付近に配置されていた。甕（１）は口縁部の一部を欠損する他はほぼ完形

品で、胴部上半に最大径を有する。

［築造年代］小松市調査分の詳細が不明のため明言できないが、杯（２）を起点とするならば古墳４

様式�－２期（TK４３併行期）に、SD０１埋め立て・SD０２構築（１５号墳造り替え）を求めることがで

第２節 遺構と遺物
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きよう。

その他の A 区遺構

借屋１５号墳を除くと、A 区では目立った遺構が無く東側（谷部）に向かうにつれ遺構は希薄とな

っていく。１５号墳東側の P３からは須恵質の円筒埴輪片（６）が出土している。灰褐色～茶褐色を呈

し、凸帯部分にあたる。他にも調査区出土で土師質（７）・須恵質（８）の円筒埴輪小片が出土して

いる。調査区西端から１５m 付近にある逆 C 状の溝は近代以降の小規模な建物基礎と考えられる。P１

からは不明石製品（５０）が出土している。凝灰岩製で表面は丁寧に研磨され、横方向に４条の鋭利な

刻みが施される。下端の両凸基部には摩滅痕と思しき抉りがあり、あるいはひも状のもので吊り下げ

たかもしれない。下面には２つの非貫通孔が穿孔されるが、位置はバラバラである。陽物あるいは石

仏などが想定されるが、時期不詳である。

２．B 区の調査

矢田借屋１８号墳

［規模］周溝のみの遺存で、調査区を北－南に結び緩やかに弧を描いて横断する。検出が全体の８分

の１以下と思われるため全体規模の想定は難しい。

［周溝］周溝は SD０３を検出した。溝幅２．２～２．３m、溝深０．３m 前後で、上部は墳丘も含めてかなり

削平を受けていることが推測される。埋土は暗灰褐色粘質土・濁橙褐色粘土の層で、自然堆積と考え

られる。遺物は９～１４が出土している。平瓶（１０）（１１）は時期の異なる２個体がほぼ同一レベルで

出土した。（１０）がやや扁平な球胴部にボタン状鈕を付すのに対し、（１１）では球胴気味の体部に粘

土紐の環状鈕を付す。また口頸部の胴部への取り付き方も、（１０）では天井平坦部に付けるのに対し、

（１１）では屈曲の始まる肩部に取り付く。（１１）の個体の方が新相を示し、あるいは後代の混入かも

しれない。長頸瓶（９）は下半分を欠損する。胴部上半に最大径を持ち、ゆるやかに屈曲して頸部に

続く。胴部２条・３条の沈線区画帯に刻み目を有する。無蓋高杯（１３）は杯と脚部の接合部付近を欠

損する。脚部の透孔は丁寧に切り取られており、長脚二段透孔の形状をとるものと考えられる。杯部

は下半部に２条のシャープな凸帯を有し、凸帯間は無文である。

［築造年代］周溝内出土の９～１１はほぼ同層位・レベルで出土しており、９・１１～１４が古墳時代４様

式�期（TK４３～TK２０９併行）、１０はかなり下がって古代�期相当の様相を示す。１０を埋没時の混入と

見なせれば、借屋１５号墳とほぼ同時期かわずかに新しい築造年代観を与えることができよう。

その他の B 区遺構

SK０２は黒褐色土単層、地山粒を混入することから借屋１８号墳と時期は異なる。北東側にほぼ南北

に軸を持つ道路状遺構は、両側に側溝を有し幅員は約１．５m である。調査区南側の現道とほぼ並行す

ることや、上面に砂粒・小礫を敷いた痕跡が見えることから少なくとも近代以降の所産と考えられる。

B 区調査区出土遺物は、小片だが二面平頭風字硯（１５）、把手（１６）が出土する。

第７章 平成１５・１６年度調査
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３．C・F 区の調査

竪穴住居 SI０１

C・F 区南端に位置し、平成１５年度調査 C 区で大部分を、平成１６年度調査 F 区で西端を調査した。

西コーナーのみ調査区外にのび、全形を明らかにし得なかった。北西辺に L 字型カマドを有する特

異な住居である。

［規模］一辺７．６m のほぼ方形を呈する。上面の大部分を削平により失っており、検出面から床面ま

での深度は最大で０．２m 弱であった。構造は４本柱で、柱穴規模は０．６～０．８m、柱間は東西間（P１

－P２）３．９m、南北間（P２－P３）４．１m である。

［構造］L 字型カマドは北西辺に焚き口を持ち、焚き口の西側にカマド袖から連続する壁を、東側に

カマド袖から L 字に曲がる壁を構築し、住居壁との間を煙道として北コーナーより排煙する構造を

持つ。煙道は崩落した土（被熱赤化した橙茶～暗橙色土）で埋まっていた。埋土には定量の地山粒・

焼土粒・炭化物粒が含まれる。煙道長は２．９m（残存長）である。カマドは上面構造物を失っており、

被熱硬化した床面の範囲を想定した。焚き口幅は０．６m である。住居煙道口から北に延びる溝は戸外

煙道ではなく、近代の農道につく溝である。この溝によって煙道口は損壊している。

床面は住居の中央部（図上破線範囲）に硬化面が認められ貼床と認識した。貼床土は濁橙褐色土で、

わずかに炭化物粒を含む。また東西両端近く、貼床を切り込む形で大型の土坑 SK０１・０２を確認した。

いわゆる「床下土坑」と呼ばれるタイプのもので、湿気対策等が指摘されている。

［遺物］散漫な出土で、須恵器供膳具が中心である。杯蓋は杯 A 蓋（１７・１８・２３）および杯 B 蓋（２１）

が出土する。１７は浅身タイプで、口縁部外縁に明確な稜を有する。天井部はロクロヘラキリをそのま

ま残し、肩部ロクロケズリ、肩～口縁部をロクロナデ調整する。１８は深身タイプで、口縁部外縁に弱

い稜を有する。天井部はヘラキリ後粗雑なヘラケズリ、肩～体部ヘラケズリ、口縁部付近をロクロナ

デ調整する。１７・１８ともカマド焚き口付近での出土である。２１は扁平な鈕が付く杯 B 蓋で、天井部

は丁寧なカキメが施される。貼床下よりの出土。杯身（１９）は口縁部がやや外反しながら内径し、受

けが基部に凹みを持ち長くなる。底部が欠損するため全体の調整は不明。高杯脚部（２４）は台部が前

代のようにラッパ状に広がらず、また透孔の作り出しも粗雑である。また図示されていないが、竪穴

覆土全域にわたり鉄滓粒？と思しき鉄粒を確認できた。柱穴 P１では小鉄滓が出土している。

［築造年代］貼床下出土の杯蓋（２１）・短頸壺（２２）が築造当初の遺物と考えられ、他の遺物などか

らも古代�－１期（七世紀第１四半～第２四半期）に想定することができる。

その他の C・F 区遺構

SI０１南東、調査区コーナーで SI０１覆土に類似した深い落ち込み状の遺構を確認した。竪穴住居の

可能性がある。C 区 P１３西側で、被熱赤化した焼土範囲を確認した。周辺を精査したが、住居等には

ならなかった。P１３内からは甕片（３７）が出土する。同じく C 区 P０８から赤彩土師器（３６）P３３から

は無台杯（３８）のような古代の遺物が出土している。３８は古代�～�期であろうか。

調査区出土遺物では、表土および竪穴検出時に２６～３３が出土した。ほぼ竪穴の年代に相当する遺物

である。F 区台地端では縄文土器（３９）が出土した。底部に網代圧痕を持ち、時期等不詳である。ま

た F 区では古代の遺物の出土が目立ち、P８から赤彩土師器椀（３６）、P３０・３３から無台杯（３８）が出

土している。D 区の古代遺物と併せ、谷東側に古代の遺跡が存在することを窺わせている。

第２節 遺構と遺物
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４．D 区の調査

D 区では特殊な遺構は確認されず、ピット・土坑などが検出された。遺物が少ないため時期を特定

し難いが、他調査区の古墳時代の埋土に類似する遺構では焼土粒・炭化物粒などが含まれる傾向にあ

った。D 区南端の SK０１は大型の土坑だが、暗褐色土を主体とする覆土の全域から地山粒・ブロック

が見られる。調査時は風倒木痕と認識していたが、堆積状況などから近世～近代の貯蔵穴であった可

能性がある。SK０５は略長方形を呈する大型土坑で、覆土上層で焼土粒・炭化物粒の集中が見られた。

調査区中央を東西に横断する SD０１～０３は暗褐色土の単層覆土で、SK０１などと同時期の新しい時期の

遺構であろう。遺物の出土は散漫で、古墳時代の遺物や古代の遺物などが含まれる。

５．E 区の調査

E 区は、農道整備前は造園業に伴う土地利用であったらしく、遺構面のかなりが木根・抜根跡・竹

根などにより損壊していた。遺構は矢田野古墳群に含まれる古墳周溝 SD０１を確認している。SD０１は

調査区北西壁～南西壁を弧を描きながら結び、溝幅１．４m、溝深は最大で０．２m ほどと上面の大半を失

っている。覆土は矢田借屋古墳群とは異なり灰褐色砂質土であったが、上面を損壊しているため判断

材料にはならない。周溝規模は復元直径で１２～１３m ほどになるだろうか。遺物が出土せず、時期を

特定するには至らなかった。E 区遺構検出時に大甕（４８）、古代の須恵質平瓦片（４９）が出土する。

第３節 平成１５・１６年度調査の成果

調査地は南北方向に走る谷で分断されており、谷西側が A・B 区、西側が C～F 区となる。この谷

筋の北・南延長部は、調査時にはすでに農地化されており旧地形の把握は困難である。おそらくは、

この谷筋が矢田借屋古墳群の東限になるのではないかと考えられる。一方、谷筋の東側でも古墳周溝

が確認されており（E 区 SD０３）、矢田借屋古墳群と谷筋を挟んで矢田野古墳群が相対していた状況を

見ることができる。矢田野古墳群の規模・動態が明らかでないが、それぞれを支群ととらえ、月津台

地東側に展開する一大古墳群として両者を理解することも可能であろう。本調査で確認された３基の

古墳は、およそ古墳時代４様式－�に属すると思われ、これまでの調査成果の範疇に収まっている。

また谷東側では、明確な遺構は確認されなかったものの古代�～�期（８世紀）の遺物が出土する。

C 区で検出された L 字型カマドを有する竪穴住居は、これまで月津台地北側の額見町遺跡・額見

町西遺跡でのみ知られる特殊な住居であったが、本調査でその南限が矢田野遺跡まで確認されたのは

一つの成果であろう。
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第１３９図 A区 遺構図②（S＝１／８０）
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０ ２m

８．６０m
C 区 SI０１カマド
１ 茶褐色粘質土 ベース土・炭化物粒・焼土粒少含
２ 暗灰褐色粘質土 炭化物粒微含
３ 濁橙灰色粘土 カマド。ベースブロック多含
４ 暗茶灰色粘質土 焼土粒・炭化物粒多含
５ 暗灰褐色粘質土 炭化物粒微含
６ 暗橙茶褐色粘土 ベース土含

FF′

１ ３ ４ ３ ２
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C区 SI０１カマド

C 区 SI０１オンドル状遺構
１ 橙茶色土 ベース土粒多、炭化物粒、焼土粒少含
２ 橙茶色土 ベース土粒少、炭化物粒、焼土粒少含
３ 橙茶色土 煙道崩落土。ベース土粒多
４ 暗橙色土 炭化物・焼土粒含、ベース土粒少含
５ 暗橙色土 煙道崩落土。ベース土粒多
６ 橙灰色土 ベース土粒・炭化物粒・焼土粒少含
７ 暗茶灰色土 ベース土粒微、炭化物粒含
８ 濁橙灰色粘質土
９ 橙褐色粘土 煙道。炭化物粒含
１０ 橙褐色粘土 煙道。７層土含

８．５０m
２ ３７ １ ９

E′E

８ ４ ５ １０６

C区 SI０１L字形カマド

８．４０m

H′H 焼土１ ３

C 区 SI０１－SK０１
１ 茶色粘質土 焼土粒、炭化物粒少含
２ 暗茶褐色土 焼土粒少、炭化物粒含
３ 橙茶色土 焼土粒、炭化物粒少含
４ 濁橙褐色粘質土 焼土粒微含
５ 暗茶色土 焼土粒、炭化物粒少含
６ 茶灰色粘質土 炭化物粒少含
７ 橙褐色粘土
８ 暗灰褐色粘質土 焼土粒・炭化物粒含
９ 暗橙茶色粘質土 焼土粒・炭化物粒含
１０ 暗灰褐色土 炭化物粒多、焼土粒含
１１ 暗茶灰色土 焼土粒、炭化物粒少含
１２ 濁橙色粘土 焼土粒微含
１３ 暗灰褐色土 炭化物粒多、焼土粒含
１４ 暗橙茶色粘質土 炭化物粒微含
１５ 暗茶灰色土 ベース土粒、炭化物粒少含
１６ 濁橙灰色粘質土
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C 区 SI０１－SK０２
１ 暗茶灰色土 ベース土粒多、炭化物粒、焼土粒少含
２ 暗灰褐色粘質土 ベース土粒・焼土粒、炭化物粒少含
３ 暗茶灰色土 ベース土粒多、炭化物粒少含
４ 濁橙色粘土 貼床状

G′ G

２１３

４

C区 SI０１内 SK０２
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１ 黒褐色土 植栽カクラン
２ 暗黄褐色土
３ 暗褐色土 ベースブロック多含
４ 黒褐色土 ベース土粒微含
５ 暗褐色土 ベース土粒多含
６ 暗褐色土 ベース土＋黒褐色土
７ 暗褐色土 ６層中に地山粒多含
８ 暗褐色土 ベース土・暗褐色土が互層
９ 暗黄褐色土 ベースブロック多含
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０ ２m

L＝８．７０m
D 区 SK０３
１ 黒褐色土
２ 暗褐色土
３ 暗褐色土 ベース土粒含
４ 黒褐色土 ベース土粒、炭化物粒微含
５ 黄褐色土 ベースブロック集中

S N１

２根
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３
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L＝８．７０m L＝８．７m 根
S１N E W
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SK０５D区 SK０５

D 区 SK０５
１ 黒褐色土 上面に焼土粒多混。地山粒・炭化物粒含
２ 暗褐色土 炭化物粒・ベース土粒多含
３ 黒褐色土 ベース土粒含
４ 黒褐色土 ベース土粒多含
５ 黄褐色土

L＝８．７０m L＝８．７０m L＝８．７０m

S SW E N N

３１ ２ ２１
根３ D区 P８ D区 P９ D区 P１０

D 区 P８
１ 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒多含
２ 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒含
３ 暗黄褐色土

D 区 P９
１ 黒褐色土 土器細片多含、炭化物粒含
２ 黒褐色土 ベース土粒含
３ 暗黄褐色土

D 区 P１０
１ 黒褐色土 ベース土粒含
２ 黒褐色土
３ 暗黄褐色土 ベースブロック多含

L＝８．７０m
２１

WE
４

５３ D区 SK０４－P１３

D 区 P１３
１ 黒褐色土
２ 暗褐色土
３ 暗黄褐色土 ベース土粒含
４ 黒褐色土 ベース土粒含
５ 黄褐色土 ベースブロック多含

第１４９図 D区 セクション図
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第７章 平成１５・１６年度調査

－１９５－



０ １０ ２０cm

41

43

44
47

46

45

48

49

第１５４図 平成１５・１６年度調査区 出土遺物（４）（S＝１／３）
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０ １０ ２０cm

番号 実測番号 区 出土地点 器種 種類 口径 底径 器高 色調内面 色調外面 胎土 焼成 調整内面 調整外面 備考
１ D２１ A SK１・SD１アゼ 甕 須恵器 １６．６ ２４．３ 灰 灰 細砂多 良 ロクロナデ．指ナデ．タタキ ロクロナデ．カキメ．タタキ
２ D５ A SD１ 杯身 須恵器 （１４．４） （９．４） ４．４ 灰白 灰 粗砂多 良 ロクロナデ ロクロナデ．ケズリ
３ D１５ A SD１アゼ 有台杯 須恵器 （７．７） （２．４） 灰白 灰 粗砂多，海綿骨針 良 ロクロナデ ロクロナデ．ヘラキリ．ナデ
４ D２７ A SD１アゼ 高杯 須恵器 （２．８）灰・鈍黄橙 灰 粗砂多 良 ロクロナデ ロクロナデ．キザミ 降灰
５ D４２ A SD２・撹乱 SD１上層・包含層 須恵器 （１１．２） （２．６） 灰白 灰白 粗砂多 良 ロクロナデ ケズリ．ナデ
６ D２２ A Pit３ 円筒埴輪 須恵質 （６．３） 褐灰～灰 鈍黄褐 粗砂多 良 ナデ ハケメ．ヨコナデ．凸帯
７ D２３ A 遺構検出 円筒埴輪 土師質 （６．５） 淡黄 浅黄橙 １㎜～２㎜粗砂多 良 ロクロナデ？ ロクロナデ．カキメ．凸帯
８ D２４ A 包含層 埴輪？ 須恵質 （４．３） 浅黄橙 浅黄橙 粗砂やや多・赤色粒 良 ヨコナデ ハケメ．ケズリ
９ D４ B SD０３① 長頸壺 須恵器 ７．４ （１７．８） 灰白 灰白 粗砂少 良 ロクロナデ ロクロナデ．ハケメ？ 外面全体自然釉

１０ D１ B SD０３／SD０３② 平瓶 須恵器 ７．４ （１５．２） 灰 灰 細砂少 良 ロクロナデ ロクロナデ．カキメ 内外面自然釉
１１ D２ B SD０３②・③ 平瓶 須恵器 ８．２ （１４．８） 灰白 灰白 細砂少 良 ロクロナデ ロクロナデ．カキメ 内外面自然釉
１２ D２５ B SD０３ 無蓋高杯 須恵器 １１．８ （３．０） 灰 灰 粗砂少 良 ロクロナデ ロクロナデ
１３ D６ B SD０３ 高杯 須恵器 （１３．０）（１１．６） （９．７） 灰 灰 粗砂やや多 良 ロクロナデ ロクロナデ 透孔３、自然釉
１４ D３ B SD０３ 直口壺 須恵器 ９．８ ５．３ ８．７ 灰 灰 粗砂少 良 ロクロナデ ロクロナデ
１５ D２６ B 包含層 風字硯 須恵器 ２．５ 灰 灰 粗砂並、礫 良 ナデ ナデ？
１６ D３０ B 包含層 把手 土師器 橙 粗砂並、礫 良 ナデ
１７ D８ C SI０１ 竈周辺 杯蓋 須恵器 １２．９ ３．２ 灰黄 灰 粗砂 良 ロクロナデ ロクロナデ．ロクロケズリ．ヘラキリ
１８ D９ C SI０１ 竈周辺 杯蓋 須恵器 ４．３ 鈍黄 灰 粗砂、礫 良 ロクロナデ ロクロナデ．ヘラケズリ
１９ D４７ C SI０１ 竈周辺 杯身 須恵器 １２．６ （３．２） 灰 灰 粗砂少 良 ロクロナデ ロクロナデ
２０ D１９ C SI０１ 竈周辺 無台杯 内黒土師器 ５．８ １．９ 黒 明赤褐 粗砂多 良 ミガキ ケズリ．ナデ
２１ D１８ C SI０１貼床下 杯蓋 須恵器 （２．１） 灰 灰 粗砂少 良 ロクロナデ ロクロナデ．カキメ
２２ D１７ C SI０１貼床下他 短頸壺 須恵器 ８．１ ８．０ 灰 灰 粗砂少 良 ロクロナデ ロクロナデ
２３ D３５ C SI０１内 SK１ 杯蓋 須恵器 （１２．８） ３．１ 灰 灰 １㎜粗砂少、細砂多 良 ロクロナデ ケズリ．ロクロナデ．ハケメ
２４ D７ C SI０１内 SK１ 高杯 須恵器 １２．４ （６．８）灰オリーブ 灰 粗砂 良 ロクロナデ．ナデ ロクロナデ 内外面全体自然釉、透孔３
２５ D１６ C SI０１内 SK 甕 弥生 （１６．６） （５．１） 鈍黄橙 鈍橙 礫少、粗砂多 良 ヨコナデ．ケズリ ヨコナデ
２６ D３１ C 西側 包含層 杯蓋 須恵器 （２．９） 灰 灰 粗砂少 良 ロクロナデ ロクロナデ．ロクロケズリ
２７ D３６ C 東側 包含層 杯蓋 須恵器 （１４．２） （４．２） 浅黄 灰オリーブ 細砂多 良 ロクロナデ．ヘラケズリ ロクロナデ 降灰。C 区 SK０１
２８ D４６ C 東側 包含層 無台杯 須恵器 ２１．９ （２．８） 灰 灰 粗砂多 良 ロクロナデ ロクロナデ．ロクロケズリ
２９ D４５ C 東側 包含層 杯身 須恵器 １２．０ （３．９） 灰白 灰 粗砂含む 良 ロクロナデ ロクロナデ．ロクロケズリ
３０ D２０ C 東側 包含層 杯身 須恵器 １２．６ （４．８） 灰 灰 粗砂含む 良 ロクロナデ ロクロナデ．ロクロケズリ．ヘラキリ
３１ D１２ C 東側 包含層 甕 土師器 １５．７ （８．５） 橙 橙 粗砂多 良 ロクロナデ．カキメ．ナデ？ ロクロナデ．カキメ
３２ D３３ C 西側 包含層 把手 土師器 浅黄 粗砂並、礫、海綿骨針 良 指ナデ
３３ D３２ C 東側 包含層 竈口？ 土師質 鈍橙 粗砂、海綿骨針 良 ヨコナデ．ナデ
３４ D３４ C 東側 包含層 埴輪？ 土師器 （３．５） 淡橙 粗砂多 良 ナデ．ハケメ
３５ D３９ F Pit０５ 杯蓋 須恵器 （３．６） 灰黄 灰オリーブ 細砂多 良 ロクロナデ ロクロケズリ
３６ D３８ F Pit０８ 碗 赤彩土師器 （９．０） （１．８） 明赤褐 明赤褐 細砂多 良 ハケメ．ナデ ケズリ．横方向のケズリ
３７ D３７ F Pit１３ 長胴甕 土師器 （２７．０） （５．０） 橙 橙 粗砂，細砂多 良 ハケメ．ヨコナデ ハケメ．ヨコナデ
３８ D４０ F Pit３０・３３ 無台杯 須恵器 （１４．４）（１１．１） ２．８ 暗青灰 灰オリーブ 細砂多 良 ロクロナデ ロクロナデ．ヘラキリ後ナデ
３９ D４３ F 包含層 浅鉢 繩文土器 １５．２ （６．２） 鈍黄橙 鈍黄橙 細砂少 良 ミガキ 網代
４０ D１０ D SK１ 長胴甕？ 須恵器 （１９．３） ５．５ 灰オリーブ 灰 細砂多 良 ロクロナデ．タタキ ロクロナデ
４１ D４１ D SK０３ ・Pit９９ 甕 土師器 橙 橙 ～１㎜細砂少，２㎜礫少 良 ハケ ハケ．ケズリ．ナデ．ヨコナデ
４２ D４４ D Pit０９ 鍋 土師器 ２３．４ （７．８） 黄橙 黄橙 粗砂多 良 ロクロナデ ロクロナデ
４３ D４９ D Pit１２ 杯身 須恵器 （１０．４） （２．７） 鈍黄橙 浅黄 粗砂多 良 ロクロナデ ロクロナデ
４４ D２８ D Pit２２、包含層 杯蓋 須恵器 （１２．４） （３．１） 灰白 灰オリーブ 粗砂少 良 ロクロナデ ロクロナデ 降灰・自然釉
４５ D１１ D 包含層 碗 赤彩土師器 ６．１ ２．８ 鈍橙 橙 １㎜礫少、細砂多 良 調整不明 ロクロケズリ
４６ D１３ D 包含層 甕 土師器 （１４．８） １０．６ 鈍黄橙 橙 礫少、細砂多 良 カキメ．ハケメ カキメ，横方向のナデ
４７ D２９ D 包含層 甑 土師器 （１３．８） （７．５）橙～明黄褐 橙 礫、粗砂多 良 ヨコナデ．ハケメ ヨコナデ
４８ D４８ E 包含層 甕 須恵器 ７．４ 灰オリーブ 灰オリーブ 細砂多 良 ロクロナデ ロクロナデ．波状文
４９ D５０ E 包含層 平瓦 須恵質 ７．２ ５．５ １．７５ 灰黄 鈍黄橙 １㎜～２㎜礫、細砂 良 最大長／最大幅／最大厚
５０ D１４ A Pit１ 石製品 ５．２ ３．６ １．０ 最大長／最大幅／最大厚
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第１５５図 平成１５・１６年度調査区 出土遺物（５）（S＝１／３）

第１８表 平成１５・１６年度調査区 出土遺物観察表
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第８章 まとめ

今回の調査の中心となる遺構は第１５６図に示した遺構群であり、６世紀中葉～９世紀の集落跡と古

墳時代後期の古墳群である。集落跡の盛期は７世紀～８世紀前半であり、６世紀代と９世紀代の遺構

は比較的少ない。水路部分を主としたトレンチ調査なので、その全体を把握しづらいが、竪穴建物１６

棟以上、掘建柱建物２１棟以上、古墳６基を確認した。比較的規模の大きい竪穴建物・掘建柱建物を挙

げると、平成１５・１６年度 C・F 区 SI１（７．６×７．６m）、平成１１年度 D 区 SB２（５×４間、８．６×

５．０m）、平成１１年度 B・C 区 SB１（４か５×３間、７．４×５．４m）、平成１３年度 C・１４‐A 区 SB３

（６×１間以上、１１．８×３．４m 以上）である。

６世紀後半の遺構は平成１３年度 D 区の掘建柱建物群であり、その他の調査区では６世紀代の建物

は検出していない。７世紀に入ると L 字型カマドを持つ竪穴建物が出現し、平成１３年度 C・１４－A

区 SI１及び平成１５・１６年度 C・F 区 SI１が L 字型カマドを付設していた。この L 字型カマドは朝鮮

半島からの渡来系集団の系譜を示すものとして注目されている。７世紀代の遺構はほぼ調査区全域で

検出しており、広範囲に存在している。本遺跡群では８世紀に入ると竪穴建物内の L 字型カマドは

みられなくなる。８世紀代の遺構は平成１１年度調査区に多く、掘建柱建物、竪穴建物を検出した。９

世紀代の遺構は平成１３年度 C 区にみられるが、建物数は少ない。以上のように遺構の分布は７世紀

をピークにして、次第に少なくなるようである。

上記のような集落の在り方は額見町遺跡の展開とよく似ており、月津台地と矢田野台地では７世紀

に入ると渡来系の集落が成立したことになる。古代の周辺遺跡の関連については望月氏が『額見町遺

跡�』で述べられている。本遺跡からも鍛冶関連遺物が出土していることから、望月氏のいう丘陵部

生産遺跡群に関連する手工業生産関連遺跡群として、その性格付けができよう。

今回の調査で６基の古墳の周溝を検出した。これらは矢田借屋古墳群、矢田野古墳群に含まれるも

のである。矢田野古墳群と矢田借屋古墳群の間には谷部があり、両者は谷を挟むかたちで存在する。

第１９表に既往の調査で確認された矢田借屋古墳群と今回の調査で検出された古墳を合わせた一覧表

（『小松市内遺跡発掘調査報告書� 矢田借屋古墳群』に掲載予定のものに加筆）を作成した。平成

１４年度 B 区で検出した古墳の周溝は百人塚古墳のものと考えられ、同年度 F 区で検出した円墳の周

溝は周知の矢田野２号墳のものと考えられる。同年度 F 区で検出した矢田野２号墳の北東隣に位置

する古墳は新発見のもので、矢田野４号墳（前方後円墳？）とした。平成１５年度 A 区では周知の矢

田借屋１５号墳の周溝を検出した。同年度 B 区では新発見の矢田借屋１８号墳の周溝を検出した。平成

１６年度 E 区で検出した古墳の周溝は新発見の古墳の周溝であり、矢田野３号墳とした。

第１５６図をみると古墳群を囲むようにして集落が展開する様子が窺える。古墳域と集落域が重複し

ていないことから、墳丘は残存していたものと考えられよう。ただし、周溝は出土土器から考えると

７世紀代には埋没しており、墳丘のみが残っていたものであろう。

参考文献

岩瀬由美他 ２０００ 『小松市額見町西遺跡』 （財）石川県埋蔵文化財センター

下記の刊行予定報告書を参考にした。

望月精司・西田由美子 ２００６ 『額見町遺跡（A・D 地区の調査）』� 小松市教育委員会

廣田いずみ・西田由美子 ２００６ 『刀何理遺跡』 小松市教育委員会

岩本信一 ２００６ 『小松市内遺跡発掘調査報告書 矢田借屋古墳群』� 小松市教育委員会
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第１５６図 矢田野遺跡群主要遺構配置図（S＝１／３０００）
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名称 所在地 墳形 規模（ ）は推定値 埋葬施設 調査年 調査主体 備考

矢田借屋
１号墳 矢田町 円墳 ― 不明 ― ― 消滅

矢田借屋
２号墳 矢田町 円墳 最大径９m 箱形粘土棺 昭和２５年

（１９５０）
小松高校

地歴クラブ
須恵器・直刀他、
消滅

矢田借屋
３号墳 矢田町 円墳 ― 不明 ― ― 消滅

矢田借屋
４号墳 矢田町 円墳 最大径１３m 箱形粘土棺 昭和２５年

（１９５０）
小松高校

地歴クラブ
須恵器・埴輪・玉類、
消滅

矢田借屋
５号墳 矢田町 円墳 ― 不明 ― ― 消滅

矢田借屋
６号墳 矢田町 円墳 ― 不明 ― ― 消滅

矢田借屋
７号墳 矢田町 前方後円墳 全長３５m 不詳

（河原石積の横穴式石室？）
昭和３０年
（１９５５）

小松高校
地歴クラブ

須恵器・埴輪・直刀・
刀子の柄部・鉄鏃等、
消滅

矢田借屋
８号墳 矢田町 前方後円墳 全長３０m 不詳

（礫棺＜切石積横穴式石室＞？）
昭和３６年
（１９６１）

小松高校
地歴クラブ

須恵器・埴輪・銀環、
消滅

矢田借屋
９号墳 月津町 円墳 （直径１２．５m） 箱形粘土棺 平成１０年

（１９９８）
小松市

教育委員会

須恵器・土師器・埴輪
・刀子・鉄鏃・玉類、
消滅

矢田借屋
１０号墳 月津町 円墳 （直径１０．５m） 不明

平成１０年
（１９９８）
平成１３年
（２００１）

小松市
教育委員会

須恵器・土師器・特殊
須恵器、
消滅

矢田借屋
１１号墳 月津町 円墳 （直径１２．２m） 箱形粘土棺 平成１０年

（１９９８）
小松市

教育委員会
須恵器・土師器、
消滅

矢田借屋
１２号墳 月津町 前方後円墳？ （後円？径１６m） 不明

平成１２年
（２０００）
平成１３年
（２００１）

小松市
教育委員会

須恵器・土師器・埴輪、
消滅

矢田借屋
１３号墳 月津町 円墳 ― 不明 － － －

矢田借屋
１４号墳 月津町 円墳 （直径７．５m） 不明 平成１３年

（２００１）
小松市

教育委員会
須恵器、
消滅

矢田借屋
１５号墳 月津町 円墳 （直径９．５m） 不明

平成１２年
（２０００）
平成１３年
（２００１）
平成１５年
（２００３）

小松市
教育委員会

（財）石川県
埋文センター

須恵器・土師器、
消滅

矢田借屋
１６号墳 月津町 円墳 最大径９．７m 箱形粘土棺 平成１３年

（２００１）
小松市

教育委員会
須恵器・土師器・玉類、
消滅

矢田借屋
１７号墳 月津町 円墳 最大径１０．３m 不明 平成１３年

（２００１）
小松市

教育委員会
須恵器・土師器、
消滅

矢田借屋
１８号墳 月津町 円墳 － 不明 平成１５年

（２００３）
（財）石川県
埋文センター

須恵器
新発見

百人塚
古墳 月津町 円墳 （直径１１m） 不明 平成１４年

（２００２）
（財）石川県
埋文センター

須恵器・土師器・紡錘
車・羽口・鉄滓、
消滅

矢田野
１号墳

矢田町
月津町 円墳 － － － － 消滅

矢田野
２号墳 月津町 円墳 （直径９m） 不明 平成１４年

（２００２）
（財）石川県
埋文センター

須恵器・土師器・円筒
埴輪、
消滅

矢田野
３号墳 扇原町 円墳 （直径９m） 不明 平成１６年

（２００４）
（財）石川県
埋文センター

消滅、
新発見

矢田野
４号墳

矢田町
月津町 前方後円墳？ （全長２５m） 不明 平成１４年

（２００２）
（財）石川県
埋文センター

須恵器・土師器、
一部残存、
新発見

第１９表 矢田借屋・矢田野古墳群一覧表
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調査区遠景（北から、太陽測地社提供）

A～G区遠景（北東から、太陽測地社提供） A～E区遠景（南西から）

A２区 SD０４（南東から） A区全景（北西から）

平成１１年度 図版１



A６区 SB０２（南東から）

A５・６区 SB０１？（北西から） C４・５区 SB０２？（南東から）

B４区 SB０２？（南東から） B８区 SI０１（北北西から）

図版２ 平成１１年度A～C区



B・C区 SB０１（南南東から） B８区 SB０１（北北東から）

C７区 SB０１（南南東から） B７区 SB０１P３（南西から）

D区０～３区全景（北東から） D２区 SK０７（南西から）

D２区 SK０６（南東から） D５区 SI０２検出状況（南西から）

平成１１年度B～D区 図版３



D５区 SI０２全景（南東から）

D７区 SI０３・大型柱穴（南東から）

図版４ 平成１１年度D区



D７区大型柱穴P５５（東から） D７区大型柱穴PA（北東から）

D８区竈・土器検出状況（南東から） D８区 SI０４（北東から）

D１０・１１区 SB０２～０４全景（南東から）

平成１１年度D区 図版５



D１０区竈検出状況（南東から） D１０区竈断ち割り状況（北東から）

D１０・１１区 SB０１（北北東から） E区全景（北北東から）

E１区 SK０６（北から） E１区 SD０２（南南東から）

E２区 SD０２（SK０７）（西から） E２・３区 SB０１・０２（南南西から）

図版６ 平成１１年度D・E区



E４区 SD０３（南南西から） E区全景（南南西から）

E５区 SB０３（南東から） F区全景（北北東から）

F２区 SB０１（北東から）

平成１１年度 E・F区 図版７



E２区 SB０１全景（南東から） H区 SD調査状況

I区調査状況 H区 SD全景（北東から）

I区 SD北側土層断面（南南西から） I区須恵器出土状況（南西から）

I区 SD東側（北西から） I区 SD北側（北東から）

図版８ 平成１１年度 F・H・I 区



平成１１年度 図版９
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図版１０ 平成１１年度
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平成１１年度 図版１１
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B１区 SD０２全景（南東から）

D１区 SD０２全景（南東から）

図版１２ 平成１２年度狐森塚古墳



C３区 SX０１内木棺墓（西から）

木棺墓須恵器出土状況（南から） C１区 SD０２断面（北東から）

刀何理遺跡１～３区全景（南東から） ２区土器出土状況

平成１２年度狐森塚古墳・刀何理遺跡 図版１３



７・８区 SB０１全景（西から）

SK０３・０２（南南西から） SK０４（北北東から）

柱穴（東南東から） SK０４（南南西から）

図版１４ 平成１２年度刀何理遺跡



１０区 SB０２全景（西から）

柱穴１（北北東から） 柱穴２（北北東から）

柱穴３（北北東から） SK０５（北北東から）

平成１２年度刀何理遺跡 図版１５



６区 SX０２（南南西から） １３・１４区全景（南東から）

狐森塚古墳・刀何理遺跡出土土器

図版１６ 平成１２年度刀何理遺跡・狐森塚古墳
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A区 完掘状況 B１区 SI０１

B３・４区 SI０２ B３区 SD０１

B７区 SK０１ B１２区 SK０２

B区 完掘状況 １４－A１区 SI０１壁溝内壁板跡検出状況

平成１３年度A・B区、平成１４年度A区遺構 図版１７



C１区 SI０１カマド完掘状況 C１区 SI０１焚口土器・焼土検出状況

１４－A１区 SI０１カマド煙道辺完掘状況 １４－A１～２区 SI０１土層断面

C１～２区 SI０１完掘状況 １４－A１～２区 SI０１完掘状況

１４－A２区 SI０３上面検出遺構 １４－A３区 SI０２土器出土状況

図版１８ 平成１３年度C区、平成１４年度A区遺構



C３区 SI０２ １４－A４～５区 SB０２

１４－A４～５区 SB０３ １４－A６区 SB０１

１４－A１～２区 完掘状況 D３区 SB０１

D３～４区 SB０２ D６区 SB０５

平成１３年度C・D区、平成１４年度A区遺構 図版１９



D６～７区 SK０７遺物出土状況 D７区 SB０７

D８区 SB０４ D９区 完掘状況

D１０区 SX０７遺物出土状況 D１１区 SK１０土層断面

D１０～１２区 完掘状況 D区 完掘状況

図版２０ 平成１３年度D区遺構



平成１３年度出土遺物１ 図版２１
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図版２２ 平成１３年度出土遺物２
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平成１３年度出土遺物３ 図版２３
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古墳周溝土層断面（e－e'）（南西から） 古墳周溝土層断面（f－f'）（西から）

古墳周溝土層断面（g－g'）（西から） 古墳周溝土層断面（h－h'）（西から）

古墳周溝土層断面（i－i'）（北西から） 古墳周溝土層断面（k－k'）（南から）

古墳周溝土層断面（l－l'）（南西から） 古墳周溝土層断面（d－d'）（北東から）

図版２４ 平成 14年度 B区遺構１



古墳周溝（西側）遺物出土状況（南から） 古墳周溝（西側）土器出土状況（北から）

古墳周溝（西側）刀子出土状況（南から） 古墳周溝（東側）遺物出土状況（東から）

古墳周溝（東側）遺物出土状況（南から） 古墳周溝（東側）遺物出土状況（北から）

古墳周溝（東側）遺物出土状況 古墳周溝（東側）遺物出土状況（北から）

平成 14年度 B区遺構２ 図版２５



古墳周溝完掘状況（西から） 古墳周溝（西側）完掘状況（南から）

古墳周溝（東側）完掘状況（西から） SI１土層断面（南西から）

SI１（P４８）検出状況（南東から） SI１（P４８）土層断面（南東から）

SI１完掘状況（北東から） ４・５区完掘状況（西から）

図版２６ 平成 14年度 B区遺構３



１・２区発掘作業風景
（南西から）

３～５区完掘状況
（南西から）

３～５区完掘状況
（北東から）

平成１３年度C区遺構 図版２７



０区完掘状況
（北東から）

１～３区完掘状況
（北西から）

４～８区完掘状況
（南東から）

図版２８ 平成１３年度D区遺構１



９区完掘状況
（南西から）

SK１断面
（北西から）

SK１完掘状況（俯瞰）

平成１３年度D区遺構２ 図版２９



発掘調査着手前の状況（北東から）

完掘状況全景（南西から）

図版３０ 平成１３年度 E区遺構１



１～８区完掘状況（北東から）

９～１３区完掘状況（北東から）

平成１３年度 E区遺構２ 図版３１



１～８区遺構検出状況
（北東から）

発掘作業風景
（南西から）

S

B１完掘状況
（北東から）

図版３２ 平成１３年度 E区遺構３



SB１完掘状況
（南東から）

SB２完掘状況
（南西から）

７区柱穴群周辺完掘状況
（北東から）

平成１３年度 E区遺構４ 図版３３



SK１断面（北西から） SK１遺物出土状況（北西から）

SK１完掘状況（俯瞰） SK２完掘状況（俯瞰）

SK３断面（北西から） SK６遺物出土状況（俯瞰）

SK７（SX２）断面（北西から） SK７（SX２）完掘状況（俯瞰）

図版３４ 平成１３年度 E区遺構５



SD１ケ－コ断面（南西から） SD１周辺完掘状況（北東から）

SD３完掘状況（南東から） SD４断面（南西から）

P１遺物出土状況（南東から） P７断面（北西から）

P１８完掘状況（北西から） P３５断面（南東から）

平成１３年度 E区遺構６ 図版３５



１０～１５区（古墳）調査前風景（北東から） 古墳１土層断面（a－a'）北東から①（南東から）

古墳１土層断面（a－a'）北東から②（南東から） 古墳１土層断面（a－a'）北東から③（南東から）

古墳１土層断面（a－a'）北東から④（南東から） 古墳１土層断面（a－a'）北東から⑤（南東から）

古墳１周溝土層断面（e－e'）（西から） 古墳１周溝土層断面（f－f'）（南西から）

図版３６ 平成１４年度 F区遺構１



古墳１周溝土層断面（n－n'）（南西から） 古墳１周溝土層断面（i－i'）（南西から）

古墳１周溝遺物出土状況 古墳１周溝遺物出土状況

古墳２周溝（西側）土層断面（南東から） 古墳２周溝（東側）土層断面（南東から）

古墳１周溝完掘状況（東から） 古墳１・２周溝完掘状況（南から）

平成１４年度 F区遺構２ 図版３７



SI１土層断面（北から） SI１完掘状況（北東から）

SI２土層断面（北から） SI２土層断面（北東から）

SI３土層断面（南から） SI３遺物出土状況（南から）

SK４土層断面（東から） SK４完掘状況（北から）

図版３８ 平成１４年度 F区遺構３



SK７土層断面（西から） SK７遺物出土状況

SK７完掘状況（南東から） SK９土層断面（南東から）

P１土層断面（北から） P２土層断面（北から）

P１～３完掘状況（南西から） P６～９等完掘状況（南西から）

平成１４年度 F区遺構４ 図版３９



SI１検出状況（北東から） SI１（SK４）土層断面（北から）

SI１（SK６）土層断面（北から） SI１（SK７）土層断面（北から）

SI１（SK８）土層断面（南から） SI１（SK１１）土層断面（南から）

SI１焼土面検出状況（南から） SI１土層断面（a－a'）（西から）

図版４０ 平成１４年度G区遺構１



SI２遺物出土状況（東から） SI３土層断面（西から）

SK１・１２土層断面（北から） SI３完掘状況（北東から）

SK１土層断面（東から） SK１２土層断面（東から）

SK１・１２遺物出土状況（東から） SK１・１２完掘状況（東から）

平成１４年度G区遺構２ 図版４１



SK２土層断面（北から） SK３土層断面（西から）

２区土層断面（南から） P４０土層断面（南から）

P４１土層断面（南から） P４２土層断面（南から）

P４０～４５完掘状況（東から） １０～１２区完掘状況（南西から）

図版４２ 平成１４年度G区遺構３



平成１４年度B区遺物１ 図版４３

321
4

5 76

9
108

11 12 13

1514
16

17

18

19

20 21

22

23

25

24

28

26 29



図版４４ 平成１４年度B区遺物２
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平成１４年度B区遺物３ 図版４５
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図版４６ 平成１４年度B区遺物４
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平成１４年度B区遺物５ 図版４７
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図版４８ 平成１４年度D・E・F区遺物
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平成１４年度 F・G区遺物 図版４９
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図版５０ 平成１４年度G区遺物
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平成１４年度G区遺物 図版５１

197
198

199

201

202

203

200

204
206

205

209 210
208

207
211

212

213

214



A区 SD０１・SD０２ A区 SD０１断面

A区 SD０２断面 A区 SK０１検出状況

A区 SK０１完掘

B区 SD０３完掘 A区 完掘

図版５２ 平成１５・１６年度調査



B区 SD０３遺物出土状況 B区 完掘

C区 SI０１内 L字形カマド

C区 完掘

平成１５・１６年度調査 図版５３



D区 SK０１

D区 SK０５ D区 完掘

E区 完掘 F区 SI０１

F区 完掘

図版５４ 平成１５・１６年度調査



平成１５・１６年度調査 図版５５
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図版５６ 平成１５・１６年度調査
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平成１５・１６年度調査 図版５７
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（０３１１１）
刀何理遺跡
（０３１１２）

３６度
２０分
２７～
５１秒

１３６度
２４分
３５～
５４秒

１９９９０７２９～
１９９９１１１８ １１００㎡

県営ほ場整
備事業（矢
田野台地地
区）

２００００９２５～
２０００１１１５ ５３０㎡

２００１０８２０～
２００１１１０５ １２００㎡

２００２０５０７～
２００２０８２０

１８５０㎡
２００２１１２５～
２００２１２２４

２００３０７０７～
２００３０９２５ ８７０㎡

２００４０６２４～
２００４０７２１ １３０㎡

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

矢田借屋古墳群 古墳 古墳時代後期 円墳２基 須恵器

百人塚古墳 〃 〃 円墳 須恵器・土師器・羽口
・紡錘車・鉄滓

矢田野古墳群 〃 〃 円墳２基・前方後
円墳？１基

須恵器・土師器・円筒
埴輪

矢田野遺跡 集落跡

古墳時代中期～後期 掘立柱建物・土坑
・溝 須恵器・土師器

飛鳥～奈良時代 掘立柱建物・竪穴
建物・土坑・溝

須 恵 器・土 師 器・硯・
紡錘車・円筒型土器・
羽口・鉄滓

L 字型カマ
ドを有する
竪穴建物

中世 土坑・溝
珠洲焼・加賀焼・越前
焼・陶磁器・中世土師
器

狐森塚古墳 集落跡
飛鳥時代 木棺墓 須恵器

中世 溝 陶磁器

刀何理遺跡 集落跡 古代 掘立柱建物 須恵器・土師器

要 約

古墳時代後期の古墳群と古墳時代、飛鳥～奈良時代、中世の集落跡を検出した。

中心となる遺構は飛鳥～奈良時代の掘立柱建物、竪穴建物であり、７世紀前半代

の L 字型カマドを有する竪穴建物がある。
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